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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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アリシア・フェイトリン

ある事件が元で〈死神姫〉と呼ばれるようになった〈地方伯〉の称号を持つ、格式の高い没落貴族の一人娘。
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名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク

ちょっとお茶目な裏社会で名高い少年。













　序章







　しんと静まり返った広々とした礼拝堂の中心を、少女は花嫁衣装に身を包んでひとり歩んでいた。ステンドグラスを通して降り注ぐ陽光は華やかな色彩を帯び、花嫁の純白の衣装と長いベールに様々な色を映しては輝く。

　ずらりと居並ぶ人々の中、文字通り彼女はひとり。婚儀に相ふさ応わしい美々しい衣装をまとった参列客全すべては、花婿であるブライアン・バスツール伯爵の縁者ばかりだ。

　少女のただひとりの血縁者であり、亡き両親に代わる後見人であり、こたびの縁組みを持って来た叔お父じヘイスダム・フェイトリンの姿さえない。深紅の絨じゆう毯たんの上をたったひとりで歩いてくる花嫁を、若いくせに早くも下腹が突き出て来ている花婿は高慢な表情を浮かべて待ち構えている。

「全く、せっかくいい花嫁衣装を着せてやったって冴さえない小娘だな。顔は隠せても体の貧しさはどうしようもない」

　ゆっくりと歩み寄って来る花嫁をじろじろと見ながらのブライアンの言葉は、ひとりごととしては少々大きすぎた。

「伯爵閣下、神聖なる儀式の最中ですぞ。聖女アーシェルも聞いていらっしゃる、お静かに」

　案の定その声を聞き止めたらしく、彼の側そばにいた〈翼の祈り〉教団派遣の中年の聖職者がたしなめてくる。しかしブライアンはどうしても己の不幸を嘆かずにはいられないらしく、彼の言葉を無視して続けた。

「つくづく高い買い物になった。地方伯の娘という条件をつけても、もう少しマシなのが他に見つかっただろうに。あのヘイスダムとかいう輩やからにまんまと騙だまされたな、くそ」

　いまさらのように零こぼし続ける彼の側へと、白いベールで顔を覆った花嫁はしずしずと、というよりよろよろしながら近づいてくる。細すぎるほど細い体には大おお仰ぎような衣装が重すぎるのか、かなりの低速移動をしている彼女を見てブライアンは余計に苛いら立だちを募らせたようだった。

「おいアリシア！　もっとさっさと歩け！　僕は早くこれを終わらせて、イリーアのところに行きたいんだ！」

　近頃お気に入りの高級娼しよう婦ふの名を挙げ、花嫁を急せかす花婿に聖職者は露骨に眉まゆをひそめ小声で清めの聖句を口にする。全く近頃の若者は神への畏おそれというものをまともに持ち合わせていないと、その表情は言いたげだ。

　だが次の瞬間、自分勝手なブライアンの願いは半分だけは叶かなえられることになった。

　動作の遅い花嫁の真横をすり抜けて、黒い布で全身を覆った人影が恐ろしい速度で彼の前に立った。次の瞬間、人影は一陣の風のように左手の〈翼ある少女〉のステンドグラスを突き破り、あっという間にいずこかへと消え去っていった。

　後に残されたのは居並ぶぽかんとした人々と、いつの間にか床に倒れ伏していた花婿ブライアンの姿。砕け散ったステンドグラスの破片の一部が彼の体にも降り注ぎ、燭しよく台だいの灯あかりを映してきらきらと美しく光っていた。

　一見、彼はまるでふざけてその場に寝転がっているように見える。しかし高価な生地にも吸われずに流れ出した一筋の赤いものが、この日のために磨き抜かれた白い床の上にゆっくりと広がり始めていた。

　一拍遅れてブライアンの母親が発した絶叫を皮切りに、婚儀の場は大混乱に包まれた。

「だから罰当たりなことをするなとあれほど！」とわめく聖職者、失神する貴婦人、飛び散ったステンドグラスで手や顔を切ったと騒ぐ者、巻き添えを恐れて逃げ出す者、去っていった影を追おうとする警備の兵士たち。

　皆が皆大声を出して騒ぐ中、花婿がめくるはずだったベールを自分でめくって花嫁はゆっくりと周囲を見回した。

「あらまあ」

　かけていた眼め鏡がねの縁を持ち上げて、彼女は瞳ひとみをぱちぱちさせた。

　倒れ伏した花婿のいる前方と扉のある後方へと参列者たちが分かれたために、花嫁だけが礼拝堂の中央部に取り残されている格好だ。














　亡きブライアンがぼやいていた通り、長い亜麻色の髪を結い上げた少女は決して美人ではない。せいぜい可か愛わいい、それもまあまあ可愛いといった程度のものか。体つきも同じくで、細くはあるがあまりにもなだらか過ぎるその肉体は、女性として魅力的であるとは言えないだろう。

　だが誰もが口々に叫びながら無む闇やみに動き回るなか、花嫁の動作は先程までと同じく緩慢だ。その視線は半狂乱の母親に抱き抱えられがくがくと揺さぶられているブライアンをあっさり通り過ぎ、巨大な穴の開いたステンドグラスへと向かう。

「あれ、高いでしょうにねえ。何もあそこから逃げなくてもいいのに」

　のんびりした調子でつぶやく声は、周囲の喧けん噪そうに紛れ聞こえていたはずがない。

「だから私は反対したんです！」

　だが時を同じくして立ち上がったブライアンの母親は、取りすがる侍女たちを振り切らんばかりの勢いで少女に叫んだ。

「こ、このっ……疫病神！　死神ッ!!」

　この瞬間、齢よわい十四歳で未亡人になった少女アリシアに、このありがたくない称号が未来永えい劫ごうついて回ることになったのだ。








　第一章　理想的な再婚







　あれから一年。

　気候も地形も穏やかで、あまり起伏のないフェイトリン地方の平原の中央部。麗うららかな春の日差しを浴びながら、アリシア・フェイトリンは自宅の庭に出した小さなティーテーブルで本を読んでいた。

　すでに喪も明けた現在、小柄な体を包むのは長年着古した数代前のはやりのごてごてとした意匠のドレス。昔は若草色だった生地がところどころ黄色く褪たい色しよくしてしまったその服に身を包んだ彼女は、いいかげん読み古した本から眼めを上げてつぶやく。

「ああ、お金が欲しい……」

　切実な一言を吐き出したアリシアの耳に、ばたばたと忙せわしない足音が聞こえてきた。地味豊かな土地に相ふさ応わしく、少し手入れが滞ればあっという間に生い茂る雑草を踏んで中年男がこちらへ近づいてくる。

「アリシア！　おお、良かった、もう畑仕事はしていないのだな！」

　やっと分かってくれたか、という風に嬉うれしそうな声を上げながら小走りに近づいてきたのは、アリシアの後見人である叔お父じヘイスダムである。頭頂部の貧しさを補うように立派なあごひげを生やした彼に、アリシアはにこやかに微ほほ笑えんだ。

「ええ、今日の分の収穫はもう終わらせましたから」

　全然分かっていない台せり詞ふを吐き、なまじの使用人より荒れた手をした彼女は赤い果実が山盛りのかごを指した。リーゴの実と呼ばれるその長細い果実は、両親の死後アリシアが勝手に作った畑で後見人を嘆かせながら育てているものだ。

「そうだわおじさま、そろそろ近所の子がリーゴの収穫を引き取りに来てくれるんですのよ。そのあたりにいませんでした？」

　のんきな彼女の言葉に、ヘイスダムは少ない髪の毛を引きむしりかねないしぐさで、

「ええい農民の子供など知るか！　お前は仮にもフェイトリンの娘なのだぞ、果物売りの真ま似ね事ごとなどやめなさいとあれほど……！」

「だっておじさま、私お金が欲しいんですもの。そりゃあ一つ売っても二小ゼダル半にしかなりませんけど、五個も売れば一食分ぐらいは稼げますのよ」

　ごく自然に、彼女はそう言ってのけた。

「それに自分で作ったものを食べれば節約できますし、売ったら儲もうかっていいことずくめですわ。リーゴの実はおなかの保もちもとってもよろしいですし。甘くするにはちょっと肥料代がかかりますけどね」

　てらいも恥じらいもない台詞に、ヘイスダムはげんなりした顔をした。何か一言説教をしようとした矢先、また別の小言の種を見つけてしまう。

「ああっ、そういう本を読むのもやめなさいと言っただろう！」

　アリシアがティーテーブルの上に載せていた本を見て、彼は金切り声を上げた。小説本のため一見しただけでは中身は分からないはずだが、ちょうど挿絵の毛むくじゃらで口元に牙きばを生やした怪物が、可か憐れんな少女に襲いかかろうとしている絵が開かれていたのだ。

　だがアリシアは、何度も読み返した本を抱えてうっとりとした声を出す。

「うふふ、この本に載っているお話には外れがありませんのよ！　何回読んでも楽しめてとってもお得。本当は真夜中に隙すき間ま風かぜに吹かれながら読むのが一番なのですけど、こうやってあえて明るいところで読むのもまた一興」

「アリシア、そんなことよりだ！　お前の再婚相手がとうとう決まったぞ！」

　いつもながらのアリシアの台詞を強引に遮り、彼女の後見人は一息に叫んだ。

「カシュヴァーン・ライセン！　なんとアズベルグ地方の領主だ！　若くて金持ち、おまけに相当なやり手でな！　良かったなアリシア、これでお前もやっと贅ぜい沢たくができるぞ!!」

　思わぬ台詞に、アリシアは眼め鏡がねの奥の瞳ひとみをぱちぱちさせていた。しかしヘイスダムはこの勢いで話を通す気らしく、芝居がかったしぐさで後方を振り返った。

「これでお前も贅沢ができる！　この家だって修復できるんだ！　良かったなアリシア、お前の両親も至いと高たかき国で喜んでくれるだろう！」

　ヘイスダムが振り返ったその先に、白と青とを基調とした巨大で優美な屋敷があった。

　名高き地方伯の名に相応しい壮麗な建物、翼を広げた大きな白い鳥にも喩たとえられる名門フェイトリン家の邸宅。

　屋根や柱に曲線を巧みに取り入れた凝った意匠は、遠目にはこの上なく美しい。

　が、少し近づいてみればたやすくその荒廃ぶりは知れてしまう。

　まばゆいばかりの白さを誇っていたはずの壁は薄汚れ、下部には生い茂った下草がへばりついている。屋根の飾り窓の一部は割れて、拙つたない補修の跡が逆にみじめさを演出していた。屋敷を取り囲む広大な庭もたくましい雑草たちに占領されて、両親亡き後アリシアが作った畑がむしろ立派なものに見えるぐらいだ。

　今やこの屋敷は名門フェイトリンの没落の象徴。なまじ元が美しいばかりに、手入れが行き届かないゆえの寒々しい佇たたずまいはいかにも何か出そうな雰囲気をかもし出していた。

「ええ……そうですわね。でも私、これはこれで」

「では後日また迎えを寄よ越こす！　それまでに畑仕事はやめて、悪趣味な本は全すべて始末してしまいなさい！　読むのなら詩集か恋愛小説ぐらいにしておくように！　いいな！」

　一方的にまくし立て、ヘイスダムはそれ以上聞き返す機会を与えないままばたばたと去っていってしまった。何が何だかよく分からないまま、アリシアは彼が叫んだ言葉を反はん芻すうしてみた。

「ええと……カシュ……ライセン様。アズベルグって北の方だったわよね……とりあえず地方伯ではないようだけど」

　地名はとにかく家名には全く聞き覚えがない。かつて両親が彼女を嫁がせようと画策していた名家の一つではないようだ。

　けれどそれよりはるかに重要な単語を二つ、ヘイスダムは口にした。

「お金持ち、贅沢……すてきな言葉だわ」

　即物的な台詞を、アリシアは夢見る乙女のごとくにうっとりとつぶやいた。







　シルディーン王国内の各地方に家名を刻む、地方伯という貴族たち。かつて彼らはその地方の領主であり、己と同じ名の土地からの徴税などにより栄華を極めていた。

　しかし八十年ほど前に下克上の気運が高まったことから、同じ地方伯の中でも明暗はくっきりと分かれてしまう。平等を叫ぶ平民たちの反乱を何とか押さえつけ、体面を保った家もある。中には動乱の時期を乗り切って、以前よりも支配力を増したような家も存在した。

　だがフェイトリンは、ものの見事に栄光の座から転げ落ちた方の地方伯だった。今や彼らの持っていた多くの権利はばらばらに分割され、かつては平等をうたった平民たちの中から生まれた新興貴族たちに譲渡されてしまっている。

　現在のフェイトリンに残されたのは、広いばかりで維持に金のかかる屋敷とお情けのように与えられる王家からの爵位に対しての御下賜金だけ。しかも王家そのものも下克上の影響で徴税の強制力が落ちているらしく、御下賜金の額は年々理由をつけては削られていった。

　けれどフェイトリンの人々は、アリシアの両親はそれをよしとしなかった。自分たちは地方伯である、名家に相応しい暮らしをせねばならぬと息巻いて、屋敷を手放せと再三言っていたヘイスダムの言葉に首を縦に振らずに来た。

「長生き、出来るわけがないわよね……」

　がたごと揺れる箱形の馬車の中、窓の外を流れる景色をぼんやりと見つめながらアリシアはひとりごとを言った。

　ヘイスダムより再婚が決まったと宣言されてからの日々は、花嫁本人を置き去りにしてあっという間に過ぎ去った。元々のほほんとした性格の彼女ではあるが、こちらが何もせぬ間に婚儀に関する全ての段取りが進んでいって気がついたら迎えの馬車に乗っていましたという感じだ。

　彼女の生涯二度目の夫となる男は、やり手の評判に相応しい人物のようだった。

　ただしライセン公爵が寄越した馬車は、二人も乗ればいっぱいになってしまうような狭苦しい作り。迎えに来たのも御者ひとりだけ。以前の婚儀の際は六頭立ての馬車に乗せられ、大勢の礼装の騎士に護衛されて嫁ぎ先に向かったことを考えると雲泥の差である。

　とはいえこの馬車を一目見て怪け訝げんそうな顔をしたのはヘイスダムのみで、アリシアはわずかな荷物と共にさっさと乗り込み、一年前と同じように「屋敷を頼みますね」と言い残して実家を出て来た。

「うふふ、すてき……霧の中から現れるのは、やっぱり血まみれの剣を片手の首なし騎士の亡霊かしら。吸血鬼も捨てがたいけど。いっそライセン様がどちらかならいいのに」

　流れる景色を眺めては、独特の期待に胸をふくらませる花嫁のひとりごとを初老の御者は聞いていたらしい。さすがは死神姫だ、とつぶやいた後、彼はこうつけくわえた。

「我らが暴君にはお似合いかもしれんがな」

　そんなこととは露知らず、結局捨てずに持ってきたお気に入りの本たちに出て来そうな風景を眺め、アリシアはひとりで楽しそうにしている。

　生まれ育ったフェイトリンとは違い、初めて訪れたアズベルグの地は土地の起伏が激しい。山と谷が乱立し、その狭はざ間まを今いるような黒い森がひっそりと埋めている。

　太陽は空の高い位置にある時刻だというのに、びっしり並んだ背の高い木々に邪魔されてあたりはかなり薄暗い。おそらく朝や夕には霧が立ち込め、一層幻想的な景色を作り出すことだろう。

　やたらと馬車が揺れるのも、馬車自体の設備の悪さにくわえ道が悪いからだ。土地の政治の中心たる領主の館やかたがこんな便の悪い森の奥にあるのも妙だが、容易に他者を寄せつけない立地条件にアリシアの期待はますます高まっていく。

「アリシア様、そろそろ到着いたします。恐れ入りますがご準備をなさって下さい」

　やがて聞こえて来た御者の声に、アリシアは眼を上げて前方を見やる。そして彼女はたちまちきらきらと瞳を輝かせ始めた。

　ここが黒い森の最奥なのだろう。少女の瞳に飛び込んできたのは後方に岩山、側面に生い茂る木々を従えた、陰いん鬱うつな灰色と黒とで構成された巨大な屋敷だった。

　本宅と思われる一番大きな建物の左右に、一回り小さな離れ家と儀礼用の聖堂と思おぼしき細長い建物がそれぞれ鎮座している。貴族の館としてはありふれた作りだが、ありふれていないのは、三つの建物の屋根の隅に翼を持った醜悪な怪物の姿が彫り込まれていることだ。

　ここがシルディーン王国内である以上、〈翼の祈り〉教をライセン公爵も拝していることは間違いないだろう。生前の善行に応じて死後翼を与えられ、それにより至高き国へと飛び立つことが出来るという教えを根底に持つこの宗教では、翼を持つ者全てが聖なる存在である。

　しかしライセンの屋敷の屋根にうずくまる醜悪な怪物は、到底聖なる者とは思えない。魔ま除よけのつもりの意匠なのかもしれないが、敬けい虔けんな〈翼の祈り〉信者が見れば神への冒ぼう瀆とくと取られてもおかしくない。

　だがアリシアは、それらのものを見てほうっと満足げに息を吐く。

「すてき。なんて罰当たり。荒廃具合はうちの方が上だけど、このお屋敷なら何が出てもおかしくないわね……」

　それ自体が罰当たりな言葉を聞いて、御者は軽く眼を見張った。……全くお似合いだ、と口の中でつぶやいた後、彼は馬車を車くるま停どめに寄せていった。







「まあ、近くで見るとますます恐怖小説の舞台に相応しいお屋敷だわ！」

　馬車から降りるやいなや感嘆の声を上げ、アリシアはきょろきょろしながら屋敷に向かう小道を歩き始めた。初春とはいえこの地の空気にはまだ刺すような冷たさがあるが、温暖な地に育ち厳しい冬の寒さを知らない身にはそれもまた新鮮だ。

　雑草生い茂る生家とは対照的に、ほとんど緑のない素っ気ない庭を物珍しげに眺めながら少女はどんどん進んでいく。その背後では中年の門番たちが、こそこそとこんなささやきを交わしていた。

「おい、あれが本当に死神姫か？」

「婚約者を斬きり殺したんだろう。あの腕で出来るのか、そんなこと」

「いいや、俺は婚約者を呪のろい殺したって聞いたぜ」

　最初の結婚より一年。その間に実に様々な形で流布した「死神姫」の噂うわさは、彼らの耳にもちゃんと届いていたようだ。しかしアリシアは背中で交わされる口さがない噂話に耳を貸すことなく、御者が開いた屋敷の扉を瞳を輝かせてくぐった。

　開かれた扉の先は、物の影の映らぬ黒い床の上に深紅の絨じゆう毯たんが敷かれた大広間になっていた。左右には使用人たちがずらりと立ち並び、正面奥には幅広の階段が見える。外装はいざ知らず、構造的には典型的な貴族の館と言っていいだろう。

　と、使用人たちの中から一歩ずいっと進み出た人影があった。執事、もしくはメイド長あたりがまずは主人に代わり出迎えるというのならおかしくはないが、進み出たその影はメイドで、しかもかなり若い。

　年の頃は二十歳に届くか届かないほどか。お仕着せのメイド服が窮屈そうな、豊満な肉体をした美しい娘、ノーラだった。

「あらロセ、お帰りなさい。つらいお役目ご苦労様でしたわね」

　祖父と呼んでも差し支えなさそうな御者に、彼女は高慢に言い放った。肩にかかるゆるやかな赤毛を片手で背に打ち払うそのしぐさは、派手な美び貌ぼうに似合ってはいるがメイドのものとしては少々挑発的過ぎる。

　実際他のメイドや使用人たちは、彼女のしぐさに眉まゆをひそめたりもしている。だが出しゃばりと止める者はなぜかいない。

「それで、噂の死神姫様はどちらに……あ、ら？」

　好戦的に切り出した早々、とことこと歩いてきたアリシアと赤毛のメイドの眼が合った。まさかの思いをもろに出して固まった彼女に、アリシアはにっこり笑って言った。

「初めまして、私はアリシア・フェイトリン。本日こちらに嫁いで来ましたのでよろしくね」

　ノーラが美しい瞳を見開くが、アリシアにはそんな変化など読めはしない。他の使用人たちもざわざわし始めたとき、正面にある階段の上からよく響く男の声が降ってきた。

「遠路はるばるよくぞいらした、フェイトリンのお嬢様！　俺がカシュヴァーン・ライセン、あなたの夫になる男だ！」

　響きの良い声の持ち主は、長身の黒ずくめの男だった。襟高の軍服めいた衣装も長靴も、短い髪から切れ長の瞳まで全てが黒い。唯一違うのはマントの裏地が濃紺であることぐらいで、そのマントをさばきながら彼は悠々とこちらへ歩いてくる。

　年齢は三十を幾つか過ぎたほどか。三十三歳ぐらいね、とアリシアは思った。武骨な印象が強いが、鋭い瞳に力のあるなかなかの色男。

　彼がカシュヴァーン・ライセン。自分の二度目の夫となるアズベルグの領主。














「首はあるみたいね……」

　ちょっと残念そうな言葉を聞いたあたりで、ノーラははっと我に返った。彼女は小走りに走り出し、階段を降りてきたカシュヴァーンにいきなり抱きついた。

「カシュヴァーン様ぁ！」

　少し驚いたような顔をしたカシュヴァーンだが、逆らいもせず彼女が豊かな胸を押しつけてくるに任せていた。そうして彼は尊大なしぐさでゆっくりとあたりを見回すと、にこにこしているアリシアの姿を見つけ、無言になった。

　動揺が表に出たせいか、その顔立ちは少し若く感じられた。

「……あなたが、アリシア・フェイトリン？」

「はい」

「フェイトリンの令嬢？」

「はい」

「最初の夫、ブライアン・バスツールを殺した死神姫？」

「いえ、それは違いますけど」

　即座にアリシアが否定する。するとカシュヴァーンは白けたような表情になった。

「なんだ、やっぱり偽物か」

　非難するような視線を御者へと移しかけた彼だったが、アリシアは続けてこう説明した。

「世間では私がバスツール様を斬り殺したとか、呪い殺したとか、暗殺者を差し向けて殺したとか、とにかく殺したとか言われているのは聞いております。でも私、本当に何もしておりませんのよ。風のように素早い何かがあの方に駆け寄って、走り去って……気づいたら、バスツール様が床に倒れておりましたの」

　最も身近でブライアンの死を目撃した者として、バスツールの人々にも散々繰り返させられた話だ。彼女の説明にはよどみがない。

「あれが暗殺者だったのは間違いないと思います。とても鮮やかな手並みでしたわ。血はほとんど流れておりませんでしたけど、バスツール様は即死だったと思います。悲鳴すら上げられなかったですもの」

　最初の婚儀の時のことを、恐怖に震えることもなくアリシアは詳細に語った。

「殺した」という単語を躊ちゆう躇ちよもなく連呼する、ある意味死神姫の呼称には相応しい少女の言葉が終わるとカシュヴァーンは低い声で感想を述べた。

「──なるほどな。俺が聞いた話と比べるとずいぶん簡素なものだが、どうやらあなたの言葉は正しいようだ」

　それはブライアンの死にざまは元より、アリシア本人に対する噂をも総括しての台詞のようだった。醜聞を恐れたバスツールの人々が極端に情報を規制した結果、人々の想像力を餌えさにしてふくらみにふくらんだ死神姫の噂を彼も信じていたらしい。

　そのことに多少自尊心を刺激された様子だったが、次の瞬間カシュヴァーンはさばさばとした口く調ちようになってこう言った。

「だが元々俺は、あなたが名門フェイトリンの令嬢でさえあれば死神姫だろうが水みな底そこの国の王女だろうがどうでも構わん。では改めて自己紹介しよう、俺が強公爵カシュヴァーン・ライセン。この辺境アズベルグの領主にして、あなたの二度目の夫になる男だ」

　水底の国、とは生前の善行が足りず至高き国へ行けなかった者が行き着く恐ろしい場所のことだ。あまり聞き覚えのない爵位つきで自己紹介を終えたカシュヴァーンは、さり気なくノーラを押し戻してこう続けた。

「さて、我が妻になる方よ。俺は持って回った言い方は好きじゃない。来たばかりで悪いが、単刀直入に話をさせてもらおうか」

　腕組みをした彼の、黒い瞳の奥には何やら意地の悪い光がある。きょとんとしている彼女を見下ろし、カシュヴァーンはおよそ花婿には相応しくない表情のまま語り始めた。

「はっきり言おう。俺はあなたの家と違い一代で成り上がった貴族だ。だから金と地位は持っているが、歴史と名誉は皆無と言っていい。そこで噂の死神姫に目をつけたわけだ」

　表情も、そして語る言葉も花婿にも貴族にも相応しいものではなくなりつつある。怪しい館の主人である黒ずくめの男は、ある意味似合いの台詞を滑らかにしゃべり続けていく。

「名家の最後の宝として散々もったいぶって嫁いだ挙げ句、最初の夫を殺して出戻った死神姫様。本当にあなたが殺したのではないらしいが、それならなおさら都合がいい。肥大した噂に怯おびえ、競争相手はいなくなった。おかげでこの俺のような、ど田舎の成り上がり領主にも言い値で買い叩たたける存在になったんだからな」

　そこまで言ってカシュヴァーンは、アリシアの反応を見るようにいったん言葉を切った。きょとんとしたままアリシアは、彼の言葉を単純に復唱する。

「言い値で、買い叩ける？」

「ああそうさ。ふうん、あのひげだけ豊かな後見人殿は、ちゃんと俺の言いつけを守ってくれたらしいな。見事に何もご存じないようだ」

　ヘイスダムのことを口にしたカシュヴァーンの眼が、一層意地悪く光った。一応この事態を招いた協力者であるはずのヘイスダムに対して、彼は少なくとも尊敬の念は抱いていないようだ。

「一度目の結婚の時も売り飛ばしたに近い状態だったようだが、思わぬ事態であなたを突き返され叔父上殿は相当焦っていたようだな。だが売り惜しんだところで他に買い手があるわけでなし、結局言い値で引き取ることを承諾してくれた。今頃こっそり浮かれているだろうよ」

　小馬鹿にしたように口元を歪ゆがめ、彼は締めの言葉を口にした。

「ありていに言えば、あなたは俺に金で買われた。とはいえそう無体なことをするつもりはないので安心してくれ。あなたはただ、ここにいてくれさえすればいい。無名に等しい我がライセンの家に、地方伯フェイトリンの気高き血を与えてくれるだけで構わない」

　傲ごう慢まんな口調で語り終え、カシュヴァーンはぽかんとしているアリシアを見下ろして冷たく笑う。

「そうあ然とした顔をしないでくれ、あなただって分かっているだろう？　売るものと言えば地位と名誉しかない没落貴族の、おまけに夫殺しの噂のある出戻り未亡人がまともな結婚が出来るわけがないと。幸いにして、俺は俺の支配下にある相手には優しい男だ。ぴいぴい泣き喚わめいたりせずに、この現実を受け入れてくれ」

　ぱっちりと眼を見開いて、アリシアはカシュヴァーンの並べた言葉をしばし頭の中で繰り返していた。

　──フェイトリンの名前が欲しかったのだと彼は言う。

　ヘイスダムと取引をし、おそらくは結構な金額を支払った上でカシュヴァーンはアリシアを買い取った。

　地方伯の名誉を自家のものとする、ただそれだけのために。フェイトリンという名前を持参金として持ったアリシアと結婚する気なのだ。

「──良かった！」

　心底安心した表情になり、アリシアはほうっと大きな息を吐き出して言った。思わず黙ったカシュヴァーンに代わり、今度はアリシアのはしゃいだ声が静かな広間の中に響き渡る。

「まあおじさまってば、私には商売をするなっておっしゃったくせに！　うふふ、でも、しみったれた商売をするなと言うのも無理もないわね。だってこんな大口の取引をまとめる才をお持ちなんだもの！」

　喜びに頰ほおを薔ば薇ら色に染め、アリシアはきゃっきゃと声を上げた。

「ライセン様、いいえ旦だん那な様、お買い上げありがとうございます！　良かったわ、フェイトリンの名前をまだ買って下さる方がいらっしゃったなんて！　これで屋敷を手放さずに済むわ！　お父様とお母様も安心されます！」

　カシュヴァーンのみならず、ノーラもロセもその他全てのこの場に集う人々はあまりのことに固まってしまっている。凍りついた場の空気を完全に無視し、アリシアはきらきらと輝く瞳でカシュヴァーンを見た。

「あなたが成り上がりでお金と地位しかない方で良かったわ。だっておっしゃる通り、うちにはもう名誉と歴史しかありませんもの。私、ライセン様がなんで私と結婚して下さるのか全く分かっておりませんでしたけど、今の説明で全て分かりました！」

　はっきりとしたカシュヴァーンの言葉を、アリシアははっきりと復唱してみせた。カシュヴァーンはさすがに口の端を引きつらせたが、ぺこりと頭を下げたアリシアにはそのさまは見えなかったようだ。

「傷物で申し訳ありませんけど、どうぞ末永くよろしくお願いしますわ！　誓ってライセン様を殺したりしませんのでご安心下さいませ。あなたほど私にぴったりの旦那様、もう二度と見つからないと思いますもの」

　顔いっぱいの笑顔で笑う彼女は、あいかわらず特に美人というわけではない。着古したドレスの裾すそが長旅で更によれよれになっていることもあり、およそ名高き地方伯の令嬢という風情ではない。

　しかし裏表のない喜びにあふれた姿には、見る者の心を捕らえる何かが確かにあった。

　怖い話と金。

　両親にもヘイスダムにも散々やめろと言われてきたこの二つの趣味が話題に上るたび、アリシアの笑顔はいつもまぶしい光を放つ。

　魅入られるように花嫁に視線を注いでいたカシュヴァーンは、自分でもようやくそのことに気づいたのだろう。はっとしたように軽く首を振り、表情を取り繕ったが、彼の瞳からは先ほどまでの意地悪い光はだいぶなくなっていた。

「……これは失礼した、死神姫。あなたは俺が思っていたよりも、はるかに物の分かる、現金……いや、つまりは現実的な女性のようだ」

　そう言うと彼は、少し考えるような顔つきになってからこう言った。

「では早速婚儀を始めるとしよう。こちらへ」

　言うなりカシュヴァーンは軽く手を差し出し、アリシアを招き寄せようとした。

「カシュヴァーン様、お待ちになって。一応花嫁衣装の用意をしてありますわ」

　すっかりおとなしくなっていたノーラが慌てて口をはさんだ。しかしカシュヴァーンはあっさり首を振る。

「着替えはいい。場所もここで構わん」

「ここでですか!?」

　もっと驚いた声を上げたノーラに続き、他の使用人たちもまたざわざわし始めた。

「旦那様、あの、聖堂に一応のご準備が……」

　ノーラ以外の者たちも何も聞かされていなかったのだろう。おずおずと口出しをした年かさのメイドに、その主あるじは冷たい含み笑いをしてもう一度首を振った。

「知っているだろう、俺は面倒な儀式は嫌いなんだ。第一この家でわざわざ聖堂を使い、約束された翼に誓いを立てたところで何になる」

「約束された翼」とは、〈翼の祈り〉教で婚儀の際に使われる聖句の一つだ。自分を至高き国へと運んでくれる死後の翼にかけて永遠の愛情と貞節を誓う、というものだが、語るカシュヴァーンの瞳は冷ややかだった。

「幸いにして我が花嫁は、大層物の分かった方のようだからな。ならさっさと済ませてしまった方がいいだろう？」

「ええ、そうですわね」

　アリシアとしてもまた重たいドレスを引きずって長々と歩かされるのはできれば避けたい。カシュヴァーンもそうかそうかと適当に笑い、近寄ってきた彼女を自分の真横に立たせた。

「では、この場にて誓う。この俺カシュヴァーン・ライセン強公爵は、アリシア・フェイトリンを妻として迎える。以上」

　時間にすればまばたきを五回ほどするに足るものだったろうか。軽く手を挙げすらすらと述べた、それがカシュヴァーンにとっての婚儀の全容であるらしい。

「さあ、あなたも」

　うながされ、見よう見まねでアリシアは手を挙げて同じように誓った。

「アリシア・フェイトリンはええと、強……強公爵カシュヴァーン・ライセンを夫とすることを誓います」

　考えてみれば、この〈強〉公爵という名称も彼が使用しているもので初めて知った。色々な爵位があるものなのね、と思っているアリシアのたどたどしい誓いにもカシュヴァーンは特に文句はないようだ。

「あなたの後見人殿の署名は頂いているからな。さて、これで婚儀は終了だが……ああ、一応やっておくか」

　さすがに呆あつ気けに取られている使用人たちの注目の中、続いて彼はアリシアのあごをくいと持ち上げる。同じく呆気に取られている、というより単にきょとんとしていて眼を閉じようともしない彼女に構わず、カシュヴァーンはそのまま身を屈かがめて来ようとした。







　その時だった。にわかに外が騒がしくなった、と思ったら、屋敷の扉がいきなり激しい音を立てて開いた。

「ティルぼっちゃん、いけません、うわああああ！」

「ライセン公爵とやらはこちらか！」

　制止の声を上げながら走って来たせいか、扉が開く勢いに巻き込まれてその場にひっくり返ったのは長い黒髪の男。もうひとり、彼がぼっちゃんと呼んだ茶の髪の若者はそのまま広間内に走り込んで来て、反射的に構えの姿勢を取っているカシュヴァーンをにらみつけて叫ぶ。

「何とか間に合ったようだな……フェイトリンの令嬢から離れろ！」

　叫んでいる若者の背後からは、帯剣した男たちがぞろぞろと現れた。彼らの身を包む揃そろいの白銀の鎧よろいには、胸元と肩当ての部分に簡略化された翼の紋章があることにアリシアは気づいた。

「何だ貴様らは」

　どよめく使用人たちを片手で制し、カシュヴァーンはずいと一歩前に進み出た。長身の彼ににらみ下ろされ、勢い良く飛び込んできた若者は少し怯ひるんだ表情になった。

　年の頃はシルディーンでは一人前として扱われるようになる十八歳かそこらぐらいだろう。何か大きな病気でもしたことがあるのかあまり顔色は良くなく、体格に恵まれているとも言えない。

　顔立ちもやや女顔で、しっかり着込んだ襟高の服が逆に痛々しく見える。それでも自分より一回り大きな男を懸命ににらみ上げ、彼は叫んだ。

「ぼ、僕は、ティルナード・レイデン伯爵だッ。ライセン公爵、あなた……いやっ、貴様のひどい噂は我が領地にも届いているッ」

「レイデン？　ああ」

　聞き覚えのある名らしい。カシュヴァーンは何かを思い出そうとするように、しげしげとティルナードの青い瞳を覗のぞき込んだ。

「ほう、いつの間にか代替わりされたか。俺もそちらのことは少しは聞いている。色々とお気の毒なことがあったようだが」

「黙れ！　見せかけの同情など僕には通じないぞ！」

　カシュヴァーンの言葉はティルナードの逆げき鱗りんに触れたらしかった。かっとなって叫ぶその背に、さっきひっくり返った長髪の男が必死の形相でしがみついてくる。

「ぼっちゃん、いけません、初対面の方にそのような口のきき方をしては！　しかもその方は悪名高いアズベルグの暴君、あわわわわ！」

　ティルナードを止めようとして出て来たはずが、余計に失礼な口をきいた男をカシュヴァーンはじろりとにらんだ。怯えた彼はティルナードの後ろに隠れようとしているが、中途半端な長身のせいでそれもままならない。

「お前は誰だ。見たところ〈翼の祈り〉の聖職者のようだが？」

　カシュヴァーンの言う通り、裾の長い白い法ほう衣えにくわえ、首から下げている一対の広げられた翼の紋章。シルディーン及び周辺国家の国教である〈翼の祈り〉の聖職者、それもかなり位の高い者に違いない。

　それは翼の紋章のすぐ下に、三階かい梯てい以上の司教の証あかしである聖女アーシェルの横顔が刻まれているからだ。ただし立派な肩書きとは裏腹に、彼は極めて気の弱い性格のようだが。

「はわわ、私、あの、ユーランと申します。ティル、ティル、ティルティルティルティルティルぼっちゃんの後見人、ぼう、りょく、反対っ」

　聖職者になる際は家名を捨てるのが習わしである。名前だけを名乗ったユーランは、がたがたと震えながらそう言った。

「後見人……？　ああ、なるほどな」

　合が点てんがいったらしく、カシュヴァーンはまたしげしげとティルナードを見つめる。

「屋敷は焼かれ、レイデン伯爵家の方々はほぼ皆殺しにされたと聞いていたが……そうか、生き残りが……」

「うるさい黙れ！　その話はやめろ！」

　むごい光景を思い出したのだろう。顔を歪めたティルナードは悲壮な声で叫ぶが、返すカシュヴァーンの瞳と口調は冷たい。

「これは失礼。だが、礼儀知らずには礼儀知らずで返すのが俺の流儀でしてね。あなた方がどなたかはこれで分かったとして、訪問の約束もなしに押しかけて来た理由を教えて下さいますか？」

　相手が伯爵家の当主と知って、彼の言葉遣いだけは一応ていねいになったが、鋭い眼光は元のままだ。レイデンの主従は共にびくびくっと身を震わせたが、ティルナードは彼から視線を逃がす意味もありその背後のアリシアの方を見た。

「……あれ？」

　いまさらのように間の抜けた声を上げ、ティルナードは固まっていた。優雅さからも高貴さからもほど遠い、着古したドレスがやけに似合った少女を見て彼は、

「……あの……アリシア・フェイトリン様？　死神姫と呼ばれ、ライセンの家に買い取られた……？」

「ええ、私がそうですけど」

　何だか非常な衝撃を受けたような表情でティルナードは突っ立っている。その胸中を読んだらしく、カシュヴァーンは低く喉のどを鳴らした。

「おや、噂の死神姫がこの方ではご不満かな。素直なのは結構ですが、そのように露骨に顔に出されるのは控えられた方がいいですよ」

　気持ちは分かるが無礼だと揶や揄ゆされて、一時は完全にカシュヴァーンに押し負けていたティルナードの表情に逆に気迫がこもる。最初の勢いを取り戻した彼は、きっとカシュヴァーンをにらんで叫んだ。

「聞いているぞ、己の名に箔はくをつけるため地方伯の令嬢を買い取ったと！　不当な噂に貶おとしめられ、困窮している方の弱みにつけ込んで卑ひ怯きような真似を！」

　力のこもった熱弁を振るい、ティルナードは再度アリシアへと眼を向ける。

「だがそのような無体がいつまでも通るものか！　さあアリシア様、こちらへ！　あなたは何も心配しなくていい、金の話なら僕が……！」

「おやおや、レイデン伯爵はこの方を助けるつもりでいらしたのか。まるで乙女の好む物語に出て来る、安っぽい正義感に駆られた王子様のようですな」

　一段声を低くして、カシュヴァーンはアリシアとティルナードの間に割って入った。ぎくりと身を固くするティルナード、及びその背にしがみついて震えているユーランを見下ろし、彼はふんと鼻先で笑う。

　笑って、そのついでのようにカシュヴァーンはアリシアを引き寄せた。

「きゃっ」

　腰に手が回った、と思った瞬間つま先が浮く。続いて唇に柔らかいものが押しつけられたことを知り、アリシアは眼をぱちぱちさせた。

「き、貴様……！」

　花嫁を腕に抱いたまま、カシュヴァーンは絶句するティルナードに向かってにやりと笑った。

「ですが現実は物語のように甘くはない。すでに婚儀は終了し、哀れな姫はもう俺のものだ」

「何!?」

　ティルナードがひっくり返った声を上げた。

「噓うそをつくな！　アリシア様がこちらに着いたのはつい先程のはずだ！」

「ええ。ですから早速婚儀を挙げて終了したのです。今ここでね」

「ここでですか!?」

　すっとんきょうな声を上げたのはユーランである。

「し、しかし聖職者も見当たりませんが……？　こちらには聖堂もあるようですのに……」

　職業に相応しい追及を聞いて、カシュヴァーンは皮肉っぽく笑った。

「ライセンの婚儀のやり方は主であるこの俺が決める。俺がここで婚儀を行い、完了したと言っているのだから婚儀は完了したのです。なあ？」

　使用人たちをぐるりと見回し、彼は平然と同意を求めた。

　最初こそ驚いていた使用人たちだったが、主のこの調子にはもう慣れているのだろう。こくりこくりとうなずきを返してくるのを心地よさげに見やり、カシュヴァーンはまた絶句しているレイデン主従を見てこう言った。

「もっともアリシアは我が家へ到着するずっと前からすでに俺の妻でした。婚姻のための手続きはすでに、彼女を後見人殿から買い取った時に全て終わらせてあったのでね」

　聖職者も立てずに行った先の宣言でさえ、カシュヴァーンにとってはわざわざ払った手間だったのだろう。中断されていた婚儀を口づけで締めくくった彼は、腕の中の少女にこう語りかけた。

「なあアリシア。俺はあなたを金で買い、妻とした。そしてこの契約を反ほ故ごにすれば、国一つ分にも匹敵する莫ばく大だいな違約金を支払ってもらうことになっている。無論いくらレイデン伯爵ががんばろうと支払えないほどのな。それでもいいのか？」

「まあ！　困りますわそんなの！」

　以前バスツールとの婚儀が台無しになった後も、怒り狂った彼の親族から見舞金と称して散々ふんだくられたはずだ。あの時に新たに抱える羽目になった借金を帳消しにするためにも二度目の結婚をしたのに、また借金が増えたのではたまらない。

　なにせ一時は危うく屋敷を手放す寸前にまで話が進んでいたはずである。長きに渡る支配への復ふく讐しゆう感情が働いてか、それこそカシュヴァーンのごとくに家名に箔をつけたいのか、没落した高位の貴族所有の屋敷を欲しがる新興貴族は多いのだ。

　金ばかりかかるぼろ屋敷を高値で買ってくれるのだとヘイスダムはむしろ乗り気だったのだが、アリシアは珍しくがんばって食い下がり何とかことなきを得た。今は亡き両親が己の命を削ってまで守り通そうとしていた、名家の証を守るために。

「だ、そうだ。まことにお気の毒だが伯爵、そういう訳なのでそろそろお帰り願おうか。あなたの部下たちも一通りおとなしくなられたようであるし」

　視線に促されてはっと振り返ったティルナードの眼に、カシュヴァーンの部下たちに取り押さえられた自分の部下たちが映る。唐突な来襲により一度は強制侵入に成功したものの、ライセンの家の警備兵はなかなかに優秀なようだった。

「しかし聖職者の後見人に加え、聖なる紋を刻んだ騎士たちまでお連れとはね。神の手も救う相手を選ぶか……とはいえ、あまりお役に立っている様子もありませんが」

　一瞬苦々しく瞳を細めたカシュヴァーンは、すぐに元の調子に戻ってそう皮肉った。彼の言葉通り、どうやら〈翼の祈り〉より派遣された兵士たちはとにかくとしてユーランはいまだティルナードの後ろで縮こまっている始末。

「く、くそ……」

　悔しげにつぶやいたティルナードの目が、何かを探すように黒と赤ばかりで構成された広間の中をさまよった。その視線に気づいたカシュヴァーンは含み笑いをして続けた。

「しかしレイデン伯爵はずいぶん驚いた顔をしていらっしゃる。いや驚いたというより、こんなはずではなかったという感じか。俺が聖堂にてまともに婚儀を執り行わなかったこと、それほどまでにあなたにとって期待外れのことなのですか？」

　揶揄をひそめた問いかけに、ティルナードはぐっと言葉を詰まらせた。動揺をまともに出してしまった彼の後ろで、ユーランはひたすらおろおろしている。

「……今に見ていろ！」

　劣勢を自覚せざるを得なかったらしい。踵きびすを返しながらも、ティルナードはこう叫ぶのを忘れなかった。

「ブライアン・バスツールのことを忘れるな。神を軽んじ、地方伯の名誉をもてあそんだ者には必ず天罰が下るんだ！　いいや、たとえ神が許そうとも、僕は絶対に貴様の悪行を見過ごしはしないからな！」

　やせた肩を精一杯怒らせ、ティルナードは屋敷の外へと出て行ってしまう。彼とカシュヴァーンを交互に見ながらユーランも慌ててその背を追っていった。

　ティルナードの部下たちについても、カシュヴァーンはあごをしゃくって警備兵たちに解放を命じた。嵐あらしのようにやって来たレイデン主従の一群は、また嵐のように去っていってしまった。

「やれやれ、勇気があるのかないのかよく分からん王子様だったな」

　呆あきれたようにひとりごちた彼の眼が、なぜかちらりと背後を振り向いた。アリシアもつられてそちらを見てしまったが、使用人はおろかそこには誰もいない。

「さて、少々予定と違うところはあったがこれであなたは正式に俺の妻だ。さすがにライセン様じゃ水臭いからな、これからはカシュヴァーンと呼んでくれ」

「ええ、カシュヴァーン様」

　そういえば私初めて口づけをしたのね、といまさらのようなことを考えながら、アリシアはそう言って微ほほ笑えんだ。カシュヴァーンもにっこり笑い、黙って事態のなりゆきを見守っていたメイドを呼ぶ。

「長旅を終えたばかりのところをばたばたして済まなかったな。ではノーラ、奥方を部屋へお連れしてくれ。俺はすぐに見回りに出かけてくる。一応夜には戻るつもりだ」

　言うが早いか彼はマントの裾をひるがえし、姿勢良く歩き始めてしまった。代わって側へとやって来たノーラが、アリシアの荷物を抱えて優雅に微笑んだ。

「ほほ、そのあたりの農民でもしないような実に簡素なお式でようございましたわね」

「そうね、これぐらいが簡単でいいわ。お客様をお呼びしたりするとお金もたくさんかかるしね」

　けろりとした顔でそう答えたアリシアにノーラは口の端を引きつらせるが、アリシアの興味はあっという間に終わった式よりも、数々の曰いわくありげな言葉を残して消えたティルナードへと向かう。

「だけどレイデン伯爵様は、一体どうされたのかしらね。確か十年ぐらい前に、領地内で大規模な反乱が起こったとお聞きしていたけど……皆殺しとか焼き討ちとか、気になるわ」

　カシュヴァーンと違い、アリシアはレイデン伯爵家のことはあまり知らない。なにせ結婚相手のライセン公爵家のことだってよく知らないぐらいなのだから無理もないが、ノーラに彼女の好奇心を満たす気はない。

「さあ？　それより奥様、こちらへどうぞ。お部屋へご案内致しますから」

　つんとあごを反らし、ノーラが歩き出す。少々後ろ髪引かれる思いをしながらも、アリシアもメイドの背を追い二階に向かって歩き始めた。







　いったんはアリシアの胸は、レイデン伯爵とその家の事情でいっぱいになっていた。しかしいざライセン家の中を進み始めると、彼女はあっという間にこの素晴らしい館の虜とりこになってしまった。

　壁は一面無機質な石造り、もしくは黒一色。床も黒く、窓は全てはめ殺しで、一つ一つの窓はかなり小さい。その窓の向こうは鬱うつ蒼そうと生い茂った黒い森に半ば閉ざされているため、昼中だというのに内部は非常に薄暗い。

　よく見ればあちこち増改築を繰り返しているらしく、途中から壁の色が変わったり継ぎ目が浮き出ているところなどが数多く見受けられる。そのくせ使われていない部屋が多いようで、使用人たちの姿もほとんど見受けられない。

　生きて歩いている人間よりも数多く見えるのは、柱の上や天井の隅にひっそりとうずくまった翼持つ奇怪な怪物たち。それらのものを見ながら歩を進めていくだけで、アリシアの胸の鼓動は否いや応おうなしに高まっていく。

　外装同様、内装の怪しさも完かん璧ぺきと言っていいだろう。おまけにこういった屋敷の造りに、アリシアは覚えがあった。

「そうよ、ハルバーストの薔薇屋敷に似ているんだわ」

　土地の伝奇を集めた本の中にあった、ある話の中に登場する館にライセンの屋敷の構造はひどくよく似ていたのだ。

　──これで裏手に薔薇園があれば嬉しいんだけど、と思いながら進んでいくうちに、ノーラは一つの部屋の前で立ち止まった。

「こちらが奥様のお部屋になります。さ、どうぞ」

　黒塗りの扉を開き、立ち止まったノーラに導かれるままアリシアは内部を覗き込む。すぐに彼女はまあ、と声を上げた。

「まあすてき！　なんて胡う散さん臭くさいお部屋!!」

　興奮気味の言葉を残し、少女は部屋の中に駆け込んでいく。ぎょっと眼を見張ったノーラが内部を覗き込むと、アリシアはまあまあと言い続けながら忙しなく室内を歩き回っていた。

「すごいわ！　広いのに暗いわね！　家具が全部黒と赤なんてすてき！　怪物の像が、一つ、二つ……あら四つもあるの！　まあ寝台の上にもいるわ！」

　通路同様薄暗い部屋の中は、アリシアの言う通り漆黒と深紅で構成されていた。床も天井も壁も真っ黒で、その他の家具もほとんど黒。緞どん帳ちようと寝具だけ陰気な深紅である。

　高い天井の上部は暗くてよく見えないが、ぼんやりと例の翼ある怪物の像の輪郭だけが四隅に見えた。どう考えても新婚の花嫁のための部屋ではないが、アリシアは掛け値なしの喜びにきゃっきゃとはしゃいでいた。

「カシュヴァーン様がこのお部屋を私に下さったのよね！　後でお礼を言わなきゃ！」

「奥様……」

「高いお金を払って下さって、ここにいるだけでいいって言って下さって、おまけに私の趣味にぴったりのお屋敷に住んでらっしゃって！」

「……あの、奥様……」

「なんて理想の旦那様なの！　私、死神姫と呼ばれていて良かったわ!!」

「おくさまッ！」

　いらいらしたノーラの大声に、アリシアはびっくりして振り返った。彼女の荷物を持って部屋の中に入って来たノーラは、さっさとそれを寝台の上へと運んでしまう。

「ああ、そうね。ごめんなさい。不謹慎よね、いくらなんでも。バスツール様に申し訳ないことを言ってしまったわ」

　反省するアリシアだが、ノーラが欲しかった反応とはずれていたらしい。少ない荷物を出し終わった鞄かばんを乱暴に閉じたノーラは、瞳をちらと寝台の頭の方へと走らせた。

「こちらは必要なかったようですから、片づけておきます」

　言われてアリシアが同じ方向を見れば、そこには純白の花嫁衣装が立てかけてあった。アリシアが今着ているドレスに引けを取らないほどに装飾過多でごてごてしているが、元々儀礼用の服だからだろう。それほど時代遅れという感じはしない。

「あら、一応用意もあったのね」

　結局着ずに済ませてしまったドレスに気づいてそう言うと、ノーラは大おお仰ぎようにため息を吐つく。

「使いませんでしたけどね。まあカシュヴァーン様の気まぐれなんかいつものことですけど、せっかくお直しもしましたのに」

「あら、ノーラが直したの？」

「ええ」

　ノーラが誇らしげな声を、続いて意地の悪い含みのある声を出した。

「もっとも奥様がこういう方だと思いませんでしたので、どのみち補整をしないといけなかったでしょうけど」

　ノーラと比べずとも貧弱な胸のあたりをじろじろ見ての発言に、アリシアはそうね、と脳天気に笑う。

「あら、そうねえ。確かに私色々言われているみたいね。眼が三つあるとか、角が生えているとか」

　死神姫の噂なら、アリシア本人の耳にも幾つか入っている。語るうちになにか楽しくなってきて、彼女は妙に弾んだ声でこう言った。

「中には私の身の丈が山より高くて、それでバスツール様を踏みつぶしたなんて話もあるのよ。でも私が山より大きかったら、着る物一枚用意するだけでものすごくお金が」

「奥様！」

　またも大声を出したノーラに、アリシアは話を中断する。気を落ち着かせるためにため息を吐いたノーラは、豪華な花嫁衣装に手をかけそれは美しい笑みを浮かべながら、

「あなたがいらっしゃらなければ、カシュヴァーン様のためにこれを着るのは私でしたの。もしかするとあの方は、それを見越して今回奥様にこの衣装をお着せにならなかったのかもしれませんわねえ」

　さすがに少し驚いて、アリシアは不思議そうな顔をする。ようやく望み通りの反応を引き出せたノーラは、更ににこにこと優雅に笑いながら改まった声を出した。














「申し遅れましたわ。私はメイド兼カシュヴァーン様の愛人ですの。ここ何年も旦那様には、とっっっても可か愛わいがって頂いておりますわ」

　強く強くその部分を強調したノーラは、ぽかんとしているアリシアに「勝った」という顔をしてから最後にこう結んだ。

「ですから奥様、カシュヴァーン様もおっしゃりましたけどあなたはここにただいて下さればよろしいのです。とはいえそのうち逃げ出したくなるかもしれませんけどね……では、失礼」

　何やら不穏な言葉を残し、花嫁衣装を手にしたノーラが出て行く。ぽかんとしたまま彼女を見送ったアリシアは、ノーラの言葉を口の中で反芻した。

「ノーラがカシュヴァーン様の愛人……」

　眼鏡の奥の青い瞳が、次の瞬間きらきらと輝き始める。

「すごいわ、やっぱりカシュヴァーン様ってお金持ち！　おまけに愛人の絡んだ凄せい惨さんなお話って多いのよね！」

　非常に嬉しそうな独白は、幸い誰の耳にも届くことはなかった。







　花嫁衣装を手に一度外に出たノーラは、あとで戻ってきて一通りライセンの屋敷の中を案内してくれた。

　と言っても「ここから先は召使いたちの部屋です」「あちらがカシュヴァーン様のお部屋です」と、歩きながら通り一遍のことを言われただけに過ぎない。メイドに連れられおとなしく歩く奥方の姿を、その他の使用人たちは遠巻きにしているばかりで挨あい拶さつどころか近寄っても来なかった。

　そんなことは特に気にせず、改めてこの屋敷中に自分が思うところの趣味の良さが浸透していることを確かめたアリシアは大満足。薄暗くてどこもかしこも黒くて赤くて、おまけに作りも複雑だ。侵入者を警戒してのものなのかもしれないが、慣れているはずのノーラでさえ時々曲がり角を間違えてしまうところなど痺しびれてしまう。

　婚儀終了後即座に姿を消した夫のこともころりと忘れ、彼女は「あれは何」「これはどうして」を連発し、素っ気ないノーラの返答を聞いてははしゃいでいた。

　中でも一際アリシアの好奇心を刺激したのは、屋敷の裏手に本当にあった廃園だ。

　冷たい灰色の石を組んで作られたそれは、蔓つる薔ば薇らの残ざん骸がいを壁面にへばりつかせた四角い建物である。大好きなあの伝奇小説と同じく上部は硝子張りになっているが、壁面には風を通す小さな窓が高い位置にあるだけで全く内部が覗けない。

　興奮したアリシアは入口である黒い扉にまっすぐ向かって行こうとしたが、血相を変えたノーラに寸前で引き留められてしまった。

「奥様、命が惜しければそれに近づいてはだめです！　私も旦那様に怒られますわ！」

　はあはあ息を荒げたノーラのあまりの気迫に、さしものアリシアも諦あきらめた次第である。なぜ近づいてはだめかの説明もだめということで、たっぷりの未練を感じながらも彼女は雰囲気抜群の建物を後にした。







　そうこうしているうちにとっぷりと日は暮れ、窓の外には本格的な暗くら闇やみが訪れ始めた。

　自室に戻ったアリシアは、ベッドメイクをしてくれているノーラを見ながらふわあと小さなあくびをする。

「……ああ、だめよね、今夜は寝てはいけないわ」

　実家にいたころは灯あかりをけちり、基本的には日が落ちれば就寝という生活を送ってきた彼女である。畑仕事をするためにも早起きをする必要があったので、窓の外が暗くなると自動的に眠くなって来てしまうのだ。

　だが今夜は花嫁として、一応しなくてはいけないことがあるはずである。生あい憎にくと両親が早くに亡くなったので、通常母親から習うはずの正規の作法は習っていないが、今回の嫁ぎ先では独自の慣習に従う必要がありそうだ。

「ねえノーラ。ライセンのしきたりでは初夜ってどうするの？」

「は？」

　手を止めて変な声を出したノーラに、アリシアは続けて聞いた。

「婚儀は簡単だったけど、初夜も簡単に済ませるのかしら」

「……簡単に、ですか。まあ、男の方が手を抜こうと思えばいくらでも抜けるものではありますけど……」

　つられたように言いかけて、ノーラは慌てて話を転じた。

「ではなくて！　奥様、カシュヴァーン様はお忙しい方ですの。婚儀もあんなもので済ませた方ですのよ、初夜など……」

「あら、でも夜にはお戻りになるっておっしゃってなかった？」

　その一言に、ノーラは舌打ちしそうな表情になる。意外に耳ざといわね、とぼそっとつぶやいた彼女だったが、次の瞬間お得意の笑顔を作ってこう言った。

「いいえ奥様、旦那様は私に会うためにわざわざ戻って来て下さるのですよ。だって申し上げたでしょう？　私は」

「そうね、ノーラは愛人だものね」

　いともあっさりと納得し、アリシアは中途半端なところで決め台ぜり詞ふを遮られたメイドに向かって無邪気に微笑んだ。

「それじゃノーラ、旦那様によろしくね。私がこのお部屋にとても感謝していますってお伝えして」

　言うなりアリシアはちょこちょこと真っ黒の寝台に近づいていき、真っ赤な上掛けをめくって中に滑り込んだ。眼鏡を外して枕まくら元もとに置き、亜麻色の髪を枕の上に広げながら言う。

「それとノーラ、ありがとうね。私、人に寝台を整えてもらうのって久しぶりよ。うちではよほどのことがないと召使いを入れなかったから、自分のことは全部自分でしないといけなかったの」

　良くも悪くも限りなく無邪気に、裏のない笑顔で彼女は笑う。分厚い眼鏡を外しているため、近視の人間特有の潤んだような瞳が燭しよく台だいの火にゆらゆらと揺れていた。

「これからずっと私の世話をしてくれるのよね。嬉しいわ、ノーラ。仲良くしてね」

「……奥様、申し訳ありませんがそちらは衣装簞だん笥すでございます。私はこっちです」

　白黒のメイド服に身を包み、見事な赤毛を持つノーラの基本的な色調はこの部屋の家具と同じだ。裸眼では彼女と簞笥の区別がつかないらしいアリシアに、ノーラはとりあえず一言訂正を入れた。

「あら、ごめんなさい。こっちね。それじゃあよろしくね、ノーラ。お休みなさい」

「……ええ。それではお休みなさいませ、奥様」

　それは長なが椅い子すです、という台詞を含めた幾つかの言葉を飲み込み、ノーラは卓の上に置いてあった燭台の火を吹き消そうとした。

　その時室外から扉を叩く音が響き、アリシアは身を起こして不思議そうな顔をする。

「あら、カシュヴァーン様かしら」

　彼女の言葉にノーラはにわかに慌てた顔になり、早足に扉に近づいた。開けるたびにぎいとアリシアを喜ばせる音を出す扉が細く開き、黒髪の中年のメイドが顔を出した。

「夜分に失礼します、奥様。今夜のことなのですが……」

　その言葉を聞くが早いか、ノーラはただちに扉を開いて自分が外に出た。相手のメイドがびっくりしているが意に介した風なく、それからしばらくぼそぼそと廊下で話し続ける。

　やがてノーラだけが室内に戻ってきた。どうしたのかしら、という表情で一応待っているアリシアへと、彼女は笑顔でこう報告した。

「奥様、カシュヴァーン様がお戻りになったようです。申し訳ありませんが私はこれで」

「あら、そうなの。それじゃ旦那様によろしくねノーラ」

　今度も微妙にノーラと違う方向を向いてアリシアは言ったが、ノーラの表情は晴れやかだ。えらく機嫌の良さそうな顔つきのまま、燭台の火を吹き消して彼女は退室していった。







　静寂に満たされた暗い館の中に扉を叩く音が響く。

　訪問者に気づいたカシュヴァーンが誰すい何かの声を上げると、名乗りを返したのはノーラだった。意外そうに片かた眉まゆを上げながらも、文ふ机づくえから立ち上がった彼はメイドを自室に通した。

「なんだノーラか。どうした」

「先程セイラに聞きましたわ。カシュヴァーン様は、奥様と初夜を迎えるおつもりはないとおっしゃったそうですわね」

　途中微妙に化粧を整えてきた彼女の顔は、派手過ぎるきらいはあるが確かに美しい。明らかに何かを期待しているその表情から、カシュヴァーンはノーラの考えを汲くんだようだった。

「当分、とつけくわえて伝えさせたはずだが」

「もう、そのような心にもないことをおっしゃらないで。私、分かっておりますのよ、カシュヴァーン様の女性の好みはごく一般的なものだって。少なくとも、あのようなどこもかしこも真っ平らな幼女をお好みではないはずですわ」

　豊かな胸を押し潰つぶすようにして両手を胸の前で組み合わせる、分かりやすい媚び態たいを彼女は示して見せた。

「それに、あのようなわざとらしい世間知らずのお嬢様ぶりっこにだまされるはずがないことも。私には分かります、あの女ああ見えて相当なやり手ですわよ。女慣れしていない男ならころっといくかもしれませんけど、幸いカシュヴァーン様には私がついております」

　あらゆる意味で自分とは正反対のアリシアの存在は、相当ノーラのかんに障ったらしい。彼女を貶おとしめながら自分を売り込んでくるメイドに、カシュヴァーンは口の端に薄い笑みを蓄え意味ありげにつぶやいた。

「相当なやり手な。それならそれで、案外心強いじゃないか。アズベルグの暴君には似合いの妻だ」

　思わぬ台詞に顔を強こわ張ばらせるノーラに、その主は含み笑いをしながら続ける。

「眼が三つあろうが角が生えていようが構わんという気で迎えた花嫁だったが、俺が思っていたのとは全く違った意味で変わった女だな。色気のかけらもないことは確かだが、そうだな……少し興味を感じるのは否定しない」

　ますますノーラが顔を強張らせる。しかし彼女が何ごとか言いかける前に、カシュヴァーンはあっさり話の方向を変えた。

「だがお前も分かっているだろう。俺には悠長に新婚ごっこをやっている暇なんぞありはしないんだ。だからアリシアも、ついでにお前も他の女も、当分部屋に呼ぶつもりはない」

　文机の上に所狭しと並んだ書状を指し示し、彼はすました顔をしている。ノーラはなおも不服そうだが、カシュヴァーンはそんな彼女ではなくなぜか天井付近を見つめた。

「それに最中の男は無防備になるからな」

「え？」

「何でもない。それより分かったら部屋に戻れ。俺がお前に期待している役目は、男慣れしていないお姫様の初夜の身代わりじゃない」

　口元にはまだ笑みが張りついている。しかし全く笑っていない鋭い瞳で、カシュヴァーンはこう言った。

「死神姫つきのメイドとして、俺の手をわずらわせないようきちんと家の中の切り盛りをすることだ。自分で言い出した仕事だ、忘れるなよ」

　はき違えるなとの念押しを、彼は少し凄すごみをきかせた声で発する。ユーランに呼ばれ、自分でも口にした「アズベルグの暴君」に相応しい威圧感が今の彼からは漂っていた。

　ノーラもぎくりと身を強張らせ、思わず一歩後ずさる。だがそこで彼女は踏みとどまった。

「ええ、もちろんメイドの務めは果たしますわよ。お忙しい旦那様に代わり、私があの方がどれ程のものなのかしっかり見極めて差し上げますわ。楽しみにしておいて下さいませ！」

　挑発的な言葉を残し、豊かな胸を揺らしてノーラは去っていった。

「お前も俺には似合いのメイドだな。図々しくてしたたかで計算高い。女はそれぐらいでなくてはな」

　ひとりごちたカシュヴァーンは、文机に座り直し窓の外へと視線を投げる。

　真なる森の暗闇の中、この時刻に見えるのは屋敷の外に掲げられた見張り用の火だけのはずだ。この館の周りには、他に住まう者などいはしないのだから。

　だが今夜はその向こうにもう一塊、別の火が揺れているのが見える。複数の人影と天幕と思しき物まで見て取れた。

「さて、これからどうなるか」

　遠い火の赤を黒い瞳の中に躍らせながら、カシュヴァーンは不敵につぶやいた。








　第二章　愛人の心　正妻知らず







　新婚一日目にアリシアの眼めを覚まさせたのは、馬のいななきと人の話し声だった。

「……あら、いけないわ」

　素晴らしい悪夢を期待し過ぎて、ノーラが去った後も珍しく寝つけなかったせいだろう。うっかり寝過ごしてしまったアリシアは、寝台から飛び起きて着替えを始めた。

　そこへ扉を叩たたく音が響き、ノーラの呼び声が聞こえてくる。

「奥様、おはようございます。起きていらっしゃいますか？」

　まだきちんと服を着ていなかったが、相手がノーラということもありアリシアは「起きているわ」と返事をした。

「おはようございます……あら、まあ、まあまあ」

　入ってきたノーラはさもおかしそうにくすりと笑った後、一生懸命髪をといているアリシアに向かって用件を伝え始めた。

「奥様、実は奥様にお客様がいらしております。カシュヴァーン様に申し上げたところ、お通しして良いとのことですので客間にてお待ち頂いておりますが……いかがいたしましょうか」

「え、私に？　どなた？」

　いきなりのことに驚くアリシアに、ノーラは試すような視線を送る。

「昨日お会いされた、レイデン伯爵閣下とその後見人様でございます。普通は新婚の花嫁に男性のお客様など、あまり会わせたいとは思わないものでしょうけどねえ。いかがしましょうか」

　織り交ぜられた嫌味に反応せず、アリシアは何でもないように会話を続ける。

「ええと、カシュヴァーン様はお通ししなさいとおっしゃったのよね。あ、それで、カシュヴァーン様ご本人は？」

「……旦だん那な様はお忙しい御方ですから。先程お出かけになられました」

　ではさっきの馬のいななきは、彼の出しゆつ立たつの際のものだったに違いない。

「とっても働き者の旦那様ねえ。出立のご挨あい拶さつぐらいしないといけなかったわよね、私ったら」

　ほほ、とノーラはまたおかしそうに笑った。

「いえいえ、カシュヴァーン様もおっしゃってたでしょう？　奥様はただここにいて下さればよろしいと。一々出立の挨拶なんかしなくてもよろしいのですわ」

「あら、そうだったわね。じゃあお客様のお相手もしなくていいかしら」

　ティルナードたちを無視しようかという発言に、ノーラは慌てた顔になった。

「いいえ！　だめですよそんなの。ご主人様がお通しせよ、とおっしゃった上でのお客人ですのよ。きちんとお迎えいたしませんと、家の名誉に関かかわりますわ！」

「やっぱりそうよね。じゃあ分かったわノーラ、私がお迎えします」

　家の主人が不在の際、客のもてなしをするのは妻の役目である。どうにか身なりを取り繕って部屋を出ようとしたアリシアだが、その時彼女のおなかが小さく鳴った。

「あら、嫌だ」

　ちょっと恥ずかしそうにしてから、アリシアはノーラに聞いてみた。

「ええと、レイデン伯爵様にはお茶菓子か何かお出ししてあるのかしら。申し訳ないけど、私ちょっとお時間を頂いて何か食べて来てはだめ？」

　このままだと客人の前でまたおなかを鳴らしてしまいそうだ。しかしアリシアの言葉に、一瞬黙り込んだノーラは次の瞬間空々しい声でこう返した。

「お食べになるのは結構ですけど、レイデン伯爵は客間でお座りのままお待ちになってますわよ。お茶菓子も何も、奥様の指示を頂いておりませんのにお出しできませんわ」

「あら、それはいけないわね。じゃあ悪いけど、何かお出ししてくれる？」

　ノーラの声音の変化にあまり気づいた様子なくアリシアは応じた。

　しかしノーラはつんと高い鼻をふんと鳴らして冷笑する。

「何か、では分かりませんわ奥様。昨日屋敷の中は一通りご案内したでしょう。どういったものをどのようにお出しするのか、きちんと命じて下さりませんと」

「あそこが客間です」程度の案内しかしていなかったメイドの口から出て来るのは、命令の詳細を要求する高圧的な言葉の数々。ぽかんとしているアリシアを見下ろして、ノーラは腕組みしたたみこむ。

「言っておきますけど、他の使用人に助けを求めても無駄ですわよ。私はあなたづきの、たったひとりのメイドです。ライセンの屋敷に使用人が少ないのはもうご存じでしょう？　ただいて下さればいい奥様に、これ以上の人員を割くことは出来ませんのよ」

「あらそうなの。私が決めないといけないのね」

　あまり深刻さのない声で言ったアリシアは、少し間を置いてそうだわ、とつぶやいた。







　他の部屋と同じく、黒い床と黒い壁に囲まれた客間内に温かな湯気が立ち上る。ライセンの奥方として長卓の上座に腰掛けたアリシアは、斜め向かいの席に座ったティルナードとユーランににこにこしながら食事を勧めていた。

「さあ、ご遠慮なくどうぞ。私も頂きますから」

「は、はあ」

　困惑した様子で、ティルナードは眼の前に並べられた料理の皿を見つめている。

　茶菓子を決めてくれと言われたアリシアは、本当にそれを決めるために台所へ行った。突然の奥方の登場に驚く料理人たちを尻目に彼女は食材を物色したが、その間にもおなかがぐうぐう鳴ってしまった。

　そこで彼女は三人分のパンに野菜や揚げた肉を挟んだ軽食を手早く作り、それらを持って客人の待つ客間へと向かったのだ。ちょうどいい茶菓子の類たぐいも見当たらず、自分のおなかをなだめる必要があることを考えるとこれが一番の解決法だと彼女は考えた。

　しかしティルナードとノーラはそう思っていないようであり、早速食事をぱくつき始めたアリシアをかなり困惑した眼で見つめている。前者は待たされた挙げ句に朝食を取って間もない胃には重たい食事をどうしようかと思っており、後者は勢いに吞のまれて結局手伝ってしまった自分を悔やんでいる様子だった。

「全く、自分で食事を作れるお嬢様なんて聞いたことがないですわ！　この方本当に偽物で、下働きの子かなんかじゃないのかしら」

　一応アリシアの背後に残っているノーラが小声でぶつぶつ言っているが、アリシア本人はとりあえず自分の食欲を満たすことに夢中で気づいていない。

「うわあ、フェイトリンのお嬢様の手ずからお作りになったものとは！　感激です。ねえぼっちゃん」

　喜んでいるのはユーランで、にこにこしながら横のティルナードに同意を求めている。脳天気なその笑顔を見て、逆にティルナードはここに来た目的を思い出したらしい。

「僕たちは食事をたかりに来たんじゃないんだぞユーラン！　アリシア様にお話をしに来たんだ、お聞きになっておりますよねアリシア様！」

「いいえ」

　そういえば理由を聞いていなかった、と思いながら、一通りおなかは満ちたアリシアが素直に答える。出鼻をくじかれたティルナードは途端に言葉に詰まってしまう。

「お、お聞きになっていらっしゃらないので……くそ、ライセンの奴……道理であっさり通してくれるはずだ……」

　カシュヴァーンがわざと聞かせていないのだと思ったのだろう。毒づいたティルナードは、それでも何とか勢いを保持してこう続けた。

「僕はあなたをお助けしに来たんです。バスツールから解放されたかと思ったら今度はライセン……金で買われ、他人の意思に運命を翻ほん弄ろうされるあなたを助けて差し上げたい」

　これも黒い卓の上に置いた拳こぶしをぎゅっと握り、彼はそれは真しん摯しな眼でアリシアを見つめる。

　アリシアは相変わらずのよく分かっていない顔で見返したが、それすらもティルナードには哀れを誘う風に見えるらしい。

「……僕にはあなたの苦労が分かります。なぜなら僕だって……あなたと同じように、他人にいいように利用されて来たから」

「まあ、レイデン伯爵様も二回花嫁になられたの？」

「違います！　地方伯の家に生まれながら、下克上などといった下らない気風に巻き込まれ苦労をしたという意味です！」

　言われてアリシアはああそうか、という顔をした。

「確かにそうですわね。レイデン地方の領主はレイデン家ではないですもの」

　アリシアもレイデン地方といった地名があるのは知っているのだ。確かこのアズベルグの東、険しい山脈を挟んだ先にある豊かな緑に恵まれた地域である。フェイトリンと同じく土地が肥えており、様々な野菜や小麦などの生産地として有名だ。

　そこは地方伯レイデン家の治める地域であり、レイデン一族はフェイトリンと違い近年まで昔ながらの強固な権力を保っていた。しかし十年ほど前、下克上のはやりからかなり遅れて農民たちによる反乱が勃ぼつ発ぱつ。強固な権力を保つための強引な支配がたたってか、噴出した彼らの不満はついにレイデン家を転覆させたと聞いている。

　だがいざレイデンの統一支配がなくなったらなくなったで、今度は彼らを打ち破った者たちの中での内紛が起こった。領主の権限は引き裂かればらばらに分解され、国王ですら事態を収めることが出来ずレイデン地方は混乱の極みに陥ったはずだ。

「いいえ、アリシア様。レイデンの領主の地位は今でもレイデン家のものです」

　ところがティルナードは自信たっぷりにそう言ってきた。横でユーランもうなずいてつけくわえる。














「私が後見人としておつきして、〈翼の祈り〉教団全体でティルぼっちゃんを支援し領主に戻って頂いたのですよ。教団としても、これ以上あの地の混乱を放ほうっておくことも出来ませんでしたし」

「ああ、それでユーラン様が後見人になっていらっしゃるのですね」

　未成年者が高い地位を引き継ぐ場合、普通は成年に達するまでの間親類が後見人になる。だが十年前の争いで、レイデンの一族はほとんど皆殺しにされたはずだ。そういった場合は国王及び上位の主君、さもなくば貴族の家に派遣されている〈翼の祈り〉の聖職者が後見人になることになっている。

「でも後見人がいらっしゃるということは、レイデン伯爵様が成人なさるまでは領主の権限もユーラン様のものということですわよね？　税収入なども得ることが出来るのでしょう、羨うらやましいわ」

　後見人とは要するに、被後見人者の法的代理人である。被後見人を保護する代わりに、被後見人に代わってその意思決定を行ったり権限を代行することが出来るのだ。

　それゆえに地位ある未成年者の後見人に収まって、うまい汁をすすろうとする者は跡を絶たない。二回後見人に売られたアリシアなども実はその一例だが、ティルナードはまたしても首を振った。

「形としてはそうですが、ユーランは僕の許可なく勝手に領主の権限を使ったりはしませんよ。税収の用途だって一々僕に聞いてくる。だからこそ僕も、この臆おく病びようで気が利かなくてぽろぽろ余計なことをしゃべるようなだめ聖職者を側そばに置いてやっているんです」

　被後見人とは思えない態度で偉そうに言い切ると、彼は更にこう続けた。

「ですからご心配なく。ライセンがあなたにどれ程のことをして差し上げるつもりなのかは知りませんが、しょせんは貧しい辺境の領主。豊かなレイデンの実りを手にすることが出来るこの僕が、何不自由のない生活をお約束して差し上げます」

　途中から口説き文句に変わった言葉を聞きながら、ユーランはおっとりと笑って口をはさむ。

「いえね、実は私の前にも何人かぼっちゃんの後見人だった方はいらしたんです。でもその方々はレイデンの家名を利用したかっただけで、ぼっちゃんは散々利用された挙げ句に何度もぽい捨てされてすっかり後見人不信に……あわわ」

　また要らないことまで口を滑らせた現後見人を、ティルナードがじろっとにらんだ。しかし彼が口を滑らせた部分が、すなわちティルナードが真に語ろうとしていた部分だ。

「……そういうことです。後ろ盾をなくした僕に、猫ねこ撫なで声を出して近づいて来た連中は大勢いた。だけどみんな僕が受け継ぐレイデンの家名が目当てだったんだ。僕の気持ちなんか、誰も考えてはくれなかった」

　アリシアと違い、ティルナードは地方伯の名に相ふさ応わしい名家の生活を何年かは経験しているはずである。そこから放り出されて後見人の間をたらい回しにされるのは相当辛つらかったのだろう。彼の声は暗く、苦悩と苦労がにじみ出ていた。

「あなただってそうでしょう？　名家に生まれた女性の婚礼が、好き嫌いの気持ちだけでは成り立たないことぐらい僕にも分かっている。だけどだからといって先の夫との婚儀からまだ一年ほどしか経たっていないのに、おまけにライセンなどと……！　あんまりです。あんまりにも、お気の毒だ」

「いえ、私早くカシュヴァーン様に買って頂けて嬉うれしいのですけど」

　声を震わせての同情の言葉に、しかしアリシアは同調せずあっさり首を振った。おかげでティルナードは用意していた次の言葉を喉のどに詰め、ごほごほとむせ始めてしまう。

「わわ、ぼっちゃん大丈夫ですかっ」

　隣のユーランが急いで背をさすり始めるが、あまり役には立っていない様子だ。見かねたノーラが水差しの水を金属製のコップに注ぎ、それを渡しながら話しかける。

「あのう、レイデン伯爵？　申し訳ないですけどこのお嬢様にそういうまともなお話をしても無駄なようですわよ。まあこの方をここから連れ出して下さるのなら、正直反対はしませんけど」

　ところがティルナードはノーラの接近に気づくが早いか、大おお仰ぎように身を引いて叫んだ。

「近づくな！　貴族に近づくメイドは全部金目当て！　特に胸がでかくて化粧の濃い女には要注意だ！　甘い声を出して近寄って来て、男をその気にさせて金をむしり取る気なんだ!!」

　過去に嫌な思い出でもあるのだろうか。詰まっていたはずの喉すら押し開いて飛び出した、ある意味的確な言葉の羅列にノーラは頰ほお肉にくをひくつかせる。

「……な、何なんですの、失礼な。いい年をして後見人をずっと側に置いているような軟弱男、誰が相手にするものですか！」

「何だと！　メイドのくせに、客人に対して何という口のきき方だ！　ライセンは使用人にどういう教育をしているんだ！」

「まあ、まあ、まあまあ」

　ユーランが仲裁に入ろうとしたが、ティルナードもノーラも彼の方を向きさえしない。そこへ今度はアリシアがのんびりした声で割って入った。

「大丈夫よ、レイデン伯爵様。ノーラはもうカシュヴァーン様の愛人だもの」

　その言葉にレイデンの主従はぎょっとした顔をし、ノーラも動きを止めてしまう。だがアリシアはにこにこしながら彼女を見て続けた。

「ねえノーラ。いくらノーラでも、二人の男性の愛人にいっぺんになるのは大変よね。体が保もたないわ」

「はは、そうですねえ。ライセン公爵のお相手はなかなか体力が要りそうで……その点うちのぼっちゃんの相手なんて簡単簡単、あわわわわ」

　思わず同調した挙げ句に余計なことを口にしたユーランの横で、ティルナードはぶるぶると肩を震わせている。

「新婚一日目で、もう愛人……!?　いくら金で買ったとはいえ、あんまりにもあんまりだ……！」

　激しい声で叫んだ彼は音を立てて椅い子すから立ち上がり、思い詰めたような瞳ひとみでアリシアを見つめ、つぶやく。

「やっぱりあなたをここに置いてはおけない！　あなた自身のためでもあるし、アズベルグとレイデンの民のためでもある。下克上の風潮を体現したような、あんな男をこれ以上のさばらせておけば必ず争いの種になる……！」

　使命感さえ漂わせたその瞳にはある種の熱が宿っていた。強い意志を感じさせるが、同時にひどく危ういものも感じさせる熱だ。

「ライセンにお伝え下さい。これは僕からの警告です。地方伯の名誉を金で買えるなどと思い上がった卑しい成り上がりには、必ず天罰が下る。あのバスツールと同じように」

「ええと、バスツール様は成り上がりの貴族ではありませんけど」

　ごく普通にアリシアが言ったが、ティルナードは小馬鹿にしたように笑うだけだ。

「あいつは地方伯ではなくもちろん領主でもない、少々広めの土地を所有しているだけの三流貴族ですよ？　それが金にあかせてあなたを買った、ライセンとどこが違うのです」

　そう言われればそうかしらね、と思いアリシアはいったん黙った。一方すっかり調子づいたティルナードは、芝居がかったしぐさで腕を振り上げなおも続ける。

「死神姫というあなたの呼称、僕は悪いばかりのものではないと思っております。名門フェイトリンの名を利用しようとした下げ種すに死の裁きを下す姫、という意味ならね」

　まだ幼さの残る顔立ちには不釣り合いな台せり詞ふを、彼は危険な瞳をしたまま意味ありげに述べた。

　だがいまだきょとんとしたままのアリシアの瞳に出会うと、その眼に宿った熱は弱まり口から出る言葉も勢いをなくしていく。彼の想像とアリシア本人はあまりにも違い過ぎたようであり、それでも自分の意志を押し通そうという強さの持ち合わせも少ないようだ。

「あなたは確かにその……少し、ええ、少しだけ変わった方のようだ。ですがだからこそ、そういうあなたを利用しようとしている輩やからが僕は許せないんです。もしもライセンやそこのメイドにひどいことをされたら、遠慮なくおっしゃって来て下さい。おい、戻るぞユーラン！」

　後半少々あせったようにまくし立てたティルナードは踵きびすを返し、ひとりでさっさと部屋を出て行ってしまった。

「これはお口に合わなかったようね」

　手がつけられていない料理を見て、アリシアがつぶやく。

「ああ、では私が代わりに頂きましょう。いやあおいしいですね、アリシア様は料理がお上手だ」

　そう言ったユーランがティルナードが残していった料理に手をつけ始めた。出て行く様子を見せない彼に、アリシアは不思議そうに尋ねる。

「伯爵についていかないでよろしいんですの？」

「と言いますかあなた方、一体今はどちらにいらっしゃりますの。戻るとかおっしゃってらしたけど、まさかレイデンの領地とここを行き来しているわけではないでしょう？」

　アズベルグの地は瘦やせてはいるがその分広大である。ここからレイデンの領地までだと、険しい山脈を越えねばならないことも合わせればたっぷり十日はかかるはずだ。

　横合いから口を挟んできたノーラの分もまとめてユーランは説明してくれた。

「はあ、実は近くの森に天幕を張っておりまして。大丈夫ですよ、すぐそこですし外には警備の兵も待機させてありますから」

「まあ、楽しそう。それにとっても用意がよろしいのね」

　すぐに目先の興味に意識が行ってしまうアリシアに対し、ノーラは思いきり呆あきれた顔をした。

「森に天幕？　いい度胸ですわね。このあたりの森一帯はカシュヴァーン様のものですのよ。それともまさか、あの方に許可を頂いているんですの？」

　領地内に勝手に天幕を張ることはもちろん、そこで木々の伐採や狩猟などを行うことにも当然領主の許可がいる。生活していけば当然そういったことも必要になるだろうが、ユーランは大丈夫ですよ、と穏やかに言った。

「私の名前で国王陛下の免状をきちんと頂いて来ておりますから。伝道のために必要だとして申請すれば、どなたの所有する地でも我々にはある程度の自由が保証されるのです。とはいえこちらの地を無用に荒らすつもりなどありませんので、生活に必要なものはある程度準備はして来ておりますがね」

　つまりは高位の聖職者であるユーランの名前を使い、アズベルグの地に伝道のためにやって来たという名目で滞在を決め込んだのだ。あらまあ、ともっと呆れた顔になったノーラを尻目にアリシアは感心した声を出す。

「あら、本当に用意がよろしいのですわね。確かその免状、頂けるまでに結構時間がかかるのではなかったかしら」

「ははは、いやあ急きゆう遽きよアズベルグに行くっておっしゃられた時から長丁場になるんじゃないかという予感はありましたので。まあうちのぼっちゃんが短絡的に行動するのはいつものこと、あわわわ……あっ、今はぼっちゃんいないんでしたね」

　それまでのように口を滑らせた彼の表情がふと改まる。いつの間にか完食した料理の皿を前に、ユーランは真ま面じ目めな口く調ちようでゆっくりとしゃべり始めた。

「ええとですね、ぼっちゃんはああいう性格なので大変一方的な言い方になってしまって申し訳ないのですが……ですが私も、ぼっちゃんの意見に大筋では賛成なんです」

　ティルナードについて行かず、残った理由はこの話をするためだったようだ。さすがに聖職者らしい、聞きやすい優しい声には自然に耳を傾けさせる力がある。

「アリシア様は、失礼ですがこのアズベルグの現状を詳しくご存じですか？」

　言われてアリシアは素直に首を振る。それを見てユーランはやっぱり、という顔をした。

「出来れば一度、ライセン公爵の領主としてのやりようを見て下されば何となくお分かりになるのではと思うのですがね……とにかくやり方が強引です。逆らう者には容赦しない、という感じで」

　何かを思い出したようにぶるっと身を震わせてから、彼は更に続ける。

「と言っても、手腕があることは間違いないとは思いますよ。農民たちには案外人気があるとか。ご自分の支配下にきちんと収まっている相手になら、相応の優しさは見せて下さるようですね」

　つまりは言うことを聞くのならばそれなりのことはしてくれる、ということか。じゃあいいんじゃないのかしら、と思っているアリシアにユーランは言葉を選ぶ調子で言った。

「ですが既存の枠組みを好んで無視するようなあの方のやり方は、短期的にはいいかもしれませんが長期的にはどうでしょう。長く保たれてきた枠組みには、そうであった理由があると私などは思うのです」

　そう言うと彼は、少し怯おびえたような眼で客間の中を見回した。他の部屋と同じく黒と赤とで構成された室内の隅には、他の部屋と同じく翼を持つ怪物の姿がそこかしこに見受けられる。

「下克上のはやりのせいで、〈翼の祈り〉に対する敬けい虔けんな心もだいぶ失われてしまいました。しかしだからといってこのように我らの教えをあげつらうような意匠の館は、他に見たことがありません。その上死神姫との噂うわさのある方を……あわわ」

　しばらくは滑らかにしゃべり続けていたユーランの口からまた失言が飛び出した。しかしアリシアは気にした風なくにっこり笑う。

「そうですわね、私と結婚したら死ぬって噂があるらしいですもの。ですけど私バスツール様を殺したりしておりませんし、カシュヴァーン様を殺す気もありませんわ」

「殺す」という単語を躊ちゆう躇ちよなく用いた後、彼女は微ほほ笑えみながらユーランに語りかけた。

「ねえ、ユーラン様。レイデン伯爵様やあなたのおっしゃることも分かりますけど、私はカシュヴァーン様に買って頂いて感謝しておりますの。家を手放さずに済みましたし、それに私自身は別にまだひどいこともされておりませんし」

　何気なく自分勝手な言葉を聞いて、ユーランは何とも言えない顔をする。

「……そうですか。だますも同然に再婚させられた上、愛人つきというのは結構ひどいことのような気もするのですが……おっと、さすがにそろそろ戻らないとぼっちゃんに怒られますね」

　時間を取り過ぎたと慌て、彼は席を立った。

「私どもはこのお屋敷のすぐそばに控えております。むさ苦しいところではありますが、一度足をお運び下されば幸いです。それでは」

「ええ、ご機嫌よう」

　にこやかにアリシアが見送るなか、ユーランはばたばたと外へ出て行く。忙せわしない姿を見送ってノーラは深々とため息を吐ついた。

「結局レイデンには戻られないわけですか。この調子だとまた来ますわね、あの方々」

「え？　なんで分かるのノーラ？」

　不思議そうなアリシアの質問に、ノーラはもっと深々とため息を吐く。

「さあ、何ででしょうね。……あら、ちょっと奥様、片づけも……？」

「なあに？」

　三人分の皿をさっさと片づけ始めたアリシアにノーラは少し慌てた様子だ。だがいかにも不思議そうなアリシアの様子に結局それ以上言わず、彼女が手際よく汚れた皿を片づけるさまを無言で眺めていた。







「レイデン伯爵は何の話をしていかれたんだ？」

　その日の夜、夕食の席にて上座に座ったカシュヴァーンは豪勢な食事に幸福な舌鼓を打っている妻にそう語りかけた。

　忙しいと噂の館の主が戻って来たのは、アリシアが台所にいた時のこと。ノーラ以外の使用人から無視されているに近い状態の彼女が、実家にいた時と同じように自分で食事を作り始めて間もなくだった。

　昼間アリシアの料理の手際を見たノーラは、彼女が今までずっと自分で食事を作っていたことを聞き出した。ではこちらでもそのようになさいませ、と言われたアリシアは、実家にいた時よりはるかに豊かな食材の山に感動しながら本当に夕食も作り始めたのだ。

「……お上手だなあ」

　中年の料理人がぽつりとつぶやくのをじろっとにらみ、ノーラも無言でアリシアの振る舞いを見守っていた。ところが途中でカシュヴァーンの帰邸が知らされ、慌てた使用人たちは今回は自分たちが作るから、と言ってアリシアを台所から追い出したのである。

　そうか、カシュヴァーン様がいらっしゃる時は作ってもらえるのねと学習したアリシアは、久しぶりの他人の手による食事に夢中だった。おかげで一瞬カシュヴァーンの台詞を聞き取り損ねたが、彼は口いっぱいに物を詰めた彼女を見て面白そうに笑う。

「ああ、それを飲み込んでから答えてくれるので構わない。レイデン伯爵が昼間あなたを訪ねただろう？　何の話をして行ったのか、と聞いたんだ」

　探るような色がその眼にはある。スープに浮いていた大きめの肉団子をごくんと飲み込み、アリシアは昼間のことを思い出そうとした。

「ええと……伯爵は、この近くに天幕を張って滞在していらっしゃるらしいですわね」

「ああ、そのようだな」

　別段驚いた風もなく、すでに食事を食べ終えているカシュヴァーンはおかしそうにうなずく。

「色々と用意がいいのは結構なことだが、他人の領地に勝手に天幕を張って居座るとはまことにいい度胸でいらっしゃる。とはいえ他に気の利いた設備もないことだしな。俺の見張りをしようと思えば、天幕でも張らざるを得ないのだろうが」

　彼の言う通り、ライセンの屋敷のそばには大勢が泊まり込めるような宿が他にないのだ。その言葉を聞いてアリシアはそういえば、と思い尋ねてみた。

「ねえカシュヴァーン様。こちらのお屋敷の場所は不便ではありませんの？　来る時に見ましたけど、森の中には他に村や町があるようでもありませんし。何かあった時に出て行くのにお時間がかかり過ぎるのではないかしら」

　攻め込まれることを想定しての立地なら便の悪さも計算のうちかもしれないが、統治を行うには不便だろう。やたらと出かけては戻って来ないのもそのせいではないかと思っての質問に、カシュヴァーンは少し意外そうな顔をしながら答える。

「確かにな。正直交通の便は悪い。一応もう少し便のいいところに、別に拠点となるような屋敷を構えてはいるんだ」

　そこで彼は、ちらと室内に視線を泳がせた。黒い壁を伝い、黒い床を這はい、窓を覆う深紅の緞どん帳ちようを滑って天井の隅にある翼ある怪物の像へ。最後にその瞳は屋敷の裏手、あの廃園がある方へと向かった。

「だが……そうだな。まずは俺がここに住んでいるというだけで、ある程度の威嚇材料にはなるのが一つ。それに……やはりここが、俺の生まれ育った家だからな」

　わずかに声の調子を落としてつぶやく言葉にアリシアも同調した。

「そうですわよね、やっぱり生まれ育った家って大事ですわ。どんなにぼろぼろでお金ばかりかかっても、思い出もたくさんありますしね」

　彼女は自分の生家のことを言っているのだが、今の話の流れ上ライセンの屋敷を皮肉っているようにも聞こえる。だがカシュヴァーンは思うところあってかそこには触れず、さり気なくアリシアに眼を戻してこう言った。

「見るべき面白いものが何もなくて、つまらない思いをさせているのなら申し訳ない。生あい憎にくと楽士だの道化だのの類も雇っていなくてな」

「いいえ、そんなことはありませんわ。だってこのお屋敷自体がとっても面白いですもの。昼間でも薄暗くて、とても迷いやすい構造で」

　夫の気遣いの言葉に対し、嫌味ともなりかねない返答をその妻はにっこり笑って返した。おまけに彼女はこんな質問を始めた。

「あのう、カシュヴァーン様ってそんなにひどい暴君なんですか？」

　ティルナードとユーランの話を思い出してみた結果、出て来たのはそういう言葉だ。これにはさしものカシュヴァーンも驚いた顔をし、給仕のために側に控えていたノーラまで瞬間的に青くなる。

　だがカシュヴァーンはむしろアリシアの受け答えが気に入ったらしい。探るような光はその瞳から完全になくなり、彼は豪快に声を上げて笑った。

「はは、レイデン伯爵はそんなことをわざわざあなたに忠告しに来たのか！　確かに生きつ粋すいの貴族連中から見れば、俺は大変な暴君に見えるかもな！」

　ひとしきり愉快そうに笑ったカシュヴァーンの眼に意地の悪いものが浮かぶ。もう一つ肉団子をすくおうとしている妻に、彼はこう問いかけた。

「あなたにはどう見える。俺は奴らの言うような、横暴で鼻持ちならない暴君だと思うか？」

　アリシアも一応生粋の貴族ではある。しかし彼女は人の悪い顔つきになっている夫を恐れることなく見返し、いつも通りに脳天気に笑って応じた。

「みなさん色々おっしゃいますけど、私にとってはとってもいい方ですわ。おいしい食事を食べさせて下さるし、すてきなお部屋を用意して下さるし、屋敷のお手入れはみんな使用人たちがしてくれますし」

　奥方つきのメイドはひとり、という言葉通りノーラ以外の使用人にはほぼ完全に無視されているアリシアだが、数は少ないながらも彼らはみな働き者だ。食事こそ大方は自分で作らねばならないが、掃除をしないで済むだけでかなりありがたい。

　不満と言えばあの、裏手にある廃園への出入りをカシュヴァーンが禁じているらしきことぐらいだろう。でも禁じられる方が燃えもするわね、と思いながらアリシアは続けた。

「ユーラン様は、あなたの統治の様子を実際に見れば分かるとおっしゃいましたけど。そうだわカシュヴァーン様、今度私もカシュヴァーン様のお仕事にいっしょに連れて行ってもらえませんか？」

　廃園以外の屋敷の内部は、昨日今日で一通り見回ってしまったのだ。未知なるものを求めるならば外へ行くしかない。カシュヴァーンが暴君かどうかは別として、彼がどういう仕事をしているかにも興味がある。

　だが嬉しそうな妻の提案に、カシュヴァーンは小さく笑って首を振った。

「そうしたいのは山々だが、生憎とあなたに無む闇やみに外に出てもらっては困るんだ。俺が噂の死神姫を妻としたことはたっぷり宣伝してあるからな。うかつに出歩くと殺されるかもしれないぞ」

「まあ、どうして？」

　あまり緊張感なく問い返してくる妻に、カシュヴァーンは笑いながら説明してやる。

「あなたを得たことにより、俺の領主としての基盤がますます強固になったからさ。それにこのアズベルグにはいまだに信心深い連中が多く、そういう連中にとっては死神姫は恐怖の対象だ。だからこそ、俺はあなたを迎えたわけでもあるんだがな」

　言いながら彼は立ち上がった。食事中に突然席を立った礼儀知らずの夫に合わせ、自分も立とうとした妻の小さな亜麻色の頭をカシュヴァーンは軽く押さえる。

「もっともあなたを一目見て、あの死神姫だと看破できる奴はいないだろうが。ああ、いいんだ、あなたは思う存分食べていてくれ」

　さり気なく失礼なことを言ってそのまま出て行こうとした彼は、ふと思い出したようにこう言い始めた。

「そうだ、禁止ついでに言っておこう。もうノーラか誰かに聞いたかもしれないが、屋敷の裏の廃園。あそこにだけは近づくな」

　──廃園。

　その話を聞いて以来ずっと胸の中にしこっていたものについて、初めてカシュヴァーン自身の口から聞いた。アリシアの鼓動は自然と速くなり、彼女はぶるっと身を震わせる。

　言うなれば武者震いに近い感覚なのだが、カシュヴァーンはアリシアが怯えたと取ったらしい。満足そうに笑ってさらに言ってきた。

「その様子だと、現物を見たようだな。あそこはぼろぼろに荒れ果てている上に怖い怖い幽霊が出る。命が惜しいなら、絶対に近づくんじゃないぞ。屋敷内ならどこに行こうが別に構わんが、屋敷の外と廃園だけは立ち入り禁止だ。分かったな」

「……ええ」

　少ししょんぼりした様子でうなずいた彼女の頭を、カシュヴァーンは子供にするように軽く撫なでた。ノーラが眼を見張るが、彼は触り心地を楽しむように滑らかな髪を撫でて笑う。

「それではな、奥方。俺は思ったよりもあなたのことを気に入っているようなんだ。しばらくは窮屈な思いをさせるが、俺の言うことを聞いている間は悪いようにはしない。いいな」

　ユーランが語ったことを裏づけるような台詞だったが、その口調は案外優しかった。大きな彼の手が自分の頭から離れる一瞬寂しさを感じながら、アリシアはそういえばと思い尋ねた。

「カシュヴァーン様は、いつもどこに行かれているんですか？」

「領地の見回りさ。俺が頻繁に顔を出して威嚇しておかないと、このあたりはまたすぐに荒れ始める」

　その、さも当たり前のような語り口にアリシアはもっと不思議そうな顔になった。

「アズベルグの地は、荒れているのですか？　あなたが暴君だから？」

「……なるほど。本当に何も聞かずにここに来たわけだ」

　わずかに鋭さを増した瞳で妻を見たものの、カシュヴァーンは憐あわれみと嘲あざけりが半々の微笑を浮かべて答えた。

「聞いての通りライセンという名前には全く歴史がない。そんな領主に頭を押さえられると、生粋のお貴族様というのは反発したくなるらしいのさ。もっとも大変にお上品な反発で、せいぜい俺の眼の届かないところで余計な真ま似ねをなさるぐらいのものなんだが」

　正面切って喧けん嘩かを売る度胸は奴らにはないのだと、彼は言いたいようだった。

「だが、あなたは俺の仕事に首を突っ込む必要はないはずだ。それを食べたらおとなしく休むんだぞ」

　子供に言い聞かせるような台詞を最後に、彼はまたアリシアの頭を撫でて出て行った。

　お前だけは絶対に、いい家に嫁がせて楽な暮らしをさせてやるからな。

　繰り返しそう言ってこけた頰に笑みを浮かべた父親の面影が、ふとアリシアの脳裏をかすめた。







　夕食を終え、部屋に戻ってしばらくした後のことだ。真っ黒い寝台の上に座り、アリシアは実家から持ってきた読み古した本を引っ張り出して読んでいた。

　燭しよく台だいの火は惜しみなく使えるとはいえ、元が薄暗い屋敷の中である。ただでさえ古びてかすれてきている字は読みにくいことこの上ないが、むしろ趣き深いと彼女は感じていた。

「それは漆黒の森の奥深く、闇の中の更なる深き闇として佇たたずんでいた。さやかな風に乗った甘い薔ば薇らの香かに入り混じり、死の気配が巨大な屋敷の全すべてを覆う……」

　お気に入りの話の一つ、ハルバーストの薔薇屋敷の冒頭部分である。口に出して読み返してみてアリシアはああ、と声を震わせた。

「もったいないわ！　しかも幽霊が出るなんて、ますますそのものじゃないの。何とかカシュヴァーン様にお願いできないかしら……はい？　どうぞ」

　いまだ未練がましく廃園について考えていたところに、扉を叩く音が響く。入って来たのは予想通りノーラだったが、その唇から出た言葉は予想と違った。

「夜分に失礼します奥様。ねえ、奥様はカシュヴァーン様の仕事ぶりに興味がおありのようですわね。もしも奥様がどうしてもとおっしゃるのなら、このノーラが外へご案内しましょうか？」

　思ってもみなかった提案に、アリシアはびっくりして声を上げてしまう。

「まあ！　ノーラ、いいの!?」

「ええ、奥様がどうしてもとおっしゃるのなら」

「でもカシュヴァーン様はお許し下さるかしら？」

「さあ……ですが、奥様がどうしてもとおっしゃるのなら」

　カシュヴァーンがどう思うかについては、ノーラははっきりとした言葉を出さない。アリシアはちょっと考え込んでしまった。

「ううん……でもどうかしら。カシュヴァーン様と、ついさっきお約束したばかりなのよね……」

　夕食の席でしたばかりの約束を、いきなり破るのはさすがにまずいのではないか。思うように話に乗ってこないアリシアに、ノーラはわざとらしくため息をつく。

「そうですか、仕方がないですわねえ。わざわざ農民に変装するためのお洋服まで用意して、絶対にばれないようにしようと思っておりましたのに……分かりましたわ、このお話はなかったことに」

「いいえ、待ってノーラ！」

　にわかに慌てた顔になり、アリシアは去ろうとしたノーラを引き留めた。

「ごめんなさい、私行きたいわ！　こんな夜中に農民のふりをしてお出かけなんてとても面白そう！　連れて行って！」

「ほ、ほほ、奥様ならきっとそうおっしゃると思っておりましたわ」

　あまりのアリシアの勢いに若干引きながらノーラがうなずく。

「でも、くれぐれも私がこんな提案をしたことはカシュヴァーン様にはないしょにしておいて下さいね？　万一あの方にばれてしまった時も、どうぞこのノーラをお恨みにならないで頂きたいのですが」

「もちろんよノーラ！　ありがとう！」

　心からの礼を述べるアリシアの笑顔に、一瞬ノーラが言葉に詰まる。だが彼女はすぐにいいえどう致しまして、と優雅に微笑み、早速計画の実行を始めた。







　アズベルグに来た時よりもさらに旧式の、どこからどう見ても荷馬車である物に乗せられたアリシアの胸は弾んでいた。

「ちょっと、もうちょっと揺れないように出来ませんの!?」

　農民の娘が着るような前掛けつきの粗末な衣服に身を包んだアリシアの横で、ノーラが御者台に向かって叫んでいた。御者役の若者は多少速度を下げて彼女の命に対応しようとしたが、元の道が悪いためあまり効果は上がっていない。

「まあ、霧まで出て来たわね。うふふ何にも見えない」

　霧に閉ざされた空を見上げ、アリシアは幸せそうに笑っている。その横でメイド服のノーラは下から突き上げるように襲いくる揺れに翻弄され、そのたびに悪態をついていた。

　どれぐらい走っただろうか。ノーラの指示で馬車は止まり、痛むお尻を押さえながら立ち上がった彼女が馬車の引き戸を開けアリシアを降ろしてくれる。

　靴底に湿った土の感触を感じながら、アリシアは白く濁った景色を見回した。夜の冷気は着込んだ服の上からも肌に染み入るようだが、吐く息の白ささえ霧に紛れてよく分からない。

「降りても何にも見えないわねえ」

　馬車の横にくくりつけられた灯あかりにより、かろうじて森の中の少し開けた地である、ぐらいは分かる。いくつか切り株が見えるので付近には人がいるのだろうが、いかんせん霧が濃く元々土地勘のないアリシアには全く場所の見当がつかない。

「あちらをご覧下さいませ奥様。灯りが見えませんか？」

　ノーラに言われて霧の向こうに眼をやったアリシアは、確かにぼんやりとした灯りを見つけた。周りには火の見張りらしい人影が立っているのも見える。

「確かにそうね、灯りがあるわ。あれは村か何かの見張りの火？　あら？」

　少しそちらの方に進んでみてから、ノーラを振り向こうとしたアリシアの耳に鞭むちの音と馬のいななきが響く。視界を埋める霧の向こうに、ごくぼんやりとだが走り去る馬車の姿が見えた。

「あらら？」

　数歩荷馬車を追ってみたが、走り出した馬に人が追いつけるはずがない。きょとんとしている内にぼんやりした影すら見えなくなり、ひづめと車輪が地面を蹴ける音も聞こえなくなってしまった。

「あらあら、ノーラってば。私はここにいるのに」

　のんびりつぶやいたアリシアは、とりあえず周囲を見回してみる。目標物になりそうなものは先程ノーラに言われたあの火しかない。

「あの火のあるあたりにカシュヴァーン様がいらっしゃるのかしらね」

　ひとりごちたアリシアは、置き去りにされた自覚もないままに夜の森の中を歩き始めた。







　近くに見えていた火だが、視界の悪い夜の森の中だ。その上霧に閉ざされた状態では、目標に向かってまっすぐ歩くこと自体が難しい。

　いつの間にか目標にしていた火をアリシアは見失ってしまった。切り株なども見えなくなってしまい、まわりに広がるのは人の手が入っていることが感じられない鬱うつ蒼そうとした黒い森ばかり。

　フェイトリンにだって森がないわけではなかったが、ここは日差しが弱いせいだろうか。陽光を求めて高く伸びた木々の足下には下生えの植物があまりなく、水気を含んだ土は一足ごとに靴の裏に粘つくように感じられる。

「ううんと……ちょっとまずいかしら」

　いくらのんきなアリシアでも、霧に包まれた夜の森の中での単独行動が危険なことぐらい分かっている。木で風が遮られているのでまだ寒さは何とか我慢できる範はん疇ちゆうだが、霧も吹き散らされることなくその場に留とどまったままだ。

　人里に近い場所ならまだしも、森の奥深くに入ってしまえば危険な獣が出る可能性は高い。さっきから時折、狼おおかみと思おぼしき獣の遠とお吠ぼえも遠く聞こえて来ているのだ。

　おまけにおなかが空すいて来てしまった。もっと食べておけば良かったわと後悔しながら、カシュヴァーンよりも食べたはずのアリシアはきょろきょろと視線を巡らせる。

　だが霧はますます濃くなってきており、転ばないように歩くので精一杯。しめった木の幹に摑つかまりながら進むうち、段々元来た方向も分からなくなってきた。なにせ延々と同じような木が並んでいるばかりなので、目印に出来るようなものが見当たらないのだ。

「何か出そうで素敵なんだけど、困ったわねえ……あら」

　夜の森の闇の中、湿った土の匂においとははっきりと区別される甘い匂いが不意にアリシアの鼻先をかすめた。

　それほど強い匂いではない。けれど妙に食欲をそそる甘い香かに、彼女と彼女の空き腹はたちまち反応した。

「まあ、この匂いは……」

　そろそろ闇にも慣れた眼でまわりを見回すと、匂いに導かれ少女はとことこと歩き出す。程なくちょうどアリシアの背丈ほどの、肉厚の葉の集合体であるこんもりとした茂みの側へとたどり着けた。

　甘い匂いの発生源は間違いなくこの、縁にぼんやりとした赤紫を含んだ葉。吸い寄せられるようにアリシアは一枚の葉を手に取り、躊躇なく口に含んだ。

「何をしているんだ！」

　突然響いた大声に、アリシアは驚いて眼を白黒させる。だが驚いたのは霧の向こうから現れた青年も同じであるらしく、強こわ張ばった顔をした彼は早足に近づいて来てアリシアの口に指を突っ込んできた。

「飲むんじゃない、馬鹿、吐き出せ！」

　血相を変えた彼の指は強く、あっさりとくしゃくしゃになった葉は彼女の口から吐き出されてしまった。飲み込んだ様子がないことを確認しながら、突然現れた金髪の青年はまだ動揺の残った声でうめいた。

「こ、こんな夜中にこんな森の中で、しかも肥料要らずの葉を食べるなんて正気か君は!?　いくらいい匂いがするからって、食べたらどうなるかぐらい知っているだろう！」

　農夫か木こりのような粗末な服装をしているにもかかわらず、アリシアを「君」と呼ぶなど妙に言葉遣いは上品だ。けほけほとむせながらアリシアは、背をさすってくれている彼を見上げた。

　短い金髪の青年は、年の頃は二十代半ばほどだろうか。中肉中背で一見目立たない感じだが、よく見れば案外その顔立ちは整っている。

「あ、ありがとうございます……かしら？　あのう、と言いますかあなたもここで何をしていらっしゃるの？」

「こんな夜中にこんな森の中」に関しては、彼もアリシアと同じである。すると青年は背後を振り返ってこう言った。

「私はこの近くに住んでいるんだ。この肥料要らずたちも私が植えたんだよ。……森の獣も恐れて近づかない葉だから、獣避よけになるってことを知らない訳じゃないだろう？　このあたりの子供なら、親は真っ先にそれを教えるはずで……え」

　肥料要らずという名の由来も、人や獣が匂いにつられて食べたが最後その場で即死するほどの毒性にあるのだ。己の側で息絶えた者たちを養分とし、彼らは新たな餌えさを招き寄せるのである。

　アリシアの頭の具合を心配しているように言った彼の眉まゆ根ねが寄せられた。

「君、このへんの子じゃないね。どこから来たの？」

　見つめるうちに、本当にこのあたりの者ではないと気づいたのだろう。当然の質問にアリシアはこう答えた。

「フェイトリンからです」

　素直な回答に、彼はぎょっとした顔になる。

「フェイトリン!?　そんなに遠くから、一体どうやって！」

「馬車で」

「い、いや、それはそうなんだろうけど……」

　徒歩で来られる距離ではないのだから当たり前だが、素直過ぎる答えに彼はいささか面食らったようだ。次の質問に困っている青年に、少し迷ってからアリシアは尋ねてみた。

「あのう、実はですね。理由は聞かないで欲しいんですけど、私ライセンのお屋敷に戻らないといけないんですの。申し訳ないけど、ここからだとどちらの方向になるのかしら？」

　ノーラにはお忍びなのだから身分を隠せと言われている。そのためものすごく怪しい前置きつきの質問になってしまったが、一連の言葉を聞いた途端青年の態度がまた一変した。

「ライセン!?　君、君はあそこから来たのか!?」

「ええ」

　過剰反応に鈍い反応を返すアリシアを、青年はまじまじと見つめていた。何やら非常な衝撃を受けた表情で、彼はぶつぶつ言い始める。

「まさか……そうか。やっぱりだ。やっぱりあいつは、また同じことを始めたんだ」

　アリシアにはよく意味の分からぬひとりごとが終わる頃には、彼の優しい茶色の瞳にあるのは怒りから同情と……そして奇妙な使命感へと変わっていた。ティルナードがアリシアを見る時とある種共通した空気がその表情に現れている。

「気の毒に。つらい目に遭ったんだろうね」

　真摯な声でつぶやかれても、アリシアは何のことやらさっぱりだ。だが彼はその反応すら、彼の中の法則に則のつとって受け止めたらしい。

「ううん、全てを言わなくてもいいんだよ。もうここまで逃げて来たんだ、大丈夫。あいつらはそこまでひとりの女性に執着しない。誰だっていいんだ。誰だって……」

　怒りと憎しみに青年の声が震える。何だか変だとは思いながらも、アリシアはとりあえずこう言った。

「いいえ、私カシュヴァーン様のところに帰らないと。だって私、あの方に買われて」

「だめだ！　君はだまされているんだ。あんな屋敷に戻ってはいけない！」

　聞く者をぎょっとさせるような大声を出した後、彼は眼をぱちぱちさせているアリシアに何とか声を抑えて続ける。

「……君は余計なことを知る必要はない。心配しなくても大丈夫、フェイトリンには私が明日の朝にでも送ってあげる。狭くて汚いところで悪いけれど、差し当たって今夜は私の家へ泊めてあげるから」

　いつの間にかフェイトリンに帰される話になっている。アリシアはさすがに何か言おうとしたが、それより早く彼がこう言った。

「私はトレイス。おなかが空いてるんだろう？　すぐに食べる物も用意するからね」

　アリシアとしても元来た方向も分からない現在、これ以上夜の森の中にいるわけにもいかない。何より食べる物という言葉が魅力的で、彼女はトレイスという青年にひとまず従ってみることにした。








　第三章　暴君と怪物







　トレイスが案内してくれたのは、典型的な木こりの小屋だった。頑丈な丸太と木の板で組まれた素朴な作りで、内部には間仕切りがなく全体が一つの部屋になっている。

　場所は肥料要らずで作った生け垣からさほど離れていなかった。

　ひとり暮らしをしているらしく、他に同居人らしき人影はなかったが中は整然と片づけられていた。

「お客さんは久しぶりだよ。さあ、適当に座って」

　優しく言ったトレイスが火を起こしてくれている間、切り株を利用した腰掛けに座ったアリシアは物珍しさにきょろきょろしている。貧乏育ちの彼女だが、だからといってこのような小屋で暮らしていたわけではない。

「確かにちょっと狭いですけど、全然汚くはないですわ。あら、床は地面がそのままなのね。乾いてはいるけど、これじゃ直接は座れないわ」

　声に出して堂々と感想を述べる少女に対し、トレイスは少し驚いたような顔をする。だが彼はアリシアのことをあまり頭が強くない娘だと思っているらしく、むしろ気の毒そうな表情になってこう言った。

「ありがとう。ほら、パンとチーズぐらいしかないけどこれでいいかな。かわいそうに、食べる物も食べないで逃げ出してきたんだね」

　トレイスの頭の中では、アリシアがライセンの屋敷から逃げ出した物語が完かん璧ぺきに作り上げられているようだった。困ったわねえ、と思いながら、とりあえず彼女は出された物をぱくぱくと食べる。

「……カシュ……ライセン公爵は、今……」

　何事か言いかけたトレイスだが、アリシアが気づいて眼めを上げた時にはすでに口を閉ざしていた。気の迷いを振り切るように頭を振ると、彼は部屋の隅にあった小さな寝台を指し示す。

「食べ終わったらそこでお休み。朝は少し早めに出るからね。あいつが探しに来てはいけない」

「いえあの、探しに来て頂いた方がありがたいんですけど」

　どちらかといえばカシュヴァーンよりノーラが来てくれた方がいいけど、と思いながらアリシアは言ったが、トレイスは力づけるように笑ってくれるだけだ。

「そんなに心配しなくていいよ。ああ、もしかして私を警戒しているのかな。ごめん、気が利かなくて」

　別の方向に気を利かせたらしく、トレイスは困ったような顔をする。

「寝台は一つしかないけど、いっしょに寝ようなんて言わないから安心してくれないか。私はそのへんで寝るから。誓って手なんか出さないよ、約束する」

「いえそんな、私お邪魔させて頂いているのに」

　トレイスの申し出に遠慮するアリシアだが、しかし彼は気にしないで欲しいと優しく笑う。

「大丈夫だよ、姉さんがいた時はずっと」

　何の気なし、という風に口から出した言葉にトレイスは自分ではっとした顔をする。自分自身の言葉に傷ついたような表情になると、彼は視線を斜めに落としてこう言った。

「……ごめん、女の子がここにいるのは久しぶりだからかな。ほら、もうお休み」

　優しさと強引さが混じり合ったその声には、微量の悲しさが含まれていた。どことなく逆らいがたいものを感じさせる雰囲気と、何より時間的にもうまぶたが限界で、アリシアは言われるままに平たい木の板で出来た寝台に潜り込んだ。







　寝台は少し土つち埃ぼこりの匂においはしたが、寝心地がそれほど悪いということもない。慣れない森歩きの疲れもあり、アリシアはごくあっさりと寝入ってしまった。

　翌朝早くに彼女の瞳ひとみを覚まさせたのは、ライセンの屋敷にいた時と同じ馬のいななきである。しかしぱちっと眼を開けたのと同時に、「トレイス、いるか！」という大声が聞こえアリシアはきゃあと叫んで飛び上がった。

「何だ？　女の声が聞こえたぞ」

　意外そうな声とともに、小屋の中に入ってきたのは武装した数人の男たちだった。一人だけ妙に身なりが良く、毛皮の縁取りのあるマントをひるがえし偉そうに内部を見回している。

「代官殿。一体なんです、こんな朝の早くから」

　同じく眼を覚ましたらしいトレイスが、素早く男たちの前に進み出て険のある声を出した。代官、と言えば領主に代わり税の取り立てをする役人のことだが、とりあえず眼め鏡がねをかけたアリシアが見る限りこの男の方がカシュヴァーンよりも偉そうに見える。

「何ですかではないだろう。お前が一向に税を納めないから、この私がわざわざ取り立てに来てやったのだぞ」

　その言葉にトレイスは更に表情を険しくした。

「規定の税はすでに納めておりますでしょう。……ライセン公爵が決められた税は、年収の三割……」

　彼が言い終わる前に、代官が連れていた男たちがトレイスの腹を殴りつける。ぐっ、と息を詰めた彼を代官は蔑さげすむように見た。

「ああ、お優しい領主様がお決めになった分はな。だが分かるだろう？　トレイス。それっぽっちの取り立ての中からでは、代官の重責に見合う報酬は賄えぬとな！」

　その大声に合わせ、二度、三度とトレイスの腹に左右から拳こぶしが入る。寝台の上で茫ぼう然ぜんとしていたアリシアは、思わず彼の側そばに駆け寄った。

「何をなさるの、トレイスはもう税を払ったのでしょう!?　一度に取り立てられる額が少なくても、長い眼で見ればきちんと納税する人は大事にした方が、きゃっ！」

　いきなり代官に腕を摑つかまれ、アリシアはびっくりして声を上げてしまった。そのままぐいっとあごを取られ、値踏みするようにしげしげと顔を覗のぞき込まれる。

「何だこの娘は。お前の恋人か？　堅物で通っているお前が意外だな」

「違う！　やめろ、その子は関係ない！」

　血相を変えるトレイスを部下に押さえさせ、代官は捕まえたアリシアの全身をじろじろと眺め回した。

「肌はきれいだが、どうにも冴さえない小娘だな。ふん、トレイスの女などしょせんこの程度か……まあ年は若いし、使えんこともないか」

「やめろ！」

　叫ぶトレイスの前髪を、代官は空いた手で摑んだ。苦しげに歪ゆがんだ顔を覗き込み、彼はにやにやしながら言う。

「やめて欲しいのならば、お前の恋人の分の税もきっちりと払ってもらおうじゃないか。もちろん滞納した分の罰金も耳を揃そろえて納めてもらうぞ」

　薄笑う瞳には加虐的な光がある。難癖としか思えぬその言葉の奥には、陰湿な恨みの感情がひそめられているようだった。

「噂うわさじゃお前は、公爵と何やら縁があるらしいがなあ！　そんな甘えはこの私には通用せんぞ！」

「……誰がそんなことに甘えるものかッ……！」

　叫び返したトレイスの横面を、代官は激しい音を立てて張り飛ばす。口の中を切ったらしく、その唇から血が流れるのを見てアリシアは小さく息を飲んだ。

　物語の中でなら、このような光景に遭遇したことはある。目の前で花婿を殺されたことさえある。

　しかしまるっきりふざけて寝転がっているようだったブライアンと違い、トレイスは明らかにじわじわといたぶられているのだ。とても見ていられず、アリシアは一生懸命叫んだ。

「やめなさい！　こんなことはカシュヴァーン様も、ええと多分お許しにならないわ！」

　暴君暴君と何度も聞かされている彼のことである。少々どうかしら、という気分も入り混じっての叫び声は、代官たちの笑いを誘っただけだった。

「お前の女まで公爵様の縁者気取りか！　思い上がるのもいい加減にしろよ、それともこの女も公爵様から頂いたのか!?」

「違いますわ。私はカシュヴァーン様の妻です！」

　なおもトレイスに加えられる暴力を止めようとアリシアは言った。これには代官はもちろんトレイスも驚いたらしく、一瞬の静寂が小さな小屋の中を満たす。

「な……んだと、おい、何だこの女は頭がおかしいのか!?」

　汚い物にでも触れたように、代官はアリシアを振り払った。その場に投げ出されたアリシアは、転びこそしなかったものの派手に地面にお尻を打ちつける。

「あ、いたた……あらいけないわ、借り物の服なのに」

　変装用の服が汚れるのを気にするアリシアに、トレイスはひどく悲しそうな顔をする。

「妻……そうか、やっぱり……まだそんな風にだましているのか、かわいそうに……」

　またもひとりで何かに納得しているトレイスを尻目に、代官は忌いま々いましそうな声を出した。

「そういえば公爵は結婚したと触れ回っていたが……相手はあの死神姫だろう？　その姿は夜空に輝く青白き月が如ごとし。冷気を帯びた美び貌ぼうは男の心を凍てつかせ、しかし捕らえて離さない……とかいう話だぞ。なんて図々しい女だ」

「あら、それはいい方の噂ですわね」

　思わず言ったアリシアだったが、今度はトレイスが目を剝むいた。

「結婚!?　カシュヴァーン様が、あの死神姫と!?」

　どうやらそのことを知らなかったらしい。何が何だか分からなくなったアリシアの耳に、再び馬のいななきが聞こえてきたのはその時だった。







「妻泥棒のところに、更に税泥棒が入っているとは驚きだな」

　代官たちが開け放していた扉から差し込む光が遮られ、黒い影が小屋の中に流れ込む。はっと戸口の方を向いたアリシアの瞳に映ったのは、太陽を背負って立つカシュヴァーンの姿だった。

　逆光になっているせいでその表情は分かりにくい。しかし低い声の調子と全身から漂う冷気だけで、彼の機嫌はアリシアにさえ容易にうかがうことが出来た。

「こ、公爵、様……」

　干上がったような声を出す代官をじろりとにらみ、カシュヴァーンは一言つぶやく。

「強公爵」

「……はっ、ライセン、強公爵閣下ッ。いや、これはその、と、取り立てを……！」

「そいつはきちんと税を支払っていると、俺は台帳を見て確認しているがな。ついでに裏で貴様が俺について何と言っているかも知っているぞ」

　冷え冷えとした言葉を吐いて、冷たい気配と共に黒い男が小屋の中に入ってくる。ようやく解放されたトレイスがずるずると地面に座り込んだのをちらと一いち瞥べつした後、カシュヴァーンは自主的にその場に膝ひざを折った代官一派を見下ろした。

「一度の忠告では足りなかったと見える。やはり貴様の代官の任は解いておくべきだったな」

　どうやらこの代官、トレイスに行ったような無体を見つかったのは今回が初めてではないようだ。長靴の先で地面に這はいつくばった相手の頭を軽く小突いたカシュヴァーンは、次の瞬間腕を伸ばし代官の立派なマントを引っつかむ。

　そのまま引きずり上げられた瞬間、首が絞まったのだろう。うぐ、と苦しげな声を上げるのに構わず、カシュヴァーンは彼を引きずって小屋の外に引きずり出した。

　いつしか霧は晴れていたようだが、弱い陽光に照らされた地面は湿気を含んだままだ。霧に湿った水っぽい土の上に、カシュヴァーンの靴跡と代官が泥まみれになって引きずられた跡が深々と刻まれていく。

　外には領主の見回りの供と思われる十騎ほどの騎馬兵、及び騒ぎに気づいて集まったらしい農民たちが何十人も遠巻きにしていた。カシュヴァーンは馬から降りて待機していた二人の部下に代官を左右から拘束させ、森の地面に無理矢理四つん這いにさせた。

　カシュヴァーンの後を追い、小屋の外に出たトレイスとアリシアの前で領主はすらりと剣を抜いた。手慣れたしぐさで代官の、マントをまとった首筋に狙ねらいをつけて剣を振り下ろそうとする。

「さい、裁判を求めます！」

　流れるような一連の動作に逆らうすべを持たなかった代官が、そこに至って激しく身をもがきながら叫ぶ。

「わわ、私はこう見えて遠く男爵の血を引いておるのですぞ！　こう、いや強公爵様の懐を潤すため、私は必死だったんです！　任を解かれるだけならまだしも、このようなやり方はあまりに、あまりに……！」

　領主といえども独裁者ではない。農民たちの中でのもめごとならとにかく、ある程度の地位を持つ者には国王の裁判所で裁かれる権利があるはずである。

「分かった。では裁判を行おう」

　あっさりとうなずいたカシュヴァーンは、茫然としているトレイスとアリシアを見て命じた。

「トレイス、その方の眼をふさいでおけ」

　言った瞬間、空気を切る音がした。同時に横合いから伸びてきたトレイスの手が、アリシアの両目を覆う。

　暗くら闇やみに覆われた視界の中、絶叫と刃やいばが肉を切り裂く音と液体が飛び散る音が響き渡った。そして最後に、カシュヴァーンの淡々とした声が聞こえてきた。

「国王陛下の手をわずらわせることもないだろう。領主の命に背き、身勝手な税の取り立てをした罪により貴様は死刑だ。以上で裁判は終了とする」

　面倒な儀式は嫌いだと、婚儀の際も彼はそういえば言っていた。処刑も含めての裁判の終了を告げたカシュヴァーンの声に続き、何かを引きずる音が聞こえてきた。

　震えるトレイスの手が下がり、開けたアリシアの視界の中にはすでに代官の姿はない。しかし彼がいた付近の地面には赤黒い染みがあり、カシュヴァーンの剣から垂れる同じ色をその部下が手際よくぬぐっているのが見える。

「新しい代官の任命は、追って通達をする。あいつに不当に税を取り立てられた覚えがある者は、その旨ひとまず村役人に申請をしておけ」

　周りに集った農民たちを見回し、言い渡したカシュヴァーンは次いでこうつけくわえた。

「あのような不心得者を今までのさばらせておいたのは、領主である俺の責だ。朝も早くから騒がせて悪かったが、もう一つやることが残っている」

　言い終えた彼が近づいてくる。眼をぱちぱちさせながら夫を見つめていたアリシアの側まで来るやいなや、大きな手がぬっと伸びてきた。

　次の瞬間頰ほお骨ぼねが鳴る鈍い音が響き、トレイスの体が数歩分ほど横に弾はじき飛ばされた。

　ただでさえ散々殴られた後だった青年は、声を上げる暇もなくぬかるんだ地面に突っ伏す。

「まずは言い訳を聞こうか、トレイス。領主の妻に手を出した言い訳をな」

　妻、という言葉に農民たちに動揺が走る。彼らが口々につぶやくあれが死神姫、という言葉には幾つもの意味がありそうだったが、アリシア本人はそれどころではない。

　なにせ固めた拳の横でなぎ払うようにして思いきり殴られたトレイスは、まだ口がきけない状態なのだ。ぽかんとしていた彼女は、一拍遅れ慌てて夫に取りすがった。

「お待ちになってカシュヴァーン様、私がいけないんです。ええと、私が外に出たいと言って、トレイスは私をフェイトリンに連れ帰ってくれるって」

「……フェイトリンに連れ帰るだと？」

　事態の一番まずいまとめ方をした台せり詞ふの中、最も聞き捨てならない一言にカシュヴァーンの眼光がますます鋭くなる。彼は今度はアリシアに何か言おうとしたが、その時トレイスがふらふらと起き上がりカシュヴァーンの服の裾すそを摑んだ。

「そ、その子……いや、その方に、これ以上ひどいことをするのはやめて下さい、領主様……」

　すでにだいぶひどいことをされたトレイスの茶色い瞳には、強い光が宿っている。

「死神姫と結婚とは……あなたのやりそうなこと、ですが……その方は……いえ、その方でも誰でも……これ以上、あなた方の、犠牲になるべきでは、ない……」

　濡ぬれた泥が体にも顔にも髪にも飛び散った、みじめな姿の彼をカシュヴァーンは無言で見返す。そしてもう一度手を振り上げ、今度は反対側の頰を容赦なく殴った。

「カシュヴァーン様っ」

　声を上げるアリシアをカシュヴァーンは完全に無視している。

「お前も相変わらずだなトレイス。そんなに俺のことが信じられないか」

　またも倒れ伏したトレイスを見下ろし、彼は冷たい声で言い放った。

「アリシアを妻に迎えたのは、俺の領主としての権限を強化するため。いまだ成り上がりだどうだとぎゃあぎゃあうるさい連中が大好きな、高貴な血とやらを我がライセンの血に加えるためだ。引いてはそのことが、アズベルグ全体の平和に繫つながる」

「平和」の一言にトレイスは切れた唇を嚙かみしめる。どの口が言うのだ、と思っていることは明らかだったが、カシュヴァーンは同じ口く調ちようで続けた。

「さっきの代官のような勘違いをした連中を、一々粛清していては面倒が過ぎるからな。個々の貴族どもが好き勝手にやっていた時代はとっとと終わらせたい。そのためには多少の強引さもやむなしだ」

「……そうですよ」

　震える声が不意に上がった。声がした方を向いたアリシアは、乳飲み子を抱えた若い母親がおずおずと領主に頭を下げるのを見た。

「ライセン様は……怖い方、ですけど……でも……でも、理不尽なだけの支配は、なさいません」

　彼女の声は明らかに怯おびえている。しかしその怯えには尊敬と感謝の念も同時に込められていた。

「分を守っていさえすれば、ちゃんと守って下さります。あの代官などとは大違い……」

「そうだぞ、トレイス。前の領主様とも違うんだ」

　最初の女の声につられたように、別の男が今度はトレイスに話しかける。

「お前の姉のことは気の毒だった。だけどリリアはもう戻らないんだし、家族を失ったのはお前だけじゃないんだぞ。お前は公爵様の幼おさな馴な染じみみたいなものじゃないか、そのお前がなんで……」

「うるさい、どうして皆この方を信じられるんだ！　分からないのか、怖くないのか！　どんどんあの方に似てくるのに！」

　聞き分けのない子供のようにトレイスが叫ぶ。

「あの方？」と思わずアリシアは聞き返し、「あの方に似てくる」と言われた夫を見上げた。

　その瞬間、彼女は思わず息を飲む。

　どうやらトレイスにあらぬ嫌疑をかけているらしいカシュヴァーンの顔つきは、小屋に入って来た時点で穏当とは言い難かった。しかし今彼がトレイスを見る、その目つきに比べればよほどましだった。

「……その、眼、ですよ」

　怯ひるみを表情に覗かせながらも、トレイスは痛々しく腫はれた顔をカシュヴァーンから逸そらさずに言う。

「ずっとあなたの側にいた私だからこそ、言えることがあります。領主になってあなたは変わった」

　拳を握り締め、彼は震える声を絞り出した。叫んだためにさっき切った唇の端からまた血が流れ始めているが、悪い熱に浮かされたような言葉は止まらない。

「ええ、分かっています。ただ優しいだけでは領主は務まらない。めちゃくちゃだったこの地の支配を正すため、あなたがどれ程努力されているかも。……ですが、感情だけはどうしようもない……！」

　おとなしげな容姿とは裏腹の強い怒りと憎しみにトレイスの声は震えている。彼を見つめるカシュヴァーンの表情はいつしか先刻ほど恐ろしげなものではなくなっていたが、無表情に近いその顔からは内面にあるものを読み取ることが出来ない。

「お前はアリシアを俺の妻と知って、自分の家に連れ込んだのか？」

　慟どう哭こくのようなトレイスの言葉など、まるで聞いていなかったかのようにカシュヴァーンが問う。トレイスは一瞬眼を剝いたが、すぐに深く一つ息を吐はいて答えた。

「……あなたの奥様とは存じませんでした。ですが、あなたから逃がして差し上げようとしたことは事実です」

　くだくだしい言い訳を、彼はする気はないようだった。短くそれだけ述べた後、トレイスは自ら地面に膝を突き頭を垂れた。

「私は裁判は要りません。あなたの思うままの処置で結構です。もっともあなたの思う裁判を受けたところで、結果が変わるとも思えませんが」

　差し出された首筋を見下ろし、カシュヴァーンの手が腰の剣に伸びる。止めようとアリシアは手を伸ばしたが、それよりはるかに彼の動きが速い。

　思わず眼を閉じてしまったアリシアの耳に、がつっという鈍い音が響く。さっきと音が違うわと思いながらそろそろ彼女が眼を見開くと、またしても地面に横倒しになったトレイスが見えた。

「俺に対する暴言の数々については、これと税の一割増で勘弁してやろう」

　今度はトレイスの脇腹をしたたかに蹴け飛とばしたカシュヴァーンは、足を戻してそう言い放つ。

「お前は俺が定めた法に従い、課した税をきちんと支払っている。そうである以上お前も俺の領民だ。アリシアについては、迷子の妻を保護してくれたということにしておいてやろう」

　懸命に吐き気をこらえているらしき若者から眼を逸らし、彼はおもむろに妻の細い手首を摑んだ。

「ただし二度目はない。おい、戻るぞ」

　息を殺して主人のすることを見守っていた部下たちにカシュヴァーンはそう言った。よく訓練されているらしい彼らはてきぱきと動き始め、カシュヴァーンは振り返りもせずに一台の馬車へ向かう。

　昨日の夜ノーラが乗せてくれたものではなく、アリシアがアズベルグにやって来た時に乗った馬車だった。御者は同じくロセで、冷たい無表情の主あるじとその妻が近寄って来るのを何か言いたそうな顔をしながら黙って待っている。

　先にアリシアを乗せ、続いてカシュヴァーンが乗り込むと騎馬兵に囲まれた馬車はすぐに出発した。先程の農民たちが頭を下げて見送っているのをアリシアは窓の外に見たが、トレイスの姿は見つからなかった。

「さて、我が妻よ。今度はお前の言い訳を聞こうか？」

　言われて夫の方を向いたアリシアは、思ったよりもずっと近い位置にカシュヴァーンの顔を見つけた。その顔は先にトレイスが口を滑らせた時ほど冷たくはないが、昨日アリシアの頭を撫なでて笑った男と同一人物とは思えない。

「勝手に出歩くなと俺は言い、あなたは分かったと答えたはずだ。その舌の根も乾かぬうちに、ごていねいに変装までして屋敷を抜け出すとは恐れ入ったぞ」

　突然の来訪には驚かされたものだが、カシュヴァーンは元々アリシアを探してこのあたりに来ていたのだろう。そこに不当な税の取り立てをしている代官を見つけ、ついでに始末をつけたというわけだ。

「ごめんなさい……」

　他にどうしようもなく、素直にアリシアは謝った。

「あの……私、カシュヴァーン様がどんな風にお仕事をしていらっしゃるか知りたくて。ごめんなさい」

「つまりは俺の暴君ぶりを知りたくて、か。では今回のことは、実に有意義だったわけだ」

　皮肉げな瞳は不穏な輝きを秘めている。その輝きに触発されて、アリシアはついこう聞いてしまった。

「トレイスの言っていたあの方って、前の領主様のことですか？」

　先の話の流れからするとそういうことだろう。しかし彼女の言葉を聞いた瞬間、カシュヴァーンの目つきは一気に険しくなった。

「アリシア。あなたは俺の何だ？」

　逆に問い返され、アリシアは素直に答える。

「妻です」

「そう、金で買われたな。つまりあなたはどうあっても、俺の機嫌を損ねるわけにはいかない存在だ。分かるな」

　言いながら彼は手を伸ばし、アリシアの髪に触れる。農民のような服が妙に似合っている彼女の髪の触り心地は気に入っているらしく、その指先の動きは不気味なくらいに優しいが口から出る言葉は鋭く冷たい。

「いいかアリシア。今後二度と俺に逆らうな」

　有無を言わせぬ口調でカシュヴァーンは命じる。

「もしもまた勝手に屋敷を抜け出すような真ま似ねをしてみろ。俺はあなたに首輪をつけるか、さもなくば足を斬きらねばならなくなる。分かったな」

「……はい、分かりましたわ」

　恐ろしい脅し文句にアリシアは素直に首を縦に振る。ただし彼女がより恐ろしく思い出していたのは、ティルナードが自分を連れ戻すとわめいた際にカシュヴァーンが口にした違約金のことだった。

「ならいい」

　うなずいたカシュヴァーンは、ふっと息を吐いて前を向いた。瞳を閉じ、唇を閉ざしたその横顔は何か考え込んでいるようである。

　どことなく疲れているように感じられる顔を見ながら、アリシアはもう一つ聞いてみた。

「トレイスは、カシュヴァーン様のお友達ですの？」

「……大概学習しないな、あなたも」

　再び眼を開いたカシュヴァーンは、呆あきれたように彼女を見た。

「好奇心旺おう盛せいなのは結構だが、俺の機嫌を損ねさせるなと今言ったばかりだろうが」

「あら、ごめんなさい。トレイスのことはお嫌いなのですね」

　そう言って謝るアリシアに、カシュヴァーンはかすかに眼を見張った。なぜか苦笑いした彼は、手を伸ばし今度は彼女の肩を抱く。

「俺より先にあいつと一晩過ごした訳だが、何もされなかっただろうな」

　言われてアリシアは、されるがままに抱き寄せられた状態で首を振った。

「いえ、別に」

「だろうな。他の男ならとにかく、あのトレイスだからな……」

　あの、という彼の言い方には、幾つかの感情が込められているようだった。懐かしさ、親しみ、一種の誇らしさ。

　だがそれら全すべての感情を閉め出すように瞳を閉じて、カシュヴァーンは小さく息を吐いて命じる。

「……トレイスのことを聞くのも禁止だ。分かったな、アリシア」

　もう一つ増えた禁止事項に、アリシアは好奇心を抑えてこくりとうなずいた。







　屋敷に戻ったアリシアとカシュヴァーンをノーラが待ち受けていた。ライセン夫妻が広間に入ってくるのを見るなり、彼女はすっ飛んで来てわざとらしく胸の前で両手を組み合わせる。

「まあまあ奥様！　もう、心配いたしましたのよ！」

「ええ、ごめんなさいねノーラ」

　約束通りに責めることもなく、鷹おう揚ように微ほほ笑えむアリシアの全身をノーラはじろじろと眺め回す。外傷もなく、それほど疲れている様子もなく、特に気落ちしている様子もないことを確認し、メイドは探るような声を出した。

「……思ったよりもお元気そうで安心しましたわ。カシュヴァーン様が早めに見つけて下さったようで良かったですわね」

　ちらちらとカシュヴァーンの方を見ながらの台詞に彼は意味ありげな含み笑いをする。隣の妻の細い肩を軽くノーラの方に押しやってから、彼は何食わぬ顔で言った。

「ノーラ、早速だが俺の奥方にもう少しましな服を着せてやってくれ。贅ぜい沢たくをしないのは美徳だが、程度というものがあるはずだ」

「……は、ええ、はい」

　状況をうかがうようにノーラはうなずき、言われるままにアリシアを連れて歩き出す。カシュヴァーンも自室へ戻るつもりらしく、二人の後から階段を昇り始めた。

「それと、ノーラ。俺は自分の分をわきまえない奴が嫌いだ」

　微妙に緊張したノーラの背に、カシュヴァーンは後ろから声をかける。

「自分の欲望に忠実な女は嫌いじゃないが、これにも程度というものがある。あまりやり過ぎないようにしろよ」

　それだけ言って彼は暗い廊下を曲がり、自分の部屋の方へと消えていった。薄暗がりに溶け込むような黒い男の背中を見送り、アリシアは強こわ張ばったノーラの横顔に不思議そうな声を出す。

「ノーラ、どうしたの？　何だか汗をかいているみたい」

「……いえ、何でも。それより奥様こそ、本当に大丈夫なのですか。あの、旦だん那な様にものすごく怒られたりとか、ぶたれたりなどなさいませんでした？」

　むしろそれを期待しているようなノーラの問いに、アリシアはトレイスの小屋での光景を思い出しながら答える。

「私は大丈夫よ。怒られて殺された人と、怒られてぶたれた人ならいたけど」

　ぎくりと表情を強張らせるノーラに、アリシアは少し迷ってから尋ねた。

「あのね……ノーラ、トレイスって知ってる？」

「トレイス？　いいえ、存じませんわ」

　驚いたように言われ、アリシアはそう、とつぶやいた。

「ノーラは知らないのね……じゃあいいわ。あ、私が聞いたってことはないしょにしておいてね。でないとノーラも首輪をつけられたり、足を斬られたりするかも」

　カシュヴァーンに言われた脅し文句をそのままつぶやく奥方に、ノーラはさらに引きつった顔をしている。だがアリシアは自分の考えごとに頭がいっぱいだ。

　　薔ば薇らの廃園。

　　前の領主。

　　トレイス。

「ひどいわカシュヴァーン様ってば、面白そうなことばかりお話しして下さらないんですもの。ああ、それにしてもあの薔薇園……」

　折しも例の廃園がちらりと見える位置に来たために、アリシアは思わず未練を口から出してしまった。それを聞き留め、怯えていたノーラの瞳がきらりと光る。

「……奥様。以前もおっしゃってましたけど、奥様はあの廃園にそんなに興味がおありなのですか」

「ええ、そうなの！」

　ぱっと顔を明るくし、アリシアは弾んだ声を出した。

「だってね、今にも崩れそうで幽霊が出ておまけに近づいてはだめなのよ！　ぜひ中に入ってみたいわよね！」

「さ、さようでございますか。では……」

　何か考えるようにわずかに上を向いてから、ノーラはもったいをつけた口ぶりでこう言った。

「もしもよろしければ、今度私が中にご案内しましょうか」

「え、本当!?」

　それは嬉うれしそうにアリシアは叫ぶ。しかし次の瞬間、彼女は珍しく声の調子を落として続けた。

「……でも、だめよ。カシュヴァーン様にばれたら違約金を取られちゃう」

　少しは学習したらしいアリシアの様子に、ノーラはここぞとばかりに優しい口調で言った。

「大丈夫ですわよ、カシュヴァーン様はお忙しい御方。また今度にでもあの方が領地の見回りに出ていらっしゃる間に、こっそり見てくればばれませんわ」

「まあ、それはいい考えだわ！」

　再びアリシアの表情がぱっと明るくなった。

「ですけどほら、何度も申し上げますけどこのことは」

「ええ分かってるわ、ノーラ。大丈夫、あなたが言ったなんて言わないから」

　晴れやかな笑顔になると、アリシアはノーラを見上げて嬉しそうに礼を述べた。

「本当にありがとうねノーラ。あなたがカシュヴァーン様の愛人で良かったわ！」

「……それはどうも」

　新婚三日目の花嫁にそう言われ、愛人は曖あい昧まいな相あい槌づちを打った。







　その日結局、カシュヴァーンは見回りに出ることはなく部屋にずっと閉じこもっていた。従ってアリシアも薔薇園に案内されることはなく、実家から持ってきた古びたドレスに着替えた後は屋敷の中をうろうろと歩き回って時を過ごした。

　大雑把にしか案内されていない屋敷の中を、入念に見て回れば結構新しい発見がある。自作の地図に書き込みを入れながら過ごすと、時間はあっという間に過ぎていった。

　これでこの屋敷の中できちんと見て回っていないのは、裏の廃園、それにカシュヴァーンの部屋のみ。主の私室は普段は鍵かぎがかけられており、今日は彼は部屋にいるが試しに近づいてみたらカシュヴァーンが普段連れ回っている配下のひとりに止められてしまった。

「お、奥様、あの、旦那様のところに行こうとしてらっしゃいますか？」

「ええ」

「今はおやめになった方がいいです。奥様も危ないですし、その……私どもにも危険ですので、おやめ下さい」

　どうやらカシュヴァーンの機嫌はあまり良くないらしい。彼の言いつけを破って連れ戻されたすぐ後ということもあり、アリシアはおとなしく引き下がった。

「分かったわ。教えてくれてありがとう」

　言われてカシュヴァーンの配下は、今まで無視を決め込んでいた奥方と口をきいてしまったことにいまさら気づいたようだ。だがアリシアは別に気にした様子もなく、礼の言葉を残してその場を立ち去った。

　夕食の時間になった頃、アリシアは台所へ行ってみた。料理人たちは夕食の準備をしていたが、屋敷の主や奥方のために正規の会食の準備をしているという訳ではなさそうだった。

「カシュヴァーン様のお食事は？」

　昼食の時も聞いたことを中年の料理人に尋ねると、返ってきたのは同じ台詞だ。

「旦那様は、食事は部屋でおひとりで取られたいそうです」

「あら、そうなの」

　そう言われてアリシアは、食事の盆をもらって自分も部屋に持っていく。今日はカシュヴァーンが屋敷にいるので彼女の分も作ってもらえはするのだが、彼が部屋にこもっているのでアリシアもひとりで食事をしなければならない。

　ノーラがいっしょに食べないかなと思ったのだが、彼女は他のメイドたちと食事を取っているらしい。使用人と奥様が同じ席に着くなどとんでもありませんわ、と言ったノーラはアリシアを着替えさせて以来どこかに行ってしまったままだ。

「やっぱりお食事って、誰かと食べた方がおいしいわね……」

　カシュヴァーン、ティルナード、ユーラン、トレイス。両親が亡くなって以来ひとりの食事に慣れたアリシアと最近食事を共にしてくれた者たちの顔を思い浮かべ、彼女はぽつりとつぶやいた。







　次の日の朝のことである。

「一度ぐらいは、出しゆつ立たつのご挨あい拶さつをした方がいいわよね」

　本日はきちんと目覚めたアリシアは、身なりを整え部屋の外に出る。夫の見送りは妻の務めの一つだろうし、それに彼が今日出かけてくれればノーラに手引きしてもらいあの廃園に行けるかもしれない。

　そんなことを考えながらとりあえず一階の広間に降りようとした矢先、罵ば声せいと怒鳴り声が外から響いてくる。驚く彼女が階段の上から見下ろす中で、屋敷の扉が荒々しく開けられた。

「ライセン！」

「ぼっちゃん、ぼっちゃんだめですってば！」

　アリシアがライセンの屋敷に来た日の再現のようだ。乱暴に扉を開き、内部に侵入して来たのはティルナード。すぐ後ろにひょろりと背こそ高いものの、その分おろおろすると情けなさが際立つユーラン。

　おまけにその背後には、翼の紋章をつけた護衛兵に入り混じり、豪華な衣装に身を包んだ見知らぬ男たちが多数くっついていた。ティルナードの部下とは思えぬ彼らは、先頃カシュヴァーンが処刑した代官にどこか雰囲気が似ている。

　ただし激しい怒りに燃えるティルナードと違い、彼らは明らかにびくびくしていた。例の翼持つ怪物の像を見つけて、口の中で清めの聖句を唱えたりしている者もいる。

「何の騒ぎだ」

　騒動を聞きつけたらしく、カシュヴァーンが現れた。見回りに出るつもりで準備をしていたのだろう、いつもながらの軍服めいた黒い衣装に身を固め威風堂々と広間へ降りて来る。

　領主の登場により、侵入者たちの勢いは弱まった。しかし後ろから押されているらしく、勢いを弱めながらも増え続けている招かれざる客たちを見て、カシュヴァーンは瞳を細める。

「これは面白い取り合わせだな。年若いレイデン伯爵はとにかくとして、領主の館やかたに何の連絡もなく押しかけてくる貴族がアズベルグにこれだけいるとは驚きだ」

　皮肉に口の端を歪め、カシュヴァーンが視線を巡らせた。すると近隣の貴族たちらしい一群はさらに怯えた表情になり、てんでばらばらに眼を逸らした。

「いや、その……」

「我々は、ですね。その……先頃あなたが行ったことに対して、抗議を……いや、本当はまずは使者を出し、順序立てて……あの」

　こうして押しかけて来たのは本意ではないと言いたいらしい。以前までの調子であればティルナードもいっしょに腰が引けそうなものだが、本日の彼は様子が違った。

　言い訳を並べる貴族たちの中からひとり、ずいっと前に進み出て来る。怒りのためにか頰には赤みが差し、普段より健康そうに見えるぐらいだ。

「聞いたぞ！　貴様まともな裁判もせずに代官を、それも男爵家に縁ゆかりの代官を斬っただと!?」

　その言葉にカシュヴァーンはほう、と片かた眉まゆを上げた。

「レイデン伯爵は意外に耳ざとくていらっしゃる。しかしそのようなこと、本来あなたのお耳にお入れするようなことではないでしょうが」

　責めるような視線を向けられて、ユーランは震え上がりまたぽろぽろと余計なことを漏らした。

「ひいいすいません！　私もお止めしたのですが、ぼっちゃんは実際の支配の様子を見てみたいとおっしゃってお出かけに……！　遠く聞こえてくる噂だけで十分あなたの横暴ぶりなど分かっておりますはずですのに、あわわわわ」

　怯えて暴走する後見人を尻目に、ティルナードはさらにカシュヴァーンに歩み寄った。

　頭一つ分背の高い男の胸倉を、彼は大胆にも引っつかんで食ってかかる。

「話には聞いていたがこれほどまでとはな！　おまけに貴様、いっしょにいた農民はお咎とがめなしで済ませたそうじゃないか！」

　その言葉にぴくりとカシュヴァーンの表情が動く。しかし頭に血が上っているティルナードは彼の反応に気づいていないようだ。

「そいつはアリシア様をさらったと！　なのにそいつはお咎めなしで、代官は死刑とは何事だ！　身びいきもいい加減にしろ！」

　ティルナードにことの次第を教えた者の言い方が悪かったのか、それとも元々カシュヴァーンに持っている偏見のせいか。どちらにしろかなり偏った眼を通した事実を、ティルナードは大声でまくし立てる。

「聞いたぞ！　トレイスとかいうその農民は、貴様の幼友達だそうだな！　はっ、公明正大な領主が聞いて呆れる！　きちんと言い分も聞かず、身分ある者を野蛮な暴力でッ」

　悪い熱に浮かされたような言葉がぶつりと途切れた。

　ティルナードの胸倉を摑み返したカシュヴァーンが、一息に彼を持ち上げたのだ。

　ぐっ、と詰まった声を上げたティルナードの足先が床を離れる。カシュヴァーンは己の眼の高さまで引き上げた顔を、トレイスを恐れさせたあの眼で見つめた。

「俺はトレイスにもきちんと落とし前をつけさせた」

　抑揚のない声で低く吐くと、彼はもう片方の手を握り作った拳をティルナードの頰に触れさせた。

「ああそうか。高貴な血を引く御方には、農民へのあの程度の扱いは暴力と認められないという訳だな」

　骨の浮き出た硬い拳で、カシュヴァーンはそう言いながらこつこつと若者の頰骨を叩たたく。当りをつけるようなそのしぐさに、ティルナードのやせた体がぶるぶると震えるのがアリシアにも分かった。

「ぼ、ぼっちゃんっ……やめ……公爵、いけません、その方に暴力はやめて下さい……！」

　はっとしたようにユーランが叫ぶが、カシュヴァーンの眼はティルナードにひたと据えられたまま。ティルナードも吊つり上げられた格好のまま、四肢をばたつかせることさえ出来ずに茫然と眼の前の男を見つめている。

　そのさまはさながら狼おおかみに捕らえられ、引き裂かれる運命を悟った子うさぎのようだ。迫り来る牙きばを頭では理解していながらも、心を先にその牙にかけられてしまった。もはやみじめな抵抗をすることもかなわない。

　屋敷内に入り込んだ他のアズベルグの貴族たちも、全員来るんじゃなかったという顔をして震えている。やはり血は争えないと、誰かが口にした言葉がアリシアの耳をかすめた。

「ユーラン様……！」

　ティルナードの護衛兵のひとりが、指示を仰ぐように彼を呼ぶ。しかしそうしている間にも、カシュヴァーンの淡々とした言葉は終わりを迎えようとしていた。

「ではきっとあなたも、同じ扱いを受けても我慢が出来るだろう」

　握られた拳がいったんティルナードから離れ、また近づいていく。トレイスにしたのと同じように、カシュヴァーンはなぎ払うように大きく腕を振った。

「父様、母様ッ……！」

　ティルナードの叫び声、殴られる音、倒れる音。

　それら全ての音がやんだ時、後頭部にカシュヴァーンの拳を受けたユーランが彼の足下にうずくまっていた。

「あっ、たっ、たっ……！」

　殴られた頭と転がった際に打ちつけた足を押さえながら、ユーランは涙目でうなっている。一方彼に庇かばわれ床に転がったティルナードは、少し離れた床の上に丸くなりぶるぶると震えていた。

「ユーラン様！」

「司教様！」

　警備兵たちやアズベルグの貴族たちがいっせいに青ざめる。ユーラン本人も死にそうな顔をしているが、彼は懸命にカシュヴァーンを見上げこう訴えた。

「ぼ、ぼっちゃんは……暴力は、だめなんです……」

　真っ青になって震えているティルナードを背に庇い、ユーランは深々と殴られた頭を下げる。

「家を焼かれ、家族を殺されて……その時の恐怖を、ずっと忘れられないでいらっしゃる……ライセン公爵、後見人として私がぼっちゃんの非礼をお詫わび致します、どうか……」

　黒髪をぐしゃぐしゃにした状態で、震える声を絞り出す瘦やせた青年の姿をカシュヴァーンは黙って見下ろしている。彼の顔つきから険は消えていなかったが、続けて蹴りを繰り出すような様子はない。

「そ、それと……高貴な血を引く引かないを問わず、いきなり処刑というのはあ、あんまりでは、ないでしょうか……」

　しかしおずおずと続けられた言葉を聞いた時、またカシュヴァーンはぴくりと眼の端を反応させた。発言者であるユーランは彼の顔をまともに見るのが怖いのだろう、頭を下げたまま微妙な上目遣いの状態でしゃべり続ける。

「あなたが斬ったあの代官は、あなたの父君の代から職についていたとお聞きしております……身勝手な取り立てには確かに問題があるにしても、彼には裁判を受ける権利があったはずです。それに、たとえ処刑されるにしても翼を賜る儀式を」

「翼、翼な。お前らの商売道具の話か」

　ユーランの言葉に強引に割って入り、カシュヴァーンはそう吐き捨てる。先のティルナードのそれがうつったように、黒い瞳は熱を帯びて強く光っている。

「何ということを！　あ、あなたは本当に神を信じていないのですか!?」

「商売道具」という表現にぎょっとした様子で叫び、ユーランはまともに顔を上げてカシュヴァーンを見た。途端に異様な輝きに満ちた瞳にまっすぐ射抜かれ、ひいっと喉のどを鳴らすがカシュヴァーンは止まらない。

「お前たちの言うことが正しいのなら、なぜ下克上が起こった。なぜ聖女アーシェルの血を引く、神聖にして高貴な家の方々が農民どもに焼き討ちに遭う羽目に陥った！」

　怒鳴り声に、ユーランの背中に隠れた状態のティルナードがびくっと震える。ユーランも彼の怯えを感じ取ったらしく、ひな鳥を庇う親鳥のように大きく手を広げながら懸命に言い返した。

「それは……世が乱れ、人々の心が神から離れたからです。かつてアーシェル様が迫害を受けたあの頃のように」

「答えは簡単だ。〈翼の祈り〉の教えが下らない、役に立たないものだと皆が気づき始めたからだ。死後の世界を人質に、現世での苦行を強いる貴様らの教えは貴族や王族に都合のいい方便に過ぎないとな！」

　ユーランの台詞を一いつ蹴しゆうし、カシュヴァーンはそう言い切った。

　広間内は水を打ったように静まり返り、レイデン主従のみならず押しかけてきた貴族たちもライセンの屋敷の使用人たちもその場に縫い止められたように動けない。

　下克上のはやりにより、確かに〈翼の祈り〉の教えは以前に比べればその力を失った。自分たちはアーシェルを害した者たちの子孫であり、その罰として支配を受けるのは当然であるといった考えに農民たちが反発して起こった風潮であるからだ。

　だが長くこの国のみならず周辺国家をも支配して来た教えの力は、そう簡単になくなってしまいはしない。生活習慣の一部となった宗教への漠然とした信仰心は、多少の濃度の差こそあれ誰の胸にも根づいている。

　呆あつ気けに取られて夫のしていることを見守るアリシアの胸にさえも。けれどやはり一番彼の言葉に衝撃を受けたのは、〈翼の祈り〉の教えを体現する役目を持つ聖職者のようだった。

「……あなたは……何という、かわいそうな方だ……あなたのような方のためにこそ、我々の教えがあるというのに……」

　カシュヴァーンへの恐れを衝撃が上回ったのか、ある意味いつもの通りにユーランは失言をしてしまう。

　瞬間カシュヴァーンは眼を見張り、長靴に包まれた足を持ち上げるそぶりを見せた。だがティルナードがまた父様、とつぶやいて震え、ユーランが自分も震えながら彼を抱き抱えるのを見て眉をひそめてこう吐き捨てるにとどめる。

「俺は死後の翼など要らん。人間は死んだらそこで終しまいだ！」

　激しい声で断言した後、カシュヴァーンは顔面蒼そう白はく状態の貴族たちを蔑みの眼で見た。

　折しもライセンの警備兵たちが侵入者たちを制止しようと多数やって来たところだったのだが、領主の眼光を浴びた彼らまでいっしょになって動きを止めてしまう。

「こんなおぼっちゃんに先陣を切らせないと、押しかけて来ることも出来ないのか。お優しい領主様の支配にすっかり慣れきってしまったようだな。貴公らの顔は覚えたぞ。申し開きは後で聞く、さっさと出て行け！」

　マントの裾をひるがえし、言うだけ言った彼は踵きびすを返して階段を昇っていく。使用人たちが顔を見合わせるなか、館の主は誰とも眼を合わさずに歩み、自室の方へと消えていった。

「な……何という御方だ！」

「不ふ遜そんにも程がある、いずれ天罰が下るに違いないぞ……！」

　出て行けと言われた貴族たちも、口々にそんなことを言いながらばたばたと去っていく。カシュヴァーンに天罰が下ることを望みつつも、己の手でそれを成す頭はないらしい彼らだった。

　やがてカシュヴァーンが残した冷気の名残も消えていき、広間内の空気の強張りも解けていく。

　どうしたものか、と思いながら、アリシアは一気に脱力した様子のレイデン主従の側へ近づいていった。出番を失ったレイデンの警備兵も慌てて両者に駆け寄っていく。

「レイデン伯爵様、ユーラン様、あの……大丈夫ですか？」

「あ、は、は……何とか、あ……いたたた」

　アリシアの呼びかけにへらりと笑って答えたユーランだが、今になって殴られた場所の痛みが蘇よみがえってきたらしい。また後頭部を押さえてうめき始めた。

「あ、あああ、痛い、とんでもなく痛いです……私無事ですか……？　このへんがちょっとへこんだりしていないでしょうか……」

　殴られたあたりを手で押さえ、ユーランは泣きそうな声を出す。

「ううん、へこんでいるかどうかは触らないと分かりませんわ。触ってもいいですか？」

「いえっ触らないで下さい！　……あの、ティルぼっちゃん、大丈夫ですか……？」

　手を伸ばしてくるアリシアから逃げようとしたユーランの後ろでは、ティルナードが警備兵たちに手を貸されながら無言で立ち上がった。黒い床に映るその顔は血の気が引いて真っ白だが、体の震えは何とか収まったようだ。

「ああ、ご無事で何よりです……もう、いけませんよぼっちゃん。全くあなたは、私がしないで下さいと言うことばかりなさるんですから」

「……うるさい、余計な真似をしてくれたな。お前だって暴力は苦手なくせに」

　ぶすっとした顔で一言吐くと、ティルナードは小さな声でつけ足した。

「……全く、やめてくれよな、弱いくせに。お前までいなくなったら、僕だってちょっとは傷つくんだぞ」

「ぼっちゃん……嬉しいです。あああ、それにしても痛いです……」

　感動と痛みに瞳を潤ませている後見人から、ティルナードはおもむろにアリシアへと視線を移した。

「アリシア様、これでお分かりになったでしょう。ライセンは横暴で傲ごう慢まんで、身勝手で乱暴者の暴君だ」

　カシュヴァーンをけなす言葉の羅列が、かえって恐怖の記憶をあおったらしい。ぶるっと肩を震わせたティルナードは、それをごまかすためにも語気を強めてしゃべる。

「やはりこれ以上、あなたをここに置いてはおけない。僕といっしょに逃げましょう」

　切羽詰まった表情でうながされても、アリシアはすぐに首を振る。

「いえ、ごめんなさい。それは出来ないわ」

「例の違約金の話ですか？　それはまあ確かに、国一つに匹敵するような金などさすがに払えませんが……ですがそんなもの、あいつをどうにかしてしまえば……」

　小声でつけくわえられた物騒な提案にも彼女はやっぱり首を振る。

「ええ、お金のことはもちろんです。ですけど私、カシュヴァーン様の妻ですもの」

　あまりにもあっさりと口にされた言葉に、ティルナードは逆に驚いた顔をした。

「……夫を支えるのは妻の務め、ですか……ご立派な心がけですが、あいつは自分の妻をさらった男を、その……殴っただけで済ませるような男ですよ」

　殴られそうになっただけで恐慌状態に陥ったティルナードは、途中微妙に言葉をごまかしながら反論した。だがアリシアはトレイスのことを思い出してさらに首を振る。

「いいえ、私さらわれたりはしておりませんわ。フェイトリンに連れ帰られそうにはなりましたけど……そうね……そうよ、やっぱりカシュヴァーン様にとって、トレイスは大事な人なんですわ」

　アリシアもアリシアで、後半の台詞は完全にひとりごとになっていた。その部分を聞き留めたティルナードがさも疑わしそうな顔をする。

「大事な人？　馬鹿な、ただの下らない身びいきでしょう。あいつには大事なものなんかないんです。神を信じず、地方伯の名誉を金で買い、自分勝手にやりたい放題。意見出来るような立場の者をいっさい側に置かない、最悪の独裁者ですよ」

　言われてみればアリシアも、カシュヴァーンが使用人などに何かを相談したり意見を求めたりしている姿を見たことがない。婚儀を広間でやったのも、代官を斬ったのも全て彼の独断だった。

　しかしそれでもアリシアは、ティルナードに言われるままにここから出て行こうとは思えなかった。

　誰の意見も聞かぬまま、ひとり自室へ戻っていったカシュヴァーン。昨日の馬車の中でも見た、厳しい横顔ににじんだ疲労が一段色濃くなっていた気がする。

　没落を受け入れられぬ時代遅れと蔑まれ、それでも必死に見栄を張ろうとあがき続けた両親。彼らにどこか似た横顔が何だか頭から離れない。

「大事な人……そうですか、あの方にもそんな可か愛わい気げが……あわわ、私がこんなこと言ったって言わないで下さいね！」

　またもうっかり口走ったユーランは、慌てた拍子にまたぶたれたところが痛くなったらしい。あいたたた、とうめく後見人を見上げ、ティルナードは深いため息を吐いた。

「……あなたのお気持ちは分かりました。僕の間抜けな後見人に手当の必要もありそうですので、この場はいったん失礼いたします」

　言うなりティルナードはさっさと歩き出す。ユーランもアリシアに一礼し、まだ痛そうにしながら警備兵たちを従え屋敷の入口の方へと歩いていった。

「おいユーラン、僕にいい考えがあるぞ」

　外へと出て行きながら、ティルナードが小走りに走ってきた後見人にささやく。一方のアリシアはそれに気づくことなく、こわごわと近寄ってきたノーラを見て挨拶をした。

「あらノーラ、おはよう」

「……おはようございます奥様。どうなさいましたの、これは。カシュヴァーン様はなんでユーラン様を殴ったりしたのです……？」

　言われてアリシアは、ティルナードたちが押しかけてきたことを彼女に話して聞かせた。アリシアの言葉は肝心な部分がはしょられたり余計な表現がくっついたりしていたが、ノーラは併せて近くにいた別の使用人たちにも話を聞いた。

　大体のことを理解したノーラは、恐ろしそうに二階を見上げてぶるっと身を震わせた。

「まあ……そんなことが。ということはカシュヴァーン様は、当分部屋からお出にならないでしょうね」

「そうみたいね」

　昨日もそうだったが、カシュヴァーンは何事かあると自室に閉じこもる傾向があるようだ。これではまたあの廃園には行けないわね、と思いながら、アリシアはふと思いついてこう言った。

「そうだわノーラ、今こそノーラの出番よ」

「……は？」

　いきなり話を振られてノーラが変な声を出す。

「カシュヴァーン様、とってもお疲れみたいなの。だからノーラ、行って慰めて差し上げて」

「何で私が？　今のカシュヴァーン様をですか!?」

　冗談じゃないとメイドは叫び、他の使用人たちもいっせいに怯えた顔をする。だがアリシアは平然と言った。

「だってノーラはカシュヴァーン様の愛人でしょう？　旦那様の心と体を癒すのが愛人の役目だわ」

　もっともな発言である。一瞬ノーラは非常に悔しそうな顔をしてこうつぶやいた。

「……くっ、やりますわね、やはりただのお嬢様ではないですわ……」

　非常に買いかぶった台詞を口にしてから、彼女はそうだ、と言った。

「そうですわ奥様、今こそ奥様の出番ですわよ！」

「私？」

「本当に旦那様が疲れ、苦しんでいらっしゃる時、頼りになるのは愛人などではありませんわ。ここはやはり、正妻である奥様がお慰めになるのが正しいのでは？」

「ああ、そうね」

　ごくあっさりとアリシアは納得の様子を見せた。

「分かったわ。それじゃ行ってみましょう」

　言うなり本当にすたすたと二階に上がろうとしたアリシアを、中年の料理人が引き留めた。

「お待ち下さい奥様！　あの……い、行かれるのでしたら、せめて何か持ってお行きになったらいかがでしょう」

「ダン！」

　ノーラが慌てたように彼の名を呼ぶ。しかし先日アリシアの料理の手並みに感心していた料理人は、構わずこう続けた。

「お出かけの前だったので、カーシュ……いえ、旦那様はお食事がまだなんです。奥様は大層料理がお上手だ。喜ばれるかもしれませんよ」

「そうね、おなかが空すくと余計いらいらするもの。ありがとう、ええと、ダン」

　にこっと笑ったアリシアは、方向転換して台所に向かう。手伝おうとその背を追っていったダンを見送り、ノーラはふん、と息を吐き出した。

「……ダンを味方につけましたか。けれど無駄よ、あの状態のカシュヴァーン様の側に近寄って無事だった人間はいないんだから」







　昼なお暗い廊下を歩き、深皿片手のアリシアはカシュヴァーンの部屋に辿たどり着いた。

　普段から広さに見合う使用人のいない屋敷内はがらんとして見えるのだが、現在の主の私室のあたりと来たらまるで墓場のようだ。カシュヴァーンの不機嫌を悟り、使用人たちはどこかで息をひそめているらしい。

「まだお昼前なのにこの雰囲気っていうのも、逆にいいわねえ」

　そんなことをつぶやきながら、アリシアは金で縁取りをされた漆黒の扉を軽く叩いた。

「誰だ。いい度胸だな」

　つっけんどんな誰すい何かの声に、彼女は素直に名乗る。

「アリシアです」

　ややあって、扉が薄く開き中からカシュヴァーンがぬっと顔を出した。先の去り際よりも幾分その表情から険は取れているが、単に訪問者の意外さに驚いたせいもあるようだ。

「……あなたか。どうしたんだ、一体」

「ええと……すごくお疲れのようでしたから、妻としてお慰めしようと思いまして。はい、これ」

　慰め、の一言にカシュヴァーンは眉を寄せるが、差し出された深皿とそこから立ち上る芳香にますます変な顔をした。だが全くいつも通りに見える妻と見慣れぬ料理入りの皿とに視線を行き来させた後、諦あきらめたようにふっと息を吐く。

「……ここに来るなとも、飯を持ってくるなとも言っていなかったな、そういえば」

　追い返す気力も失うせた、という感じではあったが、とにかくもカシュヴァーンはアリシアを室内に迎え入れてくれた。







　部屋に入った瞬間からきょろきょろと視線を巡らせたアリシアの眼に、まず飛び込んで来たのは毛足の短い絨じゆう毯たんの優しい緑だった。壁も薄い灰色の石で覆われていて、他の部屋と同じように黒いのは天井のみ。

「……俺が疲れている、な」

　妻の言葉を復唱しながら奥の文ふ机づくえに向かう、カシュヴァーンの背後の窓を覆う緞どん帳ちようも緑。あちこちに据えつけられた翼ある怪物の像すらない。

　とにかく黒と赤とで構成された屋敷内とは打って変わって、主の私室はいっそつまらないぐらいに平凡な印象だった。広さもさほどなく家具は文机と小さな卓、後は隅に寝台があるだけである。

「アリシア？」

「え、あっ……ええと、普通のお部屋ですわね」

　まず自分の感想を出してしまった妻に、机に座ったカシュヴァーンは小さく笑んだ。

「屋敷全体が悪趣味で統一されているからな。せめて自分の部屋ぐらい、まともなものにしておきたいんだ」

　私なら逆だわ、と思いながら、アリシアは山積した書類の山を避けて彼の前に深皿を置く。中身は手当たり次第に色々なものを混ぜ込んだシチューであり、朝から食べるには胃に重いかもしれないが栄養はたっぷりだ。

「わざわざご苦労なことだな、奥方。誰があなたをここへよこした？」

「いえ、私が自分で」

　アリシアがそう答えると、カシュヴァーンはそうか、とちょっと意外そうな声を出した。

「気を遣わせて済まないな。俺はそんなに腹が減った顔をしていたか？」

「おなかが空いたと言いますか……とってもお疲れのようでしたから。そういう時にお食事を取らないと、もっと疲れてしまいますわ。ましてカシュヴァーン様、食べる物がないわけじゃないんですから」

　死ぬ直前、アリシアの父母も疲れ果てていた。

　お前をいい家に嫁がせるためには持参金が必要だと、まだ十を過ぎたばかりの娘に対し二人は繰り返しそんなことを言った。いやしくもフェイトリンと肩を並べられる家は限られている、あの家がいい、いや、こっちの方がいい……

　名を出された名家の人々が聞いたなら、多分失笑されて終わりだっただろう。だが両親は大真ま面じ目めであり、そのためには一ゼダルも今無駄にはできないと繰り返す。

　食べる物もろくにないのに、最後の最後まで見栄と体裁を最優先事項として生きていた。一人娘のためにと意地を張り続け、疲れて疲れて疲れ果てて二人とも死んだのだ。

　それに引き換えカシュヴァーンは金持ちだ。食べるものは台所にあふれている。疲れている時はしっかり食べてぐっすり眠る。これに限る。

「……まあそれはそうだが、料理人に無理をさせてしまったようだな。わざわざ新作を作ってくれたのか」

　アリシアのような小娘に説教を食らったのが気恥ずかしかったのか、彼はぼそぼそと反論をする。見慣れぬ料理をダンの気遣いの結果として見たようだが、アリシアは首を振ってこう答えた。

「いえ、それは私がさっき作ったものですから。あ、お口に合うかどうかはまた別ですけど」

「おま……あなたが？」

　更に意外そうな顔になったついでにカシュヴァーンが口を滑らせた。そんな彼にアリシアはにっこり笑った。

「お前で結構ですわ。私たち年も離れていますし、私はカシュヴァーン様に買って頂いた身です。気を遣って下さらなくて構わないんですのよ、とっても良くしてもらってるんですから」

　カシュヴァーンは真顔になってアリシアを見て、それからゆっくりと深皿に入っていた匙さじを手に取った。中身をひとすすりしてみて、彼は軽く眼を見開き声を上げる。

「うまい」

「良かった」

　ほっとしてアリシアも声を出した。幾分冷めてはいるだろうが、冷めても多少時間を置いても大丈夫なようには作ってあるつもりだ。せっかく作った食事、残されたり捨てられたりしてしまってはあまりにももったいなさ過ぎる。

　一口食べて逆に空腹を思い出したのか、カシュヴァーンはしばし無言でシチューを食べた。黙々と食べ進む彼の姿を、アリシアは私の分も持ってくれば良かったと思いながら見つめていた。

　程なくきれいに皿を空にしたカシュヴァーンの表情は明るくなっていた。のみならず彼が妻を見る目つきには、揶や揄ゆのない賞賛の色が現れ始めていた。

「……本当に変、いや、変わった女だな、お前は。さっきのあれを見て、よく直後に俺の部屋に来ようなどと思える」

　わざと先程の光景を思い出させるような言葉にも、アリシアはにこにこしたままだ。

「少しはお元気になられたようで良かったですわ。お食事を取らないといらいらしますものね。カシュヴァーン様はとても忙しい御方ですし、お疲れの上にお食事もしないと倒れてしまわれますわ」

　その言葉を聞いたカシュヴァーンは、少し含みのある声でつぶやく。

「俺は別に、腹が減っていらいらしたからあいつを殴ったわけじゃないんだが」

「分かっています。トレイスのことを言われたからでしょう？　……あら」

　ユーランがよくするように、己の失言に気づいたアリシアは思わず声を上げる。カシュヴァーンの目つきも瞬間鋭くなったが、それこそ満腹になったせいだろうか。呆れたように小さく息を吐いただけだった。

「全く、口の軽い連中はどこにでもいるものだ。それともまだまだ俺の支配力が足りないのか。伯爵家のおぼっちゃんに余計な口を滑らせた馬鹿を、後で探しに行かないとな」

　きな臭いものを漂わせた台詞を聞き、アリシアは少し考えてから続けてこう言った。

「ねえ、カシュヴァーン様。やっぱりトレイスは、カシュヴァーン様の大事なお友達なのでしょう？」

　その、全然懲りも学習もしていない質問にカシュヴァーンはあ然とした顔をした。

「……本当に俺の支配力などまだまだだな。言いつけ一つ妻に守らせることも出来ないとは」

　げんなりした様子で何やら反省している彼だが、質問自体を拒否する様子はない。アリシアもアリシアで、これまでの経緯を思い出してしゃべるのに夢中であまり夫の様子に気づいていない。

「幼馴染みってどなたかがおっしゃってましたわね。ということはトレイスは、以前はここにいたのかしら。それともカシュヴァーン様があの村にいらしたの？」

「……あいつがここにいたんだ」

　もはや止めても無駄と悟ったか、やけになったようにカシュヴァーンは答えた。アリシアをお前呼ばわりし始めたせいか、話題のせいか、その口調は次第に砕けてきている。

「あいつはな、その昔姉と一緒にこの屋敷に下働きとして仕えていたんだ。他に年の近い使用人がいなかったから、昔は結構仲が良かった」

「そうですの。でもなぜ今は仲がよろしくないの？」

　単刀直入な質問にカシュヴァーンは黙る。この質問はだめだったかしらね、とアリシアが思ったあたりで彼は意味ありげに小さく笑った。

「あいつは俺が、怪物になったと思っているからさ」

「怪物？」

　興味をそそられる単語が出て来たので、彼女は思わず嬉しそうな声を出してしまう。しかしカシュヴァーンは聞き返された言葉に答えず、さらに謎なぞめいた台詞を口にした。

「よくある物語の中では、悪い怪物は人間の王子様なんぞが死ぬ気でがんばれば勝てることになっているようだがな。だが俺とトレイスが知っている怪物は、言葉も論理も通じないどうしようもない化け物だった」

　むしろアリシアが好んで口にしそうな話題を、彼は淡々としゃべり続ける。鋭い黒い瞳の底に、トレイスやティルナードを怯えさせたほの暗い光が浮かんでは消えた。

「だから俺も怪物になるしかなかったんだ。だからあいつがどう思おうが仕方がない」

　訳が分からないままアリシアは夫の顔を見るが、彼はさあどうする？　とでも言いたげなふざけた笑顔で見返してくるばかりである。そこでアリシアはもう少し考えを巡らせてからこう問いかけた。

「カシュヴァーン様は、またトレイスと仲良くしたくはないのですか？」

　ふざけた笑みが彼の顔から引っ込んだ。しかし答えはない。

「だけどカシュヴァーン様は、トレイスの気持ちを尊重していらっしゃるのね」

「……なんでそう思う」

　乾いた声で問い返されて、アリシアは素直に思うままを答えた。

「だってカシュヴァーン様はアズベルグの暴君と言われていて、何でも思うままに出来る御方なのでしょう？　その気になればトレイスに首輪をつけてお屋敷まで引っ張っていって、足を斬って閉じ込めておくですとかそういうこともできるはずですわ。後はそうですわね、三角木馬に座らせるとか水みず桶おけに何度も頭を突っ込んだりとか」

　水みな底そこの国に行くことを最も恐れる〈翼の祈り〉を拝する国々の人々にとって、水にまつわる死に方は一番避けたい死に方である。しばらくの沈黙を挟んだ後、カシュヴァーンはやけに瞳をきらきらさせて語ったアリシアを見てこうつぶやいた。

「……仮に俺がトレイスなら、そんなことをする奴とは絶対に友達に戻りたくないが」

「でしょう？　ですからカシュヴァーン様は、トレイスの気持ちを考えて連れ戻さないのですわ」

　妙な自信にあふれた態度で言い切られ、カシュヴァーンは無言になって妻を見た。そして彼は、参った、と言うように小さく笑った。

「そうかもな……」

　妙に潔い言葉の割に、カシュヴァーンの顔には諦めの気配があった。願ったところできっとそうはならないと、すでに知っているとでも言うように。

「だがあいつは、たとえ首輪をつけて引きずろうがそう簡単には俺の元には戻らない。おとなしそうに見えて案外頑固で融通が利かない奴だし、それに……あいつと俺は、神様に対する見解が違いすぎる」

　満腹になったためか、一時明るくなっていたカシュヴァーンの表情はまた陰りを帯び始めていた。彼の口から出た神様という単語に、アリシアは先の広間での出来事を思い出す。

「ねえカシュヴァーン様。カシュヴァーン様は、どうしてそんなに〈翼の祈り〉の教えがお嫌いですの？」

　相も変わらず何のひねりもない質問にカシュヴァーンは押し黙った。わずかに口を開きかけた後、彼は答える代わりに逆の質問をよこしてきた。

「アリシア。お前は〈翼の祈り〉の教えが好きか？」

　質問に質問で返されたことを別段追及もせず、アリシアは素直に考え込む。

「そうですわね、あんまり好きとか嫌いとかは考えたことはないですわ。馴染み深いものではありますけど」

　貴族と王族による支配の根源を成す国教については、もちろん幼い頃から聞かされてきた。ただしカシュヴァーンも言っていたが、かの教えが絶対のものであったのも今は昔。

　聖女アーシェルを迫害した者たちの子孫であり、死ぬまでその罪を償う定めのはずの農民たち。彼らによる反乱を抑えきれなくなった国は、彼らの一部に爵位という飴あめを与えてなだめすかした。つまりは農民たちの主張の正当性をある程度は認めたのだ。

　そうしなければシルディーンという王国自体が瓦が解かいしてしまっただろうことは、地方伯を始めとする旧来の貴族たちも一応理解はしている。しかしそうは言っても納得できない部分は残り、かえって彼らの心が国王から離れる原因にもなってしまった。

　同じことは〈翼の祈り〉教団にも言える。新興貴族たちに対しても、教団側は旧来の貴族たちと同じくよほどの悪行をしでかさぬ限り死後の翼は与えられるという見解を公表していた。

　武力により地位をもぎ取った成り上がりどもにただで翼をやろうと言うのかと、アリシアの両親などはことあるごとに嘆いたものだ。結果貴族たちの心は教団からも離れ、それによりますます〈翼の祈り〉の影響力が落ち、農民たちが水底の国行きを恐れる気持ちも更に薄らぐという悪循環に陥っている。

「だろうな。お前もまあ……まあ、名家のお嬢様だ。貴族には都合のいい教えだし、この国に生まれれば誰でも当たり前のようにすり込まれるものだものな」

　前半微妙に言葉を選んだカシュヴァーンだったが、後半の言葉には冷たい響きがあった。けれどアリシアはあまりそれに反応せず、そうですわね、と相槌を打って続ける。

「翼を買うのにお金が要らないのはありがたいと思いますわ。ですけど至高き国って、永遠の静寂と平穏に包まれた世界だそうですよね。それって少しつまらないような気もしますの。水底の国には人間を頭からばりばり食べるような恐ろしい怪物がたくさんいるそうですから、ちょっとそちらも覗いてみたいですわよね」

　観光地でも見て回るような気安い回答に、さしものカシュヴァーンも絶句した。やがて苦笑いして立ち上がった彼はアリシアの前にまでやって来て、小さな亜麻色の頭を優しく撫でる。

「そうかもしれんな。だが残念だが、お前は腐ってもフェイトリンの高貴な血を引いている。聖女アーシェルを庇ひ護ごした側がわの人間の子孫。よほどのことをしない限り、自動的に死後の翼をもらえる立場にある」

　語る声はかすかに低くなっていた。だがくすぐったそうにしているアリシアの瞳と出会うと、カシュヴァーンの眼の奥に浮かびかけていたほの暗い光は曖昧な笑みに取って代わった。

「欲しがる奴の手には入らず、要らない奴の手には渡る。上位の人間に尽くし続け、十二分に罪を償ったはずの敬けい虔けんなる信者は死して後も救われなかった。俺があの教えが嫌いなのはそういう理由だ、我が妻よ」

　先程怪物云うん々ぬんと語った時のように、彼はまた意味深長な言葉を並べただけで勝手に話を終えてしまった。だが言うだけ言って気が晴れたのか、その表情はさっぱりしたものになっている。

「さて、悪いが俺はまた出かけなければいけない。せっかく来てくれたのに悪いが、お前はもう部屋に戻れ」

　アリシアの頭から手を退どけると、カシュヴァーンは退出を促した。

「あら、残念ですわ。お時間があるようでしたら、お食事をご一緒して頂けないかと思っておりましたのに」

　まだ室内に漂っているシチューの匂においに誘われて、鳴ってしまいそうなおなかを押さえてアリシアはつぶやく。本当に残念そうな言葉を聞いたカシュヴァーンは、ふっと天井の方に眼を向けてこう言った。

「悪いな。だが今は時間もないし場所も悪いようだ。しかし夕食は……確約は出来ないが出来るだけ一緒にしよう」

「嬉しいです。やっぱり食事って、誰かと一緒に食べた方がおいしいですものね」

　本当に嬉しそうに表情を明るくした妻の頭にカシュヴァーンはもう一度手を伸ばし、子猫にでもするように撫でてやった。

















　第四章　全ては薔薇の下に







　それから数日は、特に何事もなく過ぎた。

　カシュヴァーンの部屋から普通に戻ってきたアリシアを見て、ノーラはひどく驚いた顔をしていた。これは他の使用人たちも同様で、特に彼女に主あるじの食事の好みを教えてくれたダンなどほとんど尊敬の眼めでアリシアを見つめていた。

　おかげでいつの間にか、カシュヴァーンが出かけていてもアリシアの食事は用意してもらえるようになった。嬉うれしくなった彼女はしばしば台所でそのまま食事をし、料理人たちを中心に徐々に使用人たちと口をきくようになっていった。

　それを面白くなさそうに見ているノーラに、例の廃園行きのことをアリシアはこっそり言ってみたがなかなか芳かんばしい答えが返って来ない。カシュヴァーンが領地の外れの方に行くと分かっている時でも、彼女は「いいえ今日はだめです！」と言い切ってしまう。

「今日はカシュヴァーン様、まだお出かけではないようね……」

　読みながら寝てしまった本を片づけ、寝台を抜け出たアリシアは冷たい黒い床にかかとを落としてひとりごちた。カシュヴァーンがいるのなら朝食を一緒に出来るのでそれは嬉しいが、でも彼がいるためにあの廃園には連れて行ってもらえない。

「トレイスのことだってそんなに怒られなかったし、こっそり行ったらだめかしらね……あら」

　ぶつぶつ言いながら階下に降りようとしたアリシアは、屋敷の扉が開いたのに気づいた。入って来たのはティルナード、ユーラン、そして……

「おいやめろ！　なんで僕らがこんなことしなきゃいけないんだ！」

　いつもと逆だ。先頭切って歩いて来るのはユーランで、彼を止めようとしているのはティルナード。

　横にもうひとり、粗末な身なりをした金髪の若い男がいる。緊張した様子で眼を伏せ、歩いてくる彼の名をアリシアは驚きとともに呼んだ。

「まあトレイス、どうしたの！」

「ああ、これはアリシア様」

　近寄っていったアリシアにのんびり笑って答えたのはユーランである。まだぎゃあぎゃあわめいているティルナードと無言のトレイスを従えたような状態で、彼はにこにこしながら尋ねてきた。

「ライセン公爵閣下はいらっしゃいますか？　実は先日の非礼のお詫わびをしたいと思いまして」

「おいこらユーラン！　僕を無視するな！」

「あ、痛いです痛いです、髪を引っ張られると先日へこんでしまった部分がうずくんです、あ、あああ、これは公爵」

　長髪の先を被後見人に引っ張られ、仰のけ反ぞりながらもユーランがそう言った。アリシアがつられて振り向くと、階段上にカシュヴァーンが呆ぼう然ぜんとした顔で立っているのが見える。

「……トレイス」

「カシュヴァーン様……」

　この屋敷で顔を合わせるのは多分何年ぶり、下手をすれば何十年ぶりのことなのだろう。再会した幼おさな馴な染じみは視線を交わし合った瞬間、双方共に痛みを感じたような顔をした。

「この間は、大変失礼をいたしました」

　やがてトレイスの方が口火を切り、その場に素早く膝ひざを折ると領主に向かって頭を垂れた。先頃裁判は要らない、と言った時と似たような体勢だが、彼の口から続く言葉はぎこちないながらも殊勝である。

「……長い間、私は下らない意地を張っていた気がします。あなたが一番大変な時期に、私はあなたを一方的に責め、離れた。なのにカシュヴァーン様は私を責めることもなく、他の者たちと平等に扱って下さっていた」

　黒い床を見つめてのつぶやきにカシュヴァーンはとっさの言葉を失っているようだった。無言のまま彼は視線を巡らし、にこにこしているユーランを見つけて低い声を出す。

「これはどういうことだ。貴様らの差し金か」

「違う！　こいつが勝手にやったんだ!!」

　叫んだのはティルナードだった。

「なんで僕がお前たちの友達ごっこの仲を取り持ってやらないといけないんだ！　トレイスもトレイスだッ、あんな扱いを受けておいてよく戻って来る気になれたな！　しかもユーランなんかに説得されて！」

　説得、の言葉にカシュヴァーンは驚いた顔をする。それを見てユーランは照れたような表情になった。

「いやあ、最初はぼっちゃんが言い出したんですよ。トレイスさんが公爵の大事な方というのが本当でしたら、トレイスさんに何かあればきっと公爵が傷つくだろうと……あわわわ」

　失言では済まされない発言にティルナードの顔色が変わる。カシュヴァーンの目つきも変わり、トレイスも微妙な顔をしているが、ユーランは急いでこうつけたした。

「いやでも、それは短絡的に過ぎるでしょうと。そこで私がこの方のところに通いまして、色々とお話を聞いたわけです」

　ここ数日おとなしいと思ったら、彼らはそんなことをしていたらしい。

「この方に話を聞いて、私は確信しました。トレイスさんはやっぱり公爵の大事なお友達なんですねえ。噂うわさの暴君も人の子……あわわわ、いえいえ、そんなことより」

　また余計なことを言ったユーランは急いでカシュヴァーンから眼を逸そらし、ひざまずいたままのトレイスを優しく見た。

「いかがでしょう公爵。このお屋敷には使用人があまりいないことは聞き及んでおります。あなたもずっと彼のことは気にされていたようですし、この際ここに戻ってもらっては」

　その提案にカシュヴァーンは軽く眼を見開き、それから無言でトレイスを見た。トレイスはまだ顔を伏せたまま、しかしユーランの提案を受けた格好で続けた。

「……図々しいお願いであることは承知しております。ですが私も、本当はずっとあなたのことが気になっておりました。村を離れ、意図的にあなたの情報を遮断するようにしておりましたが……そのせいで余計に、あなたに対する偏見を強めてしまっていた気もします」

　そう言うとトレイスは立ち上がり、貧しい身なりとは裏腹のきれいな一礼をする。洗練されたそのしぐさは、幼い頃より貴族の屋敷で働いていた故のものなのだろう。

「もしもカシュヴァーン様さえよろしければ、私をまたお側そばに置いて頂けませんか。幼馴染みだなどと甘えるつもりは毛頭ございません。他の使用人と同様、いえ、それ以下の扱いで結構でございます、どうか……」

「気に食わんな」

　ぼそりと、カシュヴァーンがつぶやく。

　トレイスとしても勇気のいる申し出だったのだろう。元からか細かった声は途切れ、彼は視線を斜め下に落として黙り込んでしまった。

「俺が散々戻って来いと言った時は無視したくせに、聖職者なんぞの説教は受け入れるのか。確かに昔からお前は、やたらと神様が好きだったが」

「そりゃあ説教は聖職者の得意技ですから。あなたのようにそんな頭ごなしに言いつけたのでは無視したくもなる、はわわわわ」

　余計なことまで嬉しそうにしゃべったユーランを、カシュヴァーンは不機嫌な目つきでじろりとにらんだ。慌ててティルナードの後ろに隠れるようとする彼に小さく舌を鳴らしてから、もう一言「気に食わない」と吐き捨てる。

「……も、申し訳、ありません。いまさら、本当に、図々しい、ことを……」

　頭上から降り注ぐ威圧感に耐えられなくなってきたらしく、耳元とうなじを赤く染めてトレイスが謝罪をし始めた。今にも逃げ出しそうな様子の彼に、カシュヴァーンはため息を吐ついて踵きびすを返す。

「なんでこんなに嬉しいんだ。腹が立つ」

　はっと眼を上げたトレイスに背を向けたまま、彼はふてくされたような声を出した。

「お前の部屋はまだ残してある。俺の部屋は二階だ、後で来い」

　あごをしゃくって傲ごう慢まんに言うものの、その口から出る言葉はすねた子供そのものだ。

「お帰りとは言わないぞ。そもそも屋敷から出してやった覚えはないんだからな」

　そのまま姿勢良く階段を上がっていく背中に、ユーランが思いきったように声をかけた。

「どうでしょうねえ。これで少しは、〈翼の祈り〉の教えもいいものだと思って頂けましたでしょうか？」

　トレイスを説得し、連れて来たユーランが一番言いたいことはこれだったようだ。カシュヴァーンは一瞬立ち止まったが、振り返りもせずに一言こう言った。

「調子に乗るな。他人の領地に勝手に居座る代金としては、これでもまだまだ足りないぞ。国王の免状があるからといっていい気になるなよ」

「……ははは、やっぱり」

　ティルナードの背に隠れてユーランは乾いた声を上げる。

「もっとも、あなたが感謝するとしたら私などではなくアリシア様にでしょうが」

　また歩き出そうとしていたカシュヴァーンの足が再び止まる。怪け訝げんそうに振り返った彼は、きょとんとしている妻を見て瞳ひとみを細めた。

「おいアリシア、まさかお前がそいつにトレイスの説得を頼んだのか？」

「はは、いえいえ。先日ここであなたがぼっちゃんに、ええと……まあその時に、アリシア様がおっしゃったのですよ。あなたがトレイスさんのことを大事に思っている、と。それで私もあなたにも大事な人がいらっしゃるのだ、と気づいた次第でして」

　殴られた云うん々ぬんの話をするとティルナードが怯おびえると思ったのだろう。珍しく失言を避けて、ユーランはきれいに話を結んだ。

「……ふん、なるほどな。では余計にお前たちに恩を着せられる義理はなさそうだ」

　案の定突き放されてもユーランは満足そうだった。視線を前に戻すその一瞬、カシュヴァーンの表情がどこか和らいでいたことに気づいたのだろう。

「まあ、でも、いいですよ。とりあえずこれで、先日のうちのぼっちゃんのお詫びは出来たと思いますから。さあぼっちゃん、戻りますよ」

　穏やかな声でうながされたティルナードだが、彼は差し出された腕を乱暴に払った。びっくりした様子のユーラン及び、まだ階段を昇る途中のカシュヴァーンやトレイスをにらみつけ大声で叫ぶ。

「何だこれは！　ふざけるな、僕はライセンに使用人の世話をしに来たんじゃないんだぞ!!　僕は……！」

　息を荒げて叫んだティルナードは、最後になぜかアリシアを見た。

「……今に見ていろッ、ライセン！」

　大おお股またに屋敷を出て行くティルナードをユーランが慌てて追いかけていく。いつもながらにぎやかな彼らの退場に軽く肩をすくめただけで、カシュヴァーンはさっさと歩いて行ってしまった。

「お帰りなさい、トレイス」

　広間に取り残されたトレイスに、アリシアは微ほほ笑えみながらそう声をかけた。途端に彼は恐縮した表情になり深く頭を下げる。

「奥様。あの、先日は知らぬこととはいえ大変失礼を」

「いいのよ。それより、やっぱりあなたもカシュヴァーン様のことを大事なお友達だと思っているのね。戻って来てくれて嬉しいわ」

　そこへことのなりゆきを見守っていたらしいノーラが近づいて来た。

「あなたがトレイス？　この間奥様にお聞きしましたけど……そう、カシュヴァーン様のお友達ですのね」

　メイド姿の彼女を見て、トレイスはうなずきこう言った。

「君は……見たことのない顔だな。そうか、そういえば新しい使用人も何人かは入ったという話だったか……」

　ひとりごちるトレイスに、アリシアはノーラを紹介した。

「トレイス、こちらはノーラ。私づきのメイドで、カシュヴァーン様の愛人よ」

「……は？」

　思いきり変な顔をしたトレイスに、ノーラもわずかに眼を逸らす。

「あの……愛人……ですか？　司教様にお伺いしましたが、アリシア様はカシュヴァーン様と結婚されてからまだそれ程……」

「ええ、私が妻となってからはそれほどたってないわね。でもノーラはここ何年も、カシュヴァーン様にとっっっても可か愛わいがってもらってるって」

「奥様」

　こほん、と咳せき払ばらいをし、ノーラは不必要なことはよく覚えている奥方の言葉を中断させた。

「カシュヴァーン様は、トレイスに部屋に来るようにおっしゃっていたでしょう？　あまり引き留めてはいけませんわ」

「ああ、そうね。ごめんなさいねトレイス」

　にっこり微笑み去っていくアリシアの背を彼はしばしあ然として見つめていた。何が何だかよく分かっていない様子のトレイスに、ノーラは親切な忠告をしてやる。

「変わった方なの」

「そ、そうだな……」

　そんな一言では言い表せないものを感じているらしく、彼はまだアリシアが去った方角を見ている。しかしそのうちダンなどの古参の使用人たちがトレイスの側に集まって来て、彼のことをよく知らないノーラはつまらなさそうにその場を離れた。







　トレイスが戻って来て以来、何となく屋敷の中の空気が変わったことがアリシアにも肌身で感じ取れていた。

「何だか楽しそうよね、カシュヴァーン様」

　自分も楽しそうに笑いながら、アリシアはまたも自作の地図片手に屋敷内の探索をしていた。

　今までずっとカシュヴァーンの側には、右腕というような存在がいなかったらしい。しかし今はトレイスが、控えめながらも大抵側にいてあれこれと話をしたりしている。

　勤勉で働き者の彼は何年かぶりに戻った屋敷にもすぐに馴染み、気づけば執事のような立場に収まっていた。普通いきなり戻ってきた男がそのような地位に就けば他の使用人が反発しそうなものだが、彼らはむしろトレイスがそういった立場になったことを喜んでいた。

　一つには、屋敷内にいる使用人たちの顔ぶれはトレイスがいたころとあまり変わっていないらしいため。もう一つはトレイスの存在が、時に激しいかんしゃくを起こす主と他の人々の間の緩衝材になってくれるため。

「カシュヴァーン様に意見できるような人間が、今までずっといませんでしたから。もちろん旦だん那な様の命に逆らうつもりなどありませんが、まあ、ねえ」

　曖あい昧まいに言葉を濁して語ったダンは、最後にアリシアに向かって頭を下げた。

「奥様がおっしゃって下さったから、司教様がトレイスを説得して下さったそうですね。本当にありがとうございます」

　特に何かした覚えなどまるでないアリシアだが、事態が良い方向に向かっていることは事実である。他の使用人たちもダンと同じ認識を持っているらしく、気づけば彼女は屋敷の奥方としてごく普通に接してもらえるようになって来ていた。どんな気取ったお嬢様かと思っていたんですよ、などと、今までの非礼を詫びた上で話しかけられることも増えてきた。

　代わりに態度が冷たくなって来ているのがノーラで、今日などアリシアは一度も彼女の姿を見ていない。

「ノーラ、どこに行ったのかしら。今日もカシュヴァーン様、お戻りにならないような感じなのに」

　アリシア的には何不自由のない生活の中、穏やかに過ぎていく時間は無論楽しい。しかし一方で相変わらず外には出られないため、嫌でも屋敷内にただ一つ残った未踏の場所に意識が向く。

　二階の端、ちょうどあの廃園が見えるところまで歩いてきたアリシアは未練を振りきって回れ右した。先日窓に顔を押しつけて一生懸命上から内部を覗のぞこうとしていたら、ノーラではない別のメイドに慌てて引き剝はがされたことがあるのだ。

　曰いわく、せっかく旦那様の機嫌を取って下さったのだからどうかまたあの方の機嫌を損ねるようなことはしないで下さいとのことだった。扱いは丁重になりはしても、あの薔ば薇ら園えんとそれにまつわることに関しては使用人たちの口は重い。

　けれど何度も何度も気になって見ているうちにアリシアはあることに気づいていた。

　禁じられた廃園には、どうも誰かが出入りしている気配がある。

　直接出入りする人影を見たわけではないのだが、まず建物中を覆う蔓つる薔ば薇らが入口の部分だけちぎれてしまっているのだ。遠目すぎて微妙だが入口の階段にも足跡がついているようで、そのためいよいよアリシアの好奇心はかき立てられてしまうのだった。

「それにしてもやっぱりお友達っていいものなのね」

　死神姫と呼ばれ始める以前から、見栄っ張りフェイトリンの娘として蔑さげすまれてきたアリシアには基本的に友達がいない。たまに同い年ぐらいの家の娘と話すことがあっても、興味を持っていることがあまりにも違いすぎて逃げられてしまうのが常だった。

　両親やヘイスダムは彼女の趣味を知ってはいたが、彼らも揃そろってそういう気味の悪い趣味はやめなさいと言うばかり。そういう意味でも、アリシアのしたいことに一定の理解を示してくれるノーラは貴重な存在だった。

「恋愛のお話も嫌いじゃないんだけどね……でも恋愛小説の中って、なんで皆さんあんなに気前よくお金を使うのかしら。拳こぶし大の宝石なんて重くて身に着けられないし、大き過ぎて換金も難しいのに……あら」

　一応いくつか読んだことのある恋愛小説の乏しい記憶を探っていたアリシアは、何の気なしに手元の自作の地図に眼を落とした。うろうろしているうちにカシュヴァーンの部屋の側まで来ていたのだが、そこで彼女はあることに気づいた。

「私が間違えて書いたのかしら。ううん、でも……こちらのお部屋、確かこの柱が奥の壁で……でも外の壁はもっと続いていて……」

　ちょうど今アリシアがいる場所に、物置に使われているらしき部屋がある。雑多ながらくたがいっぱいで奥まで入り込めなかったのだが、一番奥のはずの壁の向こうにまだ空間があるようだった。

「でも扉もないし、こちら側は確か窓もなくて……あら？」

　黒い壁をさわさわと撫なでながら進んでいたアリシアは、いつしか物置の隣の部屋との間にある隙すき間まに入り込んでいた。妙な構造だとは以前地図を書いた時から思っていたのだが、そこで彼女の指は更に奇妙な出っ張りを捕らえた。

　眼を近づけてよく見ると、黒い壁にぽつりと浮かび上がった赤い印。図式化された薔薇の紋が、アリシアのちょうど腰のあたりにひっそりとある。

「何かしら、これ……あ、ら、ら？」

　見知らぬ紋をまさぐった指先が、何かの拍子にすっと沈んだ。薔薇の紋が壁に埋まった、と思った途端、かちっという音がどこからか聞こえた。

「あらあら」

　薔薇の模様を中心にして、漆黒の壁に長方形の切れ込みが入る。それはそのままくるりと回り、アリシアは回転する壁に巻き込まれたような格好でその奥へと足を踏み入れた。







「あららら……」

　ちょっとよろよろしながら地図上の空白地域に入り込んだアリシアの、視界をかすめ銀色のものが過ぎた。

　記憶のどこかをひどく刺激するその色に続き、彼女の眼に飛び込んできたのは隠された部屋の内装と奥にかけられた二枚の絵だった。

　磨かれた黒い床。窓のない黒い壁。濡ぬれたような艶つやのある木材で作られた文ふ机づくえ、その奥には重たげな肘ひじ掛かけ椅い子す。闇やみそのもののような漆黒の空間のあちこちに、翼を持つ不気味な像がうずくまる。

　天井に取りつけられた豪ごう奢しやなシャンデリアが振りまく光さえ、広々とした室内に凝こごった闇をむしろ増強させているようだった。先日初めて見たカシュヴァーンの部屋よりも、ここの方がライセンの館やかたの主のものとしては相ふさ応わしかろう。

　それらのものよりなお忌まわしい空気を放つ二枚の絵のうち、一枚は男性の肖像画だ。黒髪に黒い瞳のなかなかの美丈夫だが、これを描いた絵師の技術がなまじ優れているせいだろう。内に抱えた病んだ部分が、特にこけた頰ほおと落ち窪くぼんだ瞳の鈍い眼光にぞっとするほどよく表れている。

　おまけにそこに描かれた男の顔に、アリシアは見覚えがあった。

「カシュヴァーン様？」

「うわ、この状況で俺のこと無視？　おっとっと、危ないって」

　思わず前に乗り出そうとしたアリシアの鼻先をくすぐる、かすかな甘い匂におい。そういえば、と思いながら声がした方を向けば、すぐ側に見知らぬ銀髪の少年がひとり立っていた。

　年のころは彼女と変わらないぐらいの、やや小柄で細身な少年だ。しかし体の線を浮き彫りにするようにぴったりとした、黒い袖そでなしの上着とズボンに包まれた肉体にひ弱な印象はない。しなやかな筋肉で出来たその腕の先には、細長い銀色の物が握られている。

　縫い物に使うような針を、形状はそのまま片手で真ん中を握り込めるぐらいの大きさにしたものだ。彼はアリシアが隠し部屋に入ってきたその瞬間、手にしたその針を彼女の首元に突きつけていたのだが、アリシアは絵に気を取られて今まで少年の存在に気づいていなかったのだ。

「あら、あなたはどなた？」

　当然と言えば当然、場違いと言えば場違いな台せり詞ふに、少年は端の切れ上がった大きな緑の瞳をぱちぱちさせた。そして面白そうに笑ったかと思うと、いきなり彼の手から針が消えた。

「俺はルアークっての。ああそうだ、あんた、死神姫。アリシアって言ったっけ」

　アリシアはルアークのことを知らないが、ルアークはアリシアのことを知っているらしい。

　と、アリシアが胸元付近にいきなり顔を近づけてきたのでルアークはびっくりした声を出した。

「あれ、何？」

「やっぱり。これ、肥料要らずの匂いですわよね？」

　先程鼻をかすめた甘い匂い。トレイスと初めて会った際、食べようとして怒られた猛毒の植物の妙に食欲をそそる匂いがルアークからかすかに漂っている。

「うわ、すごい。鼻いいね！　いやああんた、本当に変わったお嬢様だねえ」

　えらく嬉しそうに笑った彼の手元にまたあの針が出現する。降り注ぐシャンデリアの光にまぶしく光るその針を、ルアークはぷらぷらと振って言った。

「これにはね、肥料要らずの葉を煮詰めて精製した毒を塗ってあるんだ。どこにでも結構生えてる葉っぱだし、うっかり口に入れたりして死ぬ人も多いからね。色々ごまかしが利いて便利なんだよ」

「あら、そうなの。ところであなた、こんなところで何をしていらっしゃるの？」

　本来ならもっと前に出るべき質問に、ルアークはにこっと笑って答えた。

「俺はね、あんたの旦那を殺してくれって頼まれた暗殺者なんだ。あんたの元夫をやった時もこれを使ったんだよ」

　あっけらかんとした回答に、今度はアリシアが眼をぱちぱちさせる。そんな彼女の様子を見て、ルアークは面白そうに笑った。

「いやーしかし、あちこちうろちょろしてるのは知ってたけど、まさかあんたの方からここに入って来ちゃうとは思わなかったよ。あの勘のいいライセン公爵だって、この部屋のことは知らないっぽいのにさあ」

　言われてアリシアは、さっきの絵のことを思い出して振り返った。

「ああ、その絵はライセン公爵じゃないと思うよ。たまにこういう顔になってる時はあるけど、やばさの種類がまた違うよね」

「言われてみればそうね」

　のんきな会話を交わしてまたルアークの方を向いたアリシアの瞳に、ぴたりと据えられた銀の針。

　かつてブライアンが殺された際、花嫁のベールを巻き上げ行き過ぎた黒い影が彼女の記憶に残したのと同じ色。甘い猛毒をもまとったその色を、眼め鏡がねごしに眼を突くぎりぎりの距離に構えてルアークは低い声で問いかけてきた。

「怖くないわけ？　逃げようともしないけど。それとも怖すぎてもう動けないのかな？」

　近すぎて焦点がぼやけてしまうような位置にある針を見たまま、アリシアは言った。

「怖くないわけじゃないですけど……あなたの腕は私知っていますから。逃げようとしても無駄だと思いまして」

　どうにもならないことに対しては逆らわないのがアリシアの一貫した主義だ。名家に生まれながらどうしようもなく貧乏であるということについても、二回も花嫁として売り飛ばされたことについても、死神姫というあだ名がついてしまったことについても。与えられた状況で出来るだけ満足のいく結果を出すために動き、無理そうだったら諦あきらめる。

「あはは、褒めてくれてありがとう。ふーん、へえ、やっぱ変わったお嬢様だね、あんた」

　楽しげに笑う一方で、ルアークが手にした針は微動だにしない。人なつっこい笑顔には何の裏表もなさそうだが、殺人に使われた暗器を手にしてのものと思えばそれが逆に不気味だった。














「そういう流れに逆らわないとこは結構俺と似てるかも。俺も基本的に出たとこ勝負ってーか、ちょっと面白そうだなって思うとあんまり深く考えないで仕事受けちゃうからなあ。おかげでよく雇い主に消されそうになるけど、ま、それもこの仕事の醍だい醐ご味みだよね」

　またいずこかへと針をしまったルアークは、猫のように瞳を細めてアリシアを見やりながらつぶやく。

「だけどさ、じゃあ怒らなくていいの？　さっきも言ったけど、俺はあんたの前の旦那を殺したんだよ」

　言われて彼女は少し考え込んだ。だが胸の中を探ってみても、この少年に対する怒りは特に沸いてこない。

「私ってば悪い女ね、旦那様の仇かたきに対して全然怒る気になれないなんて。けれどそうね……バスツール様とほとんどろくにお話をしていないせいかしら。婚儀の最中にあの方は殺されてしまったし、何だか実感がなくて」

　素直すぎるほど素直な回答をルアークは気に入ったようだ。彼はまた楽しそうに笑い始めた。

「あはは、素直だねえ。普通貴族のお嬢様なら、噓うそでも泣き真ま似ねぐらいして見せるだろうにさ。しっかし悪い女って言葉似合わないね」

　こちらも無遠慮な台詞を吐いてから、ルアークはふと真ま面じ目めな顔になる。

「だけどあんたをまた未亡人にしちゃうのは、ちょっとかわいそうかな？　やれやれ、どうしようもない暴君殺しだって聞いたから、たまにはいいことしようかと思って受けたんだけどなあ。まあ前の旦那ともそんな感じだったんなら、今のが死んでも案外けろっとしてるかもね、あんた」

「あの、そのことなんですけど」

　先程ルアークは、いくらアリシアでも聞き捨てならないことを言ったのだ。とはいえそれほど力むこともなく、彼女はそれまでとあまり変わらない口く調ちようでこう尋ねた。

「あなた今度はカシュヴァーン様のお命を狙ねらってるの？」

「うん、そ。可愛いおぼっちゃんの頼みでさ」

　そう言うと、ルアークは意味ありげに視線を外へと流す。窓のない部屋の中ではあるが、彼の視線の延長線上にあるものに気づいてアリシアは驚きの声を上げた。

「もしかして、レイデン伯爵様のこと？」

「うん、そうそう。可愛いよねーあのぼっちゃん。ユーラン様だっけ？　あの司教様が世話を焼いちゃうのがすごく分かるんだよ。こうね、一生懸命偉そうにしてるんだけど常に空回りしてる感じがもう最高」

　にやにやしながら言った後、ルアークは何事か考える顔つきになった。

「だけどそうだなあ。ちょっと予定が狂っちゃって、ここに長く居すぎたかな。あんたもそうだけど公爵様もなかなか面白いし、もうちょっとこのままでもいいかなーとか思ってたけど……仕方ないか」

　そう言ってルアークはふっと眼を逸らす。その眼の先にはカシュヴァーンによく似た男の肖像画と、もう一枚別の絵があった。

　多分それは、女性の肖像画である。多分というのは赤いドレスと結い上げられた蜂はち蜜みつ色の髪以外の部分、つまりは顔と背後の薔薇と思おぼしき花が描かれた部分がずたずたに切り裂かれているからだ。

「それにあんたも、ああいう風になっちゃうかもしれないんだ。前のブライアンぼっちゃんもしょうもない男だったけど、あんたってつくづく男運悪いよね」

　不意に窓のない部屋の中で空気が動いた。聞こえてくるルアークの声が遠い。

　驚いて再度彼の方を振り向けば、一筋の銀の髪が半開きの回転扉の向こうに消えていくところだった。おどけたようにひらひらと手を振りながら、暗殺者は足音も立てずにいずこかへ消えようとしている。

「何だったら俺が責任取って、三度目の夫になってあげてもいいよ。じゃあねアリシア！　俺生きてる人と何度も顔合わせることって珍しいんだ、会えて嬉しかった！　良かったらまた会おうね！」

「あ、待ってルアーク！」

　慌ててルアークの後を追って回転する壁の向こうに戻ったアリシアだが、時すでに遅し。暗殺者の姿はどこにもなく、無人の廊下がただ広がっているだけである。一陣の風として出会った少年は、またも一陣の風としてあっという間に眼の前を吹き抜けていった。

「行っちゃったわ……」

　当惑したようにつぶやいたアリシアは、背後の壁が自動的に閉まる音を聞きながらとりあえず今しなければならないことを言った。

「止めなきゃ」

　時間にすれば本当に短かったルアークとの再会について、分からないことはたくさんある。けれどその中で一番肝心なのは、彼がブライアンと同じくカシュヴァーンを暗殺しようとしていることだ。

「まずカシュヴァーン様には言わないと……」

　口に出してみて、アリシアは眉まゆを寄せた。

「……いないのよね、そういえば」

　カシュヴァーンは本日もトレイスを伴って出かけている。金持ちの上に働き者、ますますすてきな旦那様、と一瞬のんきなことを考えていた時だった。

「奥様、そんなところに挟まって何をしてらっしゃいますの？」

　刺とげ々とげしい声はノーラだった。険しい顔をした彼女は、腕組みをしてすぐ側に立っている。

「好奇心旺盛なのは結構ですが、あまり妙な遊びをなさらないで下さい。私が旦那様に怒られてしまいますわ」

「ああ、ごめんなさいねノーラ」

　実は隠し部屋への入り口である狭い隙間から出て来たアリシアを、ノーラは不愉快そうにねめつけた。ルアークは彼女に姿を見せずに去ったらしく、アリシアがまた妙なことをしているだけと取られているようだ。

「トレイスを連れ戻したことで、ずいぶん点数を稼いだようですわね。ですが」

「ああ、そうそう、ノーラ。カシュヴァーン様は今日はお戻りにならないのかしら」

　ノーラには悪いがアリシアには目下大問題が発生している。が、こちらの話を遮ってまでカシュヴァーンを探すというその態度が、ますますノーラの不機嫌の火に油を注いでしまった。

「存じませんわ！　私がなんで……」

「だってノーラ、カシュヴァーン様の愛人なんだから分かるんでしょう？」

　瞬間ノーラはそれこそ死神もかくや、という目つきでアリシアを見たが、ふと何かを思いついたようだ。即座に愛あい嬌きようたっぷりに笑うと、突然こんなことを言い出した。

「奥様、カシュヴァーン様は多分本日はお帰りになりませんわ。帰って来られたとしてもきっとお疲れでしょうから、どうぞおひとりにして差し上げて下さいな」

「でも」

　ルアークのこと、一刻も早く話さねばならないのではと思うのだが。とまどうアリシアに口を挟む余裕を与えず、ノーラはまくし立てる。

「ですが奥様、これはいい機会ですわよ」

「機会？」

「薔薇園に行くのに、です。奥様はあそこに出る幽霊をご覧になりたいのでしょう？」

　言われて、アリシアはそういえばと思い出した。

　禁じられた廃園に誰かが出入りしているらしい。幽霊ならば、とりあえず物語などで読む限りは壁も扉も自由に通過出来るはず。

　けれど死神と呼ばれる、それもあだ名としてそんな風に呼ばれる存在ならば別である。風のように移動はしても、彼は生身の人間だった。それは間違いないと思う。

　隠し部屋を抜け出したルアークはどこに行ったのか。どこかに身を潜めているとすれば、誰もが近寄らないというあの廃園が妥当という気もする。

　足音も残さず消えた死神について、考えてみればカシュヴァーンにもせいぜい「警戒して下さい」ぐらいしか現時点では言えない。やはりもう一度本人に会って、頼むから夫を狙うのはやめてくれと言ってみる方が先ではないか。

「ルアークは、あそこにいるのかしら」

「どなたですって？」

　わずかな間を置いて、アリシアは首を振った。

「……ううん、何でもないわ」

　案外軽くて、人懐こい感じではあったが、ルアークはアリシアを未亡人にした死神だ。ましてアリシアは彼を止めようとしているのだから、逆げき鱗りんに触れてしまう可能性は大である。

　それにノーラはカシュヴァーンの愛人。彼女に何かが起こればきっと彼は悲しむだろう。

「それでは奥様、どうぞお部屋にお戻りを。私がいい頃合を見計らってお呼びしますから」

「ええ、ありがとうノーラ」

　にっこり笑ったアリシアを見送ったノーラは、紅い唇を引き結び大股にその場を立ち去った。







　遠い夕映えとランプの光に鈍く輝く黒い扉には、蔓薔薇の名残と思われる枯れた蔓が無数にへばりついている。けれど中央開きの扉の開閉部のところで蔓はちぎれ、扉の前の石段にもまだ新しい足跡が残っていた。

「やっぱり、誰かここに出入りしているんだわ」

　こんな時だというのについ高鳴ってしまう胸を押さえ、ランプ片手のアリシアは一つ大きく息を吸う。周囲に誰もいないことを改めて確認してから、彼女はずっと待ち望んでいた廃園に続く扉を開いた。

　言われた通りに自室で待っているうちに、気づけば窓の外には夕闇が訪れていた。おまけにそうこうしていると、馬のいななく声が屋敷の外から近づいて来たのも聞こえた。

　カシュヴァーンたちが帰って来てしまったのではないか。不安を覚えたアリシアだったが、それから間もなくしてノーラが迎えに来てくれた。一応大丈夫かとアリシアは聞いたが、メイドは眼も合わさずに大丈夫です、と取り合わない。

　妙に素っ気ない態度の彼女の案内は廃園の手前まで。では私はこれで、と言って姿を消した彼女と別れ、アリシアはひとり薔薇の廃園の中へと進んでいく。

　扉を開いて数歩分は外と同じような石段があるが、その後はすぐに地面だ。小さな柵さくで仕切られた内部は中庭と言っていいぐらいの広さがあり、柵に沿って枯れた薔薇の木が整然と並んでいた。

　廃園との呼び名通り、花どころか枯れた葉さえ残っている木が少ない。かさかさに乾いた細い幹を無惨にさらしたその姿は、知識のない者には何の木であるかさえよく分からないだろう。

　落日の光が多少硝子張りの天井から差し込んでは来ているが、弱い光は黒い森に遮られ更に弱くなっている。手元のランプで照らせる範囲も限られていて、そのせいか余計に内部の光景は不気味に見えた。

「まあ、本当に全部薔薇の木……土はそんなに悪くなさそうだけど、この土にこの日の具合じゃリーゴを植えるのは難しそうね。薔薇だってずいぶん栄養も日光も必要なはずだけど」

　実家のさんさんと日の降り注ぐ畑と比べてしまいながら、アリシアはなおも歩を進めていく。打ち捨てられて長い廃園の土は水まきなどもされていないらしく、歩くたびに乾いたほこりが闇の中に舞い上がった。

「ルアーク、いる？」

　そう呼びながら人の気配の全くない廃された園の中を見回すが、生きている者の気配はやはり皆無。

　こんな時だと分かっているが、ここに出るという幽霊がつい気になってしまうアリシアだ。だがカシュヴァーンを幽霊にしてしまうわけにはいかないので、彼女は目的を絞ることに決めた。

「ねえルアーク、あなたも一度引き受けてしまったお仕事だもの。難しいとは思うけど、カシュヴァーン様を殺すのはやめてもらえない？」

　薄暗い園の中、響くのはやはり自分の声だけだ。ルアークの姿はなく、答える声も聞こえてこない。

　彼の姿を探しながら、とうとう一番奥の壁のところまで辿たどり着いた時だった。白いものが視界に映り、一瞬ルアークの銀の髪と彼の武器である針とを思い出す。

　だが彼にしては……いや生きているものにしては様子がおかしい。

「なんだ、石」

　どきっとして、次にわくわくしたのだがそこにあったのはただの白っぽい石の一群だった。薔薇園を作る時に邪魔になった石を端に寄せたのかもしれないが、それにしては大きさや色調が妙に均一だ。

　何となく気になって、アリシアは屈かがみ込みランプの光を一つの石に当ててみる。苔こけまで生えてかなり薄汚れていたが、表面に刻まれた文字を何とか読み取ることが出来た。




　　レベッカ・アクラズム。




　知り合いの名前ではない。けれどおそらく貴族の誰かと思われる、女性の名前。

　胸の底が不吉に揺らぐ。思わずアリシアは隣の石の表面も探してみた。するとやはり、同じように女性の名を発見した。




　　ミゼル・ジェフバート。




「これ……もしかして……」

　作為を感じさせる同じような石の集団。一つ一つに刻まれた女性の名前。

　ある答えが、恐怖を伴ってじわりとアリシアの胸に広がっていく。

「お墓……なの？」

　小さくつぶやいて、彼女は更にもう一つの石の表面を見た。苔むして白い表面はほぼ見えないが、見当をつけてこすれば指先が刻まれた文字を探り当てる。




　　ジーナ・ハルバースト。




「ハルバースト？」

　ランプの光の中に浮かび上がった、ある意味よく知った名前。アリシアは驚いて大声を出してしまった。

「ハルバーストって、あの、ハルバーストの薔薇屋敷？」

　彼女の大声に被かぶさるようにして、乱暴に扉が開く音がしたのはその時だった。はっとして振り向いたアリシアの眼に映るのは、自分のものではないランプの光に浮かび上がる漆黒の男。

　一瞬、あの肖像画の男が絵から出て来たのかと思った。だが違った。冷たい怒りに両眼をぎらぎらと光らせながら近寄って来るのは、彼女の夫であるカシュヴァーン・ライセンだった。







「お前は本当に、俺の言いつけを守らない女だ」

　扉を蹴け飛とばして廃園内に入ってきたカシュヴァーンは、そう吐き捨ててじろりとアリシアをにらんだ。

　病的なものさえ感じさせた、あの絵の男と似たような不気味な迫力を今の彼は発している。我知らず体が震え、アリシアは初めて二度目の夫を心から怖いと思った。

「──ごめんなさい！」

　立ち上がり、反射的に深く頭を下げて謝る妻を夫はそれは冷ややかに見やる。人間を見る眼ではなく、それこそまるで路傍の石でも見るような冷たく乾いた瞳。

　心の芯しんまで辿り着いた怒りゆえのものとはアリシアにも分かる。自分がそれだけのことをしたことも分かっている。

　屋敷の外に出るな、トレイスのことは聞くな。今までも散々夫の言いつけを破ってきたアリシアだったが、今回だけは本当にまずい。

　常人よりよほど鈍いと評判の、眼の前で代官を斬きられた時さえも突っ立っているだけだった足さえも勝手にがくがくと震えてしまうのだ。アズベルグの暴君と呼ばれる男の怒りを一身に受ける恐怖に、アリシアは夢中で叫んだ。

「ごめんなさいカシュヴァーン様、私……！」

「俺の顔を見るなり謝るということは、俺の言いつけをちゃんと覚えていてその上で破ったということだな。結構」

　謝罪の言葉すら許される雰囲気ではない。カシュヴァーンはつかつかと薔薇園の中に入って来ると、いきなりぐいっとアリシアの手首を摑つかんだ。容赦のない力に痛い、と思わず声を出した少女を、彼は引っ張って歩き出す。

「ごめんなさい、ごめんなさい……！」

　必死になって何度も謝るアリシアに対し、カシュヴァーンはいっさいの無言を保った。まるで野良猫でもつまみ出すように彼女を廃園の外へと連れ出すと、自分はすぐに園の中へと踵を返してしまった。

　激しい音を立てて閉められた衝撃で、扉にまとわりついていた枯れた蔓薔薇がぱらぱらとはがれ落ちる音がやけに耳につく。呆然としながらアリシアは、閉ざされた廃園を見つめてつぶやいた。

「……ごめんなさい」

　気づけば完全に日も落ちきった闇の中、発されたか細い謝罪に答えはない。

　言葉はなくとも、いや言葉がないからこそ、その態度と行動からカシュヴァーンの気持ちは痛いほどに強く伝わってきた。

　──お前の顔など二度と見たくない。

「ごめんなさい、カシュヴァーン様……」

　彼に摑まれた手首にはまだ痺しびれが残っている。墓石に触って汚れた指を握り締め、彼女はとぼとぼと屋敷に向かって歩き始めた。







　なぜあれほどまでにカシュヴァーンが怒ったのかは分からない。そもそもなぜあそこに彼がやって来たのかも分からない。

　なぜ、ハルバーストの名が刻まれた墓石があったのか。これが一番分からない。

　ハルバーストの薔薇屋敷。薔薇の花に狂った当主が、何人もの女性を殺して肥料として薔薇園に埋めたという伝奇の題名。

　ここに来た当時から何だかあの話を思い出す、と思っていたのだが、まさか本当にここがそうなのか。

「……でもここはライセンのお屋敷よ？」

　例えば実名がまずいとして、伝奇の方は名前を変えていたとしてだ。実際のこの場所はライセン家の屋敷なのだから、あるとすればライセンの名が刻まれた墓石ではないのか。

　だがとにかくカシュヴァーンは激怒して、アリシアの腕をまるで摑み潰つぶそうとでもするように摑んで外へと連れ出した。それだけで今の彼女には十分だった。

「……馬鹿だわ、私。これじゃカシュヴァーン様が生きていたって、どのみち離縁の危機じゃない」

　気づけばすっかり日の落ちた空を見上げ、アリシアはしょんぼりしたままとりあえず屋敷内に戻ろうとした。しかし彼女は寸前で思いとどまった。

「……いいえ、だめよ。ルアークがあそこにいないのなら、レイデン伯爵様に直接お願いするしかないわ」

　あの様子ではカシュヴァーンは自分の言うことなど聞いてはくれないだろう。こうなった以上居場所の分かっている雇い主に直接話をつけるしかない。

　そう思ってアリシアは屋敷の外に出ようとしたが、当然のことながら門番たちに止められてしまった。掲げられたかがり火の下、門を開こうとする奥方を彼らは必死になだめすかす。

「奥様、いけません。奥様をお出しするなと言われているんです」

「分かってるわ。でも今はどうしても外に出たいの。でないとええと、カシュヴァーン様が危ないのよ」

「あなたを外に出すと我々があの方に危ない目に遭わされますよ。奥様、後生です。トレイスが戻って多少は旦那様も丸くはなりましたが……ああ、ノーラ。何とかしてくれ」

　もみ合いをしているところに近づいてきた奥方つきのメイドの存在に、門番が助かったという顔をする。アリシアもぱっと表情を明るくしてこう彼女に頼んだ。

「あのねノーラ。私、レイデン伯爵様のところに行きたいの」

　開口一番飛び出した台詞に、探るような目つきをしていたノーラは相当驚いたようだった。とにかくこちらへ、と一度門番たちから彼女を引き剝がしたメイドは、いったん屋敷の扉の脇にまで戻ると興奮を隠せない口調でこう言った。

「……まあまあまあ、とうとうあちらに乗り換えるおつもりなんですか!?　よほど旦那様を怒らせてしまったようですわね！」

　そうなのよ、と後半の台詞にだけうなずいてからアリシアは不思議そうな顔をした。

「あら？　ノーラ。どうしてカシュヴァーン様を怒らせてしまったことを知っているの？」

　指摘されノーラはあさっての方向に瞳を逸らし、うめくような声を出す。

「そ、それは……あの私、奥様に謝らないといけないと思ってお探ししていたのですわ。旦那様を引き留めておくことが出来ず、きっとおつらい目に……その」

「ううん、いいのよ。ね、ノーラ、それよりもお願い。私をレイデン伯爵のところに行かせて」

　元より過去を振り返らない主義のアリシアである。事態を解決する希望はまだ残っているのだしと、彼女はしどろもどろに言い訳をするメイドを遮って話を進めた。

「それでね、ノーラ。もしも私が戻らなかったらカシュヴァーン様にお伝えして。レイデン伯爵様はカシュヴァーン様のお命を狙っているみたいなの。屋敷内に暗殺者がいるわ、気をつけて下さいって」

「……は……、は、はあ？」

　あんぐりと口を開け、ノーラは気抜けした声を出した。しかし元から鈍い上に、アリシアには今時間がない。

「私は妻として、これからレイデン伯爵様にそういうことはやめて下さいとお話をして来ます。カシュヴァーン様のことはよろしくね。ノーラの言うことなら、きっと聞いて下さると思うから」

　その、心から自分を信じきっている表情と口調にノーラはしばし無言になる。

「ノーラ？　ごめんなさい、あまり時間がないんだけど」

「……信じられない。あんた、本当に本物のアレなの……？」

　思わず敬語を忘れてつぶやいた後、彼女は少し迷うような眼をして押し黙った。しかしアリシアがまたノーラ、と焦じれたように呼ぶと、彼女は平へい坦たんな声でこう言った。

「……使用人の使う通用門がありますわ。そちらからなら出して差し上げられますでしょう、こちらへ」

「ありがとうノーラ！」







　ティルナードたちがライセンの屋敷の側に勝手に張っている黄土色の天幕は、全部で三つだった。一つが主あるじ用のものであり、後二つは連れて来ている兵士や使用人たち用のものなのだろう。

　多くのかがり火といっしょに天幕たちを守るように取り囲むのは、トレイスも使っていたあの肥料要らずの生け垣だ。このあたりでは獣避よけとしてこの植物を使うのが一般的であるらしく、食欲を誘う甘ったるい匂いが暗闇に漂っている。

「こういうところで暮らすのも楽しそうねえ」

　そんなことを言いながら供も連れずにひとり歩いて来たアリシアは、当然ながら今度はティルナードたちの見張りに止められた。死神姫の実像を知らされていないらしい彼らは彼女の名乗りに非常に怪訝そうな様子を見せたが、何事かと顔を出したユーランがすぐにアリシアに気づいてくれた。

「ああ、ぼっちゃんを訪ねて来て下さったのですか！　すごいです、やっぱり恩は売っておくもの……あわわ」

　いつものごとくの台詞を吐いた彼だったが、とにかくも天幕内部へと招き入れてもらえた。きょろきょろと物珍しげにまわりを見回すアリシアの前に、わざわざ着替えたらしいティルナードが奥から間仕切りの布をめくって現れた。

「嬉しいですアリシア様、ようやくお心が決まったのですね！」

　手を取らんばかりにして喜ぶティルナードに、彼女は前置きなしにこう言った。

「あのう伯爵。カシュヴァーン様を暗殺するのはやめて頂きたいのですけど」

　いきなりそんなことを言われ、ティルナードの眼が点になる。ユーラン以下他の使用人たちなども呆然とするなか、アリシアは真面目な口調で続けた。

「私さっきルアークに会いましたの。ルアークはあなたに雇われたって言っていましたわ。カシュヴァーン様はちょっぴり乱暴なところもあるけれど、言いつけを守れる方には優しい方なんです。殺すのはやめて下さらない？」

　ルアークという名を聞いて、みるみるティルナードの顔色が変わっていく。今までもよく怒っていた彼だったが、それこそ口から火でも噴きそうな形相になりこう叫んだ。

「ルアーク！　あの馬鹿っ……！」

「お呼びで？」

　軽やかに返ってきた声に一番ティルナードがぎょっとした顔をする。いつそこへ現れたのか、自分の真後ろに立っていた暗殺者を見て彼は危うくその場で転びそうになりながらうめいた。

「な、なん、何だ、お前、何でここに、しゃべ、しゃべったのか、この方に……！」

「あははー、ごめんねえ。だってアリシアのこと気になっちゃってさあ。やっぱ縁ってあるんだねえ、俺が隠れてたとこにひょいっと入って来たんだよ彼女」

　両手を首の後ろで組み、へらへら笑う顔を見てティルナードは今度は泡でも吹きそうな顔をして怒鳴る。

「ここここの役立たずが！　何が超一流の暗殺者だ、あれだけ僕を馬鹿にしておいて結局今までライセンを始末出来なかったくせに！」

「やーだってさあ、あの人えっらく勘がいいんだもん。その上しょっちゅう出かけてて意外に機会がなくって。注文通りに確実にやれる時まで手を出さない、ってのも超一流の証あかしだからね」

　全く悪びれる風なくルアークは笑い、ぬけぬけと続ける。

「そもそもぼっちゃんの命令は二転三転し過ぎなんだよ。前と同じく婚儀に合わせてばっさり、が出来なかった訳だから、色々軌道修正が必要なのは分かるよ？　でも最初は死神姫のせいにしようって話だったのに、途中から彼女は騙だまされているだけでかわいそうとか意味分からないし」

　どうやらティルナードは本気でカシュヴァーンにブライアンの二の舞を踏ませる気だったらしい。道理で簡潔すぎた婚儀の際にやけに慌てているはずである。

「ええいうるさいうるさいうるさいッ！」

　どんどん内情をばらしていくルアークに、ティルナードはあらん限りの声で絶叫した。そして彼は、いきなりアリシアをにらみつけてこう命じた。

「こ、こうなってはもう仕方がない……！　ルアーク！　アリシア様とライセンを今すぐ始末しろ!!」

「はぁ？」

　間抜けな声を出したのはルアーク、それにもうひとりユーランだった。暗殺者の登場に固まっていた彼だったが、主の命令にあわあわしながらこう言い始める。

「あの、ぼっちゃん、それはちょっとあんまりなのでは……確か最初の計画では、公爵亡き後ぼっちゃんはアリシア様と結婚するというお話で……あわわわわ」

　思わず、という風に止めに入ったユーランにティルナードは金切り声で叫び返す。

「ライセンはいわずもがな、恐怖政治と下克上の風潮をレイデンにまで広げかねない病原菌だ！　あいつにこの方を渡しておけばますます奴の力が強化されるし、それに話を知られた以上は仕方ないじゃないか!!」

「あーああ、おぼっちゃんは追い詰められると弱いなあ」

　呆あきれたように吐いたルアークの姿が消えた、とアリシアには感じられた。代わって彼女の喉のど元もとに突きつけられたのは、かすかに甘い毒の香りをまとった銀の針。

「どうしよっか、アリシア。俺あんたを殺さないといけないらしいんだけど」

「ええと……出来ればやめて頂きたいけど、無理そうよね」

　ぴたりと突きつけられたまま、微動だにしない針先を見つめアリシアはあっさり抵抗を諦める。いつの間にかすぐ背後に立った暗殺者の腕は確かであり、自分が逃げられるとは思えないためだ。

「だけどね、カシュヴァーン様を殺すのはやめて頂けないかしら。評判は悪いようだけどとってもいい方よ。それにね、カシュヴァーン様には愛人も大事なお友達もいるのよ」

「……はあ？」

　ルアークが変な声で聞き返すと、カシュヴァーンの正妻である少女は大真面目にこう言った。

「愛人はノーラ、お友達はトレイスって言ってね。二人ともとってもいい人よ。カシュヴァーン様に何かあったら二人も他の使用人たちも、アズベルグの領民たちもみんなとっても悲しむと思うわ。喜ぶ人も割といるみたいだけど」

　微妙な台詞を口にした後、アリシアはなおも真面目な顔でつけたした。

「それに私も、さすがにまた未亡人にはなりたくないわ。もうこれ以上家族をなくしたくないの。お願い、ルアーク」

　死神姫とあだ名され、妙な趣味と妙な性格で変人扱いされることの多い少女。そんな彼女の口から出た、ひどく真っ当な願いにルアークは一瞬無言になった。

「……ねーどーすんの、司教様……おやあ？」

　緑の瞳がふいと天幕の外へと動く。それと同時に外から激しい物音が聞こえ始めた。

「おやめ下さい！」

「伯爵様はもうお休みです、乱暴は……！」

　必死の制止の声がどんどん近づいてくるが、その動きは収まらない。やがてかがり火に照らされた人影が天幕の外に立ち、次の瞬間分厚い布が斜めに切断され冷たい夜気が内部に流れ込んで来た。

「他人の領地に勝手に天幕なんぞ張っておいて、何が乱暴だ」

　吐き捨てる黒い男の影が天幕の内部にまっすぐに伸びていく。入口ではない部分の布を一刀両断し、背後にトレイス及び何十人かの配下を従えたカシュヴァーンはじろりと内部の人間たちをねめつけた。







「カシュヴァーン様……」

　先程自分を廃園からつまみ出したはずの夫の来訪に、アリシアは驚いた声を上げた。

「おー、やっぱこうやって相対すると違うねえ。でっかいなあ、まあアズベルグの人たちって大抵でっかいけど」

　いつもの調子に戻って言ったのはルアークである。さっぱり場の空気を読まない発言をした彼に、あからさまに不機嫌そうなカシュヴァーンはもっと不機嫌そうな顔をした。

「なんだお前は」

「俺？　死神」

　ふざけたような名乗りに、しかしカシュヴァーンはすぐにぴんと来たようだった。

「そうか、ここ最近ずっと俺を見張っていたのはお前だな」

　言い当てられてルアークはおや、という顔をし、ティルナードも短く息を飲む。

「あっはぁ、こりゃ完全に泳がされて様子見されてたねえ。もーだめだなあぼっちゃんは、ばればれじゃんか」

「うるさいっ！　ば、ばれたのはお前のせいだろうが！　自分の気配や情報ぐらいまともに消せないで何が暗殺者だ!!」

「そんなにちゃあんと気配を消してたら、あんたが俺に渡りをつけるなんて絶対無理だったと思うけど？　ま、いいや。いまさらだし」

　何だか楽しそうにつぶやいたルアークは、笑いながら手の中の針を握り直した。そしてアリシアから離れカシュヴァーンの方を向こうとした矢先、彼は軽く驚いた表情になって足を止める。

　ティルナードが漏らした言葉を聞いた、カシュヴァーンの目つきが変わっていたのだ。

「暗殺者、だと？　おい、まさか……お前はバスツールの跡継ぎを殺した、あの暗殺者なのか？」

「うん」

「おい！」

　あっけらかんと答えたルアークにティルナードが声を上げる中、カシュヴァーンは奇妙な無表情でつぶやいている。

「……そうか。何を企たくらんで他人の土地に居座っているのかと思ったら、よりによって暗殺者を……それもアリシア縁ゆかりの暗殺者を雇う、か……」

　静かな声でひとりごちた次の瞬間、いきなりカシュヴァーンの形相が変わった。無表情から一転、鋭い瞳に刃やいばのような光をたたえた彼は剣を手にしたまま一直線にティルナードに向かっていく。

「おやめ下さい公爵！　ぼっちゃんに暴力は、うわ、うわわわわっ」

「やかましい、退どけ！　それと俺は強公爵だ！」

　気迫のこもった大声に、一度は止めに入ったユーランは風に舞う木の葉のようによろよろと吹き飛び道を譲った。怯えたティルナードは反射的に逃げようとしたが、それよりカシュヴァーンが彼の前に立つ方が早い。

「おいこら、このクソガキ」

　このあたりの山賊でもしないような凶悪な面構えになったカシュヴァーンは、ティルナードを見下ろしそう言った。半瞬ぽかんとしたティルナードは、はっと我に返って自分を指し引きつった顔をする。

「……ぼ、僕のことかっ……!?」

　以前までは一応敬語でティルナードに接していたカシュヴァーンだったが、最早そのような気遣いをする気はないらしい。口調まで山賊そのものになった彼は、鼓膜をびりびりと震わせるような大声で怒鳴った。

「お前以外誰がいるんだ、ああ？　頭が産着に包くるまれたままの、甘ったれたクソガキが！」

　ごていねいにもう一度「クソガキ」と繰り返した後、カシュヴァーンは片足を振り上げ近くにあった支柱を蹴り飛ばした。天幕全体がゆらりと揺れるほどの衝撃に、ティルナードが青ざめたが彼は構わず怒鳴る。

「暴力はだめだとあれだけわめいておいて自分はこれか。真正面から殴るのは暴力で、暗殺者を差し向けて消すのは違うのか！　はっ、お前の親おや父じも至いと高たかき国とやらでさぞ鼻が高いだろうよ！」

　亡き父親のことを持ち出され、ティルナードが顔を強こわ張ばらせる。悔しげに表情を歪ゆがめて彼は叫び返した。

「き、貴様を野放しにしておけば、また父様や僕のような目に遭う貴族が出るんだ！　この地には他に気概のある貴族もいないようだしな！　由緒ある家に生まれながら、不当な暴力に……痛いいいい！」

「ああ、多分俺はこの先も、お前みたいな勘違い小僧を見れば殴るだろうな！」

　固めた拳を容赦なくティルナードの頭に落とし、カシュヴァーンは吐き捨てた。早速不当と思われる暴力に見舞われたティルナードは、初めて我が身で受けた彼の力に涙目になりながらわめく。

「どっどうせお前も躾しつけのためだとか言うんだろう！　口先ばかりで心配しているふりをしたって無駄だ！」

「なんで親でも後見人でもない俺が、お前なんぞの心配をしてやるんだ！　俺はただ、お前を見ているといらいらするから殴るだけだ！」

　大義名分を放ほうり出した返しにティルナードは絶句し、ルアークがげらげら笑い出す。他の者たちはただただ呆あつ気けに取られている中、カシュヴァーンは一際大きな声で怒鳴った。

「この先もお前は延々と、気に食わない奴を後ろから刺して生きていくつもりか!?　それも自分で刺すのならとにかく、他人に手を汚させて！」

「あれ、俺のこと言ってくれてんの？」

　何となく嬉しそうにルアークが言うのを尻目に、カシュヴァーンは今度はこう叫んだ。

「大方バスツールと同じように俺を殺させておいて、死神姫の呪のろいだなんだとほざく気だったんだろう。その後は!?　二回続けて夫を失った女が、どんな眼で周りから見られるのか分かっているのか!?」

「ええと……さすがに三度目の婚儀は難しいでしょうね。ああ、でもルアークがもらって下さるのだったかしら」

　今度はアリシアがつぶやいたが、カシュヴァーンは更にユーランにも怒りの矛先を向けた。

「貴様もだユーラン！　仮にも聖職者が後見人についていながら、暗殺者の雇い入れを止めもしないとは何事だ！　知らなかったとは言わせんぞ！」

「……あっ、はっ、は。いや、私も一応お止めしたのですけどねえ……」

　乾いた笑みを浮かべるユーランに詰め寄り、カシュヴァーンが更に何か言おうとした。しかしいったん解放された格好のティルナードが突然こう言い出す方が早かった。

「いっ、いっ、一騎打ちだッ……！」

　血の気の失うせた白い顔をした若者は、がくがくと震える手を付近に置いてあった剣に伸ばそうとする。

「ぼぼぼ僕が、僕がお前を正面から刺したのなら文句はないだろう!?　や、やってやる、やってやる。僕もレイデンの血を引く男だ。父様の子だ……！」

　その、明らかに我を失っている様子を見てユーランが青ざめた。震える手に握った剣を抜くことが出来ず、杖つえか何かのように振り回し始めた被後見人に駆け寄りながら叫ぶ。

「だめですぼっちゃん！　暴力反対！　大体無理です無理です、どう考えても無理です！　……ルアーク！」

「はいはーいっと」

　指名を受けたルアークは、暴れるティルナードたちとカシュヴァーンの間にいともたやすく入り込んだ。

「分かったよ、とりあえずぼっちゃん連れて早く逃げな」

「アリシア様も殺してはだめですよ！」

「分かってまーす。だって俺、バスツールのぼんぼんの件以降すっかり死神姫つきってことになってるみたいだしねえ」

　僕は逃げない、と叫ぶティルナードを押し包むようにして、彼が連れて来ていた兵士たちが動き出す。天幕その他の設備を放り出し、ほうほうの体で逃げ始めたレイデン一行をカシュヴァーンはきつい眼でにらんだがその場から動くことはない。

　正確に言うと動けないのだ。

　暗殺者の大きな瞳と構えた針先が、ともに妖あやしい光を揺らめかせながらぴたりと彼を狙っている。

「さーて公爵様、しんがり任されちゃったみたいよ俺」

「捨て駒ごまの間違いだろうよ死神。俺をアリシアの夫にしてくれたことには感謝するが、勝手に屋敷に滞在した罰はたっぷり受けてもらうぞ」

　さり気なくそんなことを言って、カシュヴァーンは無言で剣を構えた。

「ふうん、やっぱり格好だけじゃなさそうだね。強公爵なんて自分で名乗るぐらいだもん。腕に自信ありって感じ」

　隙のないその構えを見て、ルアークは改めて彼の実力を感じ取ったようだった。しかし一回り体格のいい男に詰め寄られても、少年に怯えた様子は全くない。

「薄々感じてたけど俺嫌いだなー、あんたみたいな男。まっアリシアやトレイスさんといっしょにいる時は、ちょっとだけ可愛気があるとこも見えたけどね！」

　覗き見していた内容を匂わせる台詞を吐いたルアークの姿が、消えたようにアリシアには感じられた。次の瞬間己の斜め後方に出現した暗殺者を、カシュヴァーンは危ういところで刀身で弾き飛ばす。

「危ないですわカシュヴァーン様！　ルアークの武器には毒が塗ってありますの！」

　半分ぐらいは自ら飛んだのだろう。楽々と数歩分ほど後方に着地したルアークは、アリシアの叫びに応こたえるように手の中の針を余裕の動作で振った。

「そっそ、肥料要らずから取ったのがね。あーでもあんたぐらいの体格なら即死はしないかな。せいぜい全身麻ま痺ひぐらい？」

　空恐ろしい台詞を聞いて、カシュヴァーンは構えを取り直す。にらみ合う二人を見てアリシアはもう一度叫んだ。

「やめてルアーク、カシュヴァーン様を殺さないで！」

「そーだねー、俺もあんたとはまた違った意味で面白い人だなあとは……、おっとぉ！」

　のんきな会話を交わしている隙を突き、伸びてきたカシュヴァーンの剣先がルアークの胸元をかすめた。少年はさすがの身のこなしで素早く後ろに下がって避けたが、黒い上着の一部がわずかに切り裂かれてしまっている。

「無理っぽいなあ。だって公爵様も俺を殺す気みたいだし、って、おわっと！」

「俺は強公爵だと言っている！」

　懲りない軽口を叩く暇を与えず、カシュヴァーンはさらに踏み込んできた。ルアークの瞳も底光りを始め、彼は右に左に攻撃を避けながら薄い笑みを口の端に浮かべる。

「あははは、いいね、この腕だけで十分食えるよあんた！」

　カシュヴァーンは手数を増やすことで反撃を封じるつもりなのだろう。息もつかせぬ猛攻に実際ルアークは手も足も出ない風にも見える。

　だがその実、剣とは比べものにならない貧弱な武器だけで彼はカシュヴァーンの攻撃を防ぎきっていた。二人の攻守は芸術的に嚙かみ合っており、余人の立ち入る隙はない。

　カシュヴァーンの部下たちも、手を出すに出せないのだろう。一応剣を抜いたはいいが、どうしたらいいのか分からない様子のトレイスをちらりと見てルアークはアリシアに話しかけた。

「ねえアリシアぁ、アリシアはやっぱこの人がいいの？」

　視線だけはさすがにカシュヴァーンから外さないが、彼はのんきな口調でしゃべり続ける。

「アズベルグの暴君様は、とっても由緒正しい暴君様だっていうのは知ってるよね？　狂ったハルバースト公爵の血を継ぐ、二代目の……うわっとお！」

　金属同士がぶつかる一際激しい音がして、銀のきらめきが宙を飛ぶ。

　カシュヴァーンが全体重を乗せた渾こん身しんの力でルアークの針を叩き飛ばし、同時に彼の腹に蹴りを入れたのだ。毒を塗られた針は天幕の布に突き刺さり、ルアーク本人も背中から地面に転がった。

「……うあ、っつ……！」

　それでもすぐに、しゃがみ込んだような体勢を取ったのはさすがと言えるだろう。だが今のは相当効いたらしく、彼は蹴られた腹を押さえて咳せき込んだ。

「ハルバースト……あら、まさか本当にここはハルバーストの薔薇屋敷なの？」

　聞き捨てならない名称に反応したアリシアがつぶやいた。その声はカシュヴァーンにも聞こえたようだが、何も言わずに咳き込む暗殺者の方へと向かう。

　ごほごほやっている少年の頭上高く振り上げられる剣。またあの肖像画の男に似た瞳になったカシュヴァーンは、掲げた剣を一気に振り下ろそうとした。

「やめてカシュヴァーン様！　ルアークを殺さないで！」

　思わず叫んだアリシアの声に、暗殺者と暴君は同時に彼女の方を向く。

「……どういうことだ、アリシア」

　地を這はうような低い声でカシュヴァーンが聞いてきた。

「ノーラだのに色々聞いた話を総合すると、お前はレイデン伯爵の間抜けな悪巧みを止めるためにここに単身乗り込んだんだと思うんだが」

　抑揚のない声でそう言うと、彼は長靴の先でルアークの足を踏みつける。そういえばノーラに伝言を頼んだんだったわ、と思っている彼女にカシュヴァーンはさらに言った。

「こいつが俺の命を狙った暗殺者なら、俺にはこいつを殺す権利があるだろう。なのになぜ、それを止める？」

「え、ええと……」

「お前は薄気味悪い場所だの話だのが好きだそうだな。だからか」

　どうやら色々聞いた話、の中にはそんなことまで含まれているようだ。ちょっとびっくりしながら、アリシアは考え考えこう答えた。

「ええと、その……私、確かに怖いお話が好きです。幽霊とか死神とか、大好きです」

　なので死神姫、という呼称自体は悪くないのだ。ただしそれは本当のことではないし、亡くなったブライアンには悪いことをしてしまったと今でも思っている。

「だけどそれはお話だからですわ。現実に誰かに死んで欲しいなんて思ったことはありません。……ルアークはそれはまあ、たくさんの人を殺して来たといいますか元夫の仇なんですけど、ええと……その……死んだらおしまいです」

　カシュヴァーンもこの間言っていたが、人間死んだら何もかもおしまいだ。

　フェイトリンのため、アリシアのためと気張っていた両親は疲労の果てに死んでしまった。彼らの遺志を自分がどれだけ尊重したとしても、たとえフェイトリンのかつての栄華を取り戻せたとしても、二人がそれで戻って来るわけではない。

　両親のことを愛していたから、どれだけ貧しかろうが親子三人でいっしょにいられればアリシアは結構幸せだった。ついでに言えばいっそ広いだけの家など売り払い、どこか田舎の方に小さな家でも買えばもっと生活も楽だったのではないかとも思うが、それはとても言えなかった。

「私……カシュヴァーン様にもルアークにも、死んで欲しくないです」

「だってさ。あ、いたたたた」

　いつの間にか息を整えたルアークがちゃっかりした声を出すと、カシュヴァーンは無言で彼の足を踏んだ自分の足にもっと体重をかけた。いったん手は止めたものの、振り上げた剣を鞘さやに戻す様子はない夫を見てアリシアはふと思いついたことを口にする。

「そうだわカシュヴァーン様！　ルアークを雇って下さい！」

「……あ？」

　口の端を曲げ変な顔をするカシュヴァーンに、アリシアは提案内容の説明を始めた。

「だって雇い主のレイデン伯爵様はもうお逃げになりましたもの。カシュヴァーン様はお金持ちだから、暗殺者を雇うことは出来るでしょう？　それに色々と敵も多そうだから、きっとこの先ルアークが必要になる機会もありますわ」

　何気なく恐ろしいことを言い始めたアリシアを、その夫は無言で見つめている。

「ねえ、そばに置いておけば殺してしまうのはいつだって出来ますもの。このお屋敷には使用人が少ないようですし、トレイスを許して下さったじゃないですか。ルアークも許してあげて下さい」

　めちゃくちゃな理論展開で辿り着いた「許してあげて下さい」を聞いて、ルアークが耐えきれなくなったように吹き出した。そのあたりの地面をばんばん叩きながら笑い転げている少年を踏みつけたまま、カシュヴァーンは憮ぶ然ぜんとした顔をしている。

「あは、はっ……あああ、いたたた。あーこんな痛い思いしたのも、こんな笑ったのも久しぶりだよ俺」

　笑った弾みに蹴られた腹が痛んだらしく、少々顔をしかめながらもルアークはカシュヴァーンを見上げてつぶやいた。

「そういやあんた、首輪をつけて引きずって来て、足を斬って閉じ込めておくとか好きなんだっけ？」

　またも覗き見の成果を匂わせると、ルアークは自分を踏みつけた足へと顔を寄せる。長靴に包まれたすねのあたりにちゅっ、と音を立てて口づけをするのを見て、カシュヴァーンはぎょっとしたように足を引いた。

「奇遇だね。俺って結構、そういうことされるの好きなんだよおにいちゃん。あと、面白い女の子も大好き」

　そう言うとルアークは、腹を押さえて立ち上がり無邪気な笑顔を作る。

「こう見えて俺ってば、裏の世界じゃ引く手あまたの有名人だったりするんだよね。上手に飼ってくれるなら、腕でも持ってる情報でもそれなりに役には立っちゃうよ」

　武器を持たぬことを誇示するように両手を広げ、少年は平然と自分を売り込み始めた。

「真正面から殴る奴と、後ろから刺す奴が組めば無敵じゃん。ど？　見せて欲しいな、あんたの器。まさか負けを認めた上に、武器を持ってない奴をばっさりいったりしないよね？」

　めちゃくちゃな論理の尻馬に乗った、いけ図々しい命いのち乞ごいを聞いてカシュヴァーンは深いため息を吐いた。いつしかその瞳は普段の彼のものに戻っていた。







「……死神を持参金代わりにされるとはな」

　苦笑いするカシュヴァーンに連れられ、アリシアは例の廃園の前にやって来ていた。深夜に近い時刻の闇に視界は閉ざされているが、その分ちぎれた蔓薔薇の残ざん骸がいがかすかな風にかさかさと不吉な音を立てるのがひどくよく聞こえる。

「……あの、ごめんなさい、カシュヴァーン様」

　導かれるままやって来たアリシアだが、廃園を見るとどうしても怒り狂っていたカシュヴァーンのことが脳裏に浮かぶ。暗殺者を雇えと言い放った少女とは思えぬほどにしょんぼりとしている彼女の手を、ランプ片手のその夫はゆっくりと取った。

　温かな大きな手の感触が、何だか妙に気恥ずかしい。そんな妻の胸中を知ってか知らずか、カシュヴァーンは暗い薔薇園の中へと彼女の手を引いて歩いていく。

「薔薇は肥料食いだとよく言われる」

　ぽつりと吐いた後、彼はおもむろに妻を見た。

「お前はハルバーストの薔薇屋敷の話を知っていたんだな」

　不意にそう声をかけられ、アリシアは小さくうなずいた。

「ええ……でも、こちらがそうとは知りませんでした。実は私、そのことは本で読みましたの」

　一瞬意外そうな顔をしたカシュヴァーンだが、すぐに微苦笑を浮かべ妙に納得したような様子を見せる。

「そうか。色々あって、出て行った召使は大勢いるからな。中には口の軽い奴もいるだろう。……どんな風に書いてあったんだ？」

　実のところ冒頭部分がそらで言えるぐらいなのだが、アリシアは出来るだけ簡潔に話をまとめてみた。

「薔薇の花に狂った当主が、何人もの女性を殺し肥料として薔薇園に埋めた……というお話でした」

「ああ、そうだ。そいつがレジオール・ハルバースト。前の領主であり、俺の親父であり、この家のメイドだった俺の母親に子を産ませて殺した怪物さ」

　抑揚のない声で言った彼は、同じ口調でこの館に秘められた過去を話し始めた。

「元々薔薇の花狂いは、俺の親父じゃなくて親父の正妻だった。さる名家の出のものすごい美人だったそうだが、俺は直接顔を知らん。薔薇にちなんだ赤いドレスしか着ない、美しいが大層変わり者の女だったと聞いている」

　あの肖像画の女性だ。アリシアが隠し部屋のことを告げると、カシュヴァーンはまた苦笑いして見せた。

「ルアークが隠れていたとかいうところにそんなものが？　親父の奴、本当にろくな物に金をかけんな。俺にも教えずそんな部屋を……ふん、しかし、そんな絵が……そうか」

　色々思うところがあるらしい。少しの間黙り込んだ彼は、枯れた薔薇の枝に触れながら続ける。

「口説きに口説いて結婚にこぎ着けたその女は、しかし親父に見向きもせずわざわざ作らせたこの園で薔薇ばかり育てていた。挙げ句にここは土が悪いの日が悪いのと文句の言い通しでな。親父はとうとうそんなに好きなら自分も薔薇になれ、と、妻を殺してここに埋めた」

　言われてアリシアは、思わず隅の白い石の集合体を見た。カシュヴァーンも彼女の視線に気づいてそうだ、とうなずく。

「一番奥のがその妻の墓だな。以降順々に、それなりに身分のある家の娘の墓が並んでいる。いずれも金に眼がくらんでここへやって来た挙げ句、尊い御身を肥料とするべく殺された哀れな女たちの墓だ」

　カシュヴァーンの父親は、最愛の女性を殺したことにより精神に変調を来きたしたのだろう。屋敷の改築を重ねて近づく者を寄せつけないような作りにした挙げ句、薔薇狂いの奥方を真似るように薔薇園に次々と肥料を送り込んでいったのだという。

「だがその女たちはまだ扱いがましな方さ。最後には女を買う金も底を尽き、親父はこのあたりの農家の娘や使用人を次々と手にかけていった。しかもそいつらにはこんな墓さえ作ってやらなかった。俺の母親についても、トレイスの姉についても」

　カシュヴァーンの幼馴染みのような存在でありながら、彼を憎む眼をしていたトレイス。

　領主の地位を継ぎ強引な支配を行うカシュヴァーンは、その眼には在りし日の怪物に好んで近づいていくように映ったのだろう。だからそばにいることに耐えられず、屋敷を出たのだ。

「だがそこまでしても、薔薇は咲かなかった」

　薔薇狂いの奥方に咲かせることの出来なかった薔薇だ。そもそも手入れにかなりの知識と技術が必要な植物でもあるそれを、そのような無茶な方法で咲かせることが出来るわけがない。

「親父は俺に、お前の母親のような卑しい血肉を混ぜたのが失敗だったんだと言ったんだ。ジーナ及び他の名家の令嬢に悪いことをした、とな」

　ぽきりと音がして、カシュヴァーンがいじっていた枝が折れる。もろいそれを粉々に握りつぶしながら、彼はひとりごとのように言った。

「だから俺は高貴なるハルバーストの当主様を殺して、その血肉を同じ土に混ぜてやったのさ」

　ささやく横顔にちらと覗く狂気。肖像画の男を殺したと語るその息子の顔は、皮肉にも父親にひどくよく似て見える。

「だが、薔薇は咲かなかった」

　ざまあみろ、と低く吐き捨てたのを最後に、薔薇に狂った当主の面影はカシュヴァーンの顔から消えていく。声もなく彼の話に聞き入っていたアリシアを見て、彼は奇妙に穏やかな微笑を浮かべていた。

　そんなカシュヴァーンの顔を見ていると、胸の底が不思議にざわざわしてくる。ふと思いついてアリシアは、彼にこう尋ねてみた。

「あの……カシュヴァーン様、もしかして、時々こちらにいらしてました？」

　廃園の入口には確かに人が訪れた気配があったのだ。カシュヴァーンは少し驚いたような顔をしてからこう言った。

「……ああ。時々な」

「……お母様に、お会いするため？」

　ためらいがちな質問に、カシュヴァーンは直接的には答えずただ苦笑いする。

「ノーラも手を焼くはずだ。鈍いんだか鋭いんだか分からんお嬢様だな」

　そう言うと彼は、再び話を始めた。

「親父の子供は俺しかいなかったから、あいつの死後俺がこの家を継いで領主になった。アズベルグの貴族どもも最初は歯し牙がにもかけて下さらなかったが、むしろそれは好都合だった」

　領主の放置に慣れていた彼らは、次の領主がこのような強行支配に乗り出してくる可能性をまるで考えていなかったらしい。元より呪われたハルバーストの血筋の人間に怯えていたこともあり、思ったよりもはるかにあっけなくカシュヴァーンはアズベルグの暴君になることが出来た。

「俺が自ら出向いて取り立ての現状を調べ、台帳の再確認をさせるだけでかなり懐が潤ったぐらいだからな。まあとにかく俺はその金で国王に願い出、〈強〉公爵という爵位を作ることも許された」

「ああ、強公爵ってカシュヴァーン様がお作りになった爵位ですのね」

　道理で聞いたことがないはずだ。アリシアの言葉に、カシュヴァーンはいつものようににやりと笑った。

「ああそうだ。なかなかいいだろう？　なにせえらく強そうだ。と言っても俺一代だけの、子には継げない爵位だが。母方の姓を名乗る許可も頂いて、かくしてアズベルグはライセン強公爵の治める地となったわけさ」

　自分の悪趣味を面白がるように笑う顔はやけに生き生きとして見えた。

「しかしメイドの血を引く胡う散さん臭くさい爵位持ちの領主に、名家の方々が振り回されている様はなかなか見物だったぜ。馬鹿当主の唯一の娯楽だと、薔薇園に女を埋めることを止めようともしなかったあいつらがな」

　いたずらを仕掛けてはその成果に満足する子供のような、悪びれない笑顔が薄闇に吞のまれていく。いつしか笑みを失ったその唇から、また淡々とした声が漏れ始めた。

「だがそれで、俺の母親の無念が晴れるわけじゃない。分かってるさ」

　その一言にぴくりと身じろぐアリシアの、細い肩にカシュヴァーンの手が触れた。暗いのにお顔がよく見えるわね、と思っていると、当たり前だった。その分彼が近づいて来ているのだ。

「茶番の締めに死神姫、お前を得て俺は更なる力を得ようと思っていた。死神の加護なら俺にも相応しかろうしな。しかし……思わぬ収穫だったと言わざるを得ないな、全く」

　黒い瞳の奥、暖かさと激しさを同時に感じさせる不可思議な光が揺れている。

「こんなことは全て、何もしゃべるつもりなんかなかった。名門フェイトリンのお嬢様からは、名家の血だけを頂ければ良かったはずだったんだが……」

　乾いた大きな手が優しくアリシアの頰ほおを包む。恐怖のためではない何かに胸の底がざわめいて、少女は訳もなく不安を感じた。

「わ、私……」

「屋敷の外に出るな、トレイスのことを聞くな、廃園に近づくな。このアズベルグの暴君の言うことを、ただの一つも聞かなかった女はお前ぐらいのものだろうよ。屋敷の外に出るな、に関しては二回も破ってくれたしな」

「……ごめんなさい」

　またしょんぼりするアリシアの、うつむきかけたあごがくいと持ち上げられた。

「分かっている。お前は俺を殺させまいと、たったひとりであそこに乗り込んでくれたんだな」

「それは……その、だって私、カシュヴァーン様をとても怒らせてしまったんですもの」

　近すぎる距離にとまどいながら、アリシアはつっかえつっかえしゃべった。

　カシュヴァーンの存在は今や恐怖小説そのものだ。呼吸が苦しく、動どう悸きが激しく、心臓が壊れそうなほど脈打っているのが分かる。

　なのにひどく惹ひきつけられて、眼が離せない。

「私……家族になった人に、もう、死んで欲しくなくて……」

「俺もだ。もう二度と、身近な人間を失いたくはない」

　吐息が近づいて来る。何だか頭がくらくらして来て、アリシアは思わずつぶやいた。

「わ、私、でも……すごく子供で……カシュヴァーン様とは年齢的に釣り合いが……」

「お前は十五だろう？　俺は二十二だ。確かにお前は子供っぽいが、貴族同士の政略結婚ならよくあることだ」

　くらくらが収まる。代わってやって来た衝撃の事実について、アリシアはびっくりして声を上げてしまった。

「三十三歳ぐらいだと思っていましたわ！」

「……何だその具体的な数字は」

　呆れたようにカシュヴァーンは言うと、逃げ腰になっていたアリシアを隙を突いて引き寄せた。

　暗い廃園の中、おまけに急なことだったので何が何だかほとんど分からなかった。ただ抱きしめられた温ぬくもりと、唇に触れた熱が一度目よりも熱かったことだけは分かった。








　第五章　誰がための翼







「旦だん那な様は、すっかり奥様と仲良くなられたようですねえ」

　いつものように台所で昼食を取っていたアリシアに、料理人のダン、それに御者のロセが嬉うれしそうに話しかけてくる。

　ティルナードたちが逃げ散っていってから十日余り過ぎただろうか。カシュヴァーンはトレイスたちを連れていつものように領地内の見回りに出ていて留守だ。

　ハルバーストの薔ば薇ら屋敷についてアリシアに話をしたことを、彼は使用人たちに言ったようだった。レジオールが領主だった頃から仕え、代替わりの際にも逃げ出さずにいたひとりであるダンは、金で買った死神姫との結婚が主あるじに笑顔をもたらしたことが嬉しいらしい。

「……前の旦那様が亡くなられて以来、カーシュ様はいつも恐ろしい顔をして恐ろしいことばかりされていました。トレイスがいなくなってからは余計に……側近も作らず、全部おひとりで決めて、誰の恨みをかっても構わないような素振りばかりで……ですが、本当に良かった」

　カシュヴァーンが幼い頃から彼に接してきたせいだろう。愛称で主人を呼びながら、しんみりとした口く調ちようで語るダンと同じ気持ちでいる者が多いようだ。数は少ないながらも結束力の強い彼らは、ライセン夫妻に対する忠誠心を完全なものとしたようだった。

「……ふん、夫婦というよりはた目には親子のようですけどね」

　アリシアの側そばで彼女が作ったシチューを食べながら、ノーラがぶすっとした顔で吐き捨てる。横からロセが茶化すような声をかけた。

「何だノーラ、またそんなことを言って。お前が旦那様に奥様が例の伯爵のところに行ってしまった、と報告しなきゃ」

「暗殺者なんて単語を出されちゃ報告しないわけにはいかないでしょう!?　カシュヴァーン様が死んでしまったら、正妻どころか愛人でもいられないじゃないですの！」

　全く、とぶつぶつしゃべるノーラの態度は今や完全に女主人を前にしたメイドのそれではない。彼女は領主が代替わりしてから屋敷に入った数少ない使用人であり、母親の事情のせいかメイドに甘いところのあるカシュヴァーンにつけ込む機会を日々狙ねらっていたらしい。

　死神姫との結婚、という一大事を相変わらずの独断で決めた主人に、彼のことを心配していた使用人たちもさすがに反発したようだった。その感情を追い風として、正式に愛人になりゆくゆくは正妻という目もく論ろ見みが水泡に帰したのだ。

　ひたすら鈍い奥方に、最早猫ねこ撫なで声を出す必要もないと思っているらしかった。だがアリシアは、開き直った態度を取る代わり、いっしょに食事をしてくれるようになった彼女をにこにこ見て言った。

「そうねノーラ、ありがとう。正妻にしてあげられなくてごめんなさいね。カシュヴァーン様、正妻は一応フェイトリンの血を引く私じゃないと困るんですって」

「……まあ、いいですわよ」

　この調子ならまだ入り込む余地あり、と見てか、つんっとそっぽを向いたノーラは、その先にいた人影を見てぎょっとした顔をした。

「ルアーク!?　もう、急に出て来ないでって言ったでしょう！」

「あはー、ごめんごめん。他人の視界に入らないように動くのが癖なんだよね」

　この屋敷内で一番新しい使用人であり、引き続き例の隠し部屋の住人となっているルアークがいつの間にかそこに立っていた。カシュヴァーンは正直自分の部屋にほど近い場所に暗殺者を住まわせておくのは嫌なようだが、暗殺者の方があの部屋を離れる様子はない。

「だけどほら、カシュヴァーンおにいちゃんてば急にお帰りみたいだからさ。何かあったんじゃないかと、おっと、言ってる側そばから」

　鼻がいいとアリシアを褒めた死神の、耳だか勘だかには常人離れしたものがあるようだ。親愛の証あかしのつもりなのか、カシュヴァーンを勝手におにいちゃんと呼ぶ彼の言う通り程なく激しい馬のいななきが聞こえ始め、やがて屋敷の扉が盛大な音を立てて開いた。

「アリシアはいるか！」

　険しいカシュヴァーンの声を聞き、台所に集まっていた奥方と使用人たちは広間の方へと移動する。すっかり台所での食事が恒例になっている妻にはもはや何も言わず、つかつかと歩み寄ってきたカシュヴァーンは手にしていた一枚の書状を彼女の眼の前に突きつけた。

「嫌な方向に成長しやがったぞ、あのぼっちゃん」

　吐き捨てたカシュヴァーンが広げた書状を、アリシアはきょとんとしながら見つめる。内容を一読し、彼女も思わずえっ、と声を上げた。

「……私の家を……レイデン伯爵様が、おじさまから買った……？」

「……言おうかどうか迷っていたが、元々お前の後見人はお前を売った後すぐに屋敷の売り先を探し始めていたんだ」

　ぱっちりと眼めを見開き、見つめてくる妻にカシュヴァーンは小さく息を吐ついてから説明を始める。

「ある意味お前とヘイスダム殿は似た者同士ということなんだろうな。領主でもないフェイトリンの体面を必死で守るよりも、お前と屋敷という金目の物を売り払って優雅な生活をしようと思っていたらしい」

　確かに両親が生きていた頃から、ヘイスダムは再三あの屋敷を売れ売れと言っていたのだ。内心はアリシアも彼の言うことの方が現実的だとは思っていたが、とんでもないとかたくなに拒否を続けた父母の意志を結局はその死後も尊重し続けてきた。アリシア自身にとってもあの家は、思い出の詰まった両親の形見のようなものだったから。

　フェイトリンの領主としての地位はとっくに失われ、農民から成り上がった新興貴族五家に分割されている。何とかして他の四家を追い落とそうとする彼らが、多額の金と引き替えにしてでも地方伯の屋敷を欲しがっていることは知っていた。

　だが両親がその所有者をいずれ他家に嫁ぐ娘ではなくヘイスダムにしておいたことだって、一族の手に名家の象徴を残しておくための措置。それを今、しかもティルナードに売るとは。

　口約束でしかなかった売るな、を今まで守ってきてくれただけでも彼の良心の表れではあるのかもしれないが、アリシアとしては呆ぼう然ぜんとするしかない。

「俺にまとめて買わないかと言ってきたぐらいだったからな。今となってはそうしておいた方が良かった気もするが……まあ、いまさら言っても仕方がない」

　後悔の言葉を途中で切って、カシュヴァーンはアリシアにこう言った。

「支度をしろ、アリシア。おぼっちゃんは俺とお前がいっしょに自分の領地に来ることをお望みだ」

「あれ、行ってあげるつもりなんだ。どう考えても罠わなでしょ」

　ルアークが意外そうな声を出した。仕方がないだろうとカシュヴァーンはつぶやく。

「どうせあのぼっちゃんがこのまま引き下がりはしないだろうとは思っていたんだ。今回のことを無視すればしたで、次に何をやらかすか分からん」

　うんざりした顔をしながら手を伸ばし、彼はアリシアの頭を軽く撫でた。

「高価なドレスも宝石もねだらない手のかからない妻が、珍しくこだわっている物だしな。それにどんな家でも生まれ育った家は特別だ、という気持ちなら俺にも分かるさ」

　そう言ってかすかに笑ったカシュヴァーンは、背後に控えていた配下たちを振り返って命じる。

「お前たちも支度を急げ。準備が整い次第発たつ！」

　マントをひるがえし指示を飛ばし始めた領主の背を見送って、ルアークは軽く口笛を吹いた。

「やー相変わらずかっこ良くてちょっと腹立つなー。にしてもカシュヴァーンおにいちゃんてば、やっぱあん時ぼっちゃんを強く殴り過ぎたんじゃない？」

「そうね……」

　癖のように撫でられた頭に何となく触れてみて、アリシアははにかむように微ほほ笑えんだ。







　アズベルグとレイデンの境界に当たる場所。門番のように連なる高い山々の麓ふもと、広がる鬱うつ蒼そうとした森の入り口である草原にティルナードの高笑いが響く。

「ははははは遅いぞライセン、一体今まで何をしていたんだ！」

　数十騎の翼の紋章をつけた騎兵を扇状に背後に従え、自身もしっかりと武装した彼を見てカシュヴァーンは半眼になる。アズベルグでも外れの方だからか、明るい日差しの中ではくっきりと目立つ黒い男とその一行を見て、ティルナードは更に愉快そうな顔をした。

「なんだその顔は！　馬鹿め、まさかここで待ち伏せされているとは思っていなかったようだな！　己の読みの甘さを後悔するがいい!!」

　ティルナードの言う通り、ライセンの屋敷を発って六日ほどのこの場所はまだレイデンの領地内ではない。国王の免状があるにしろ、他人の領地内で仕掛けてこようという頭はカシュヴァーンにはなかったらしく彼はわざとらしいため息を吐いた。

「そうだな。どうせならもうちょっと強めに殴っておけば良かったと後悔はしているが」

　右手の拳こぶしを確かめるように握り締める、示威的なそのしぐさにもティルナードは引かない。すぐそばで相変わらずおろおろしているユーランにも構わず、彼は腰に差していた剣を抜いて叫んだ。

「さあライセン、今度こそ一騎打ちを受けてもらうぞ！」

「……は？」

　抜けるような青空に相ふさ応わしい、まっすぐな響きにカシュヴァーンは気抜けした顔になった。待ち伏せに気づいて彼の背後に展開していたライセンの兵士たちも、思わぬ事態に怪け訝げんそうな表情になっている。

「この間のアレが僕の実力だと思っているのなら大間違いだ！　僕はちゃんと剣の指南を受けている！　き、きちんと礼儀に則のつとった方法での一騎打ちなら絶対にお前に負けたりしないんだからな！　さあ剣を抜けっ!!」

　剣先をカシュヴァーンに突きつけて、ティルナードは至極真ま面じ目めな顔でそう叫んでいた。カシュヴァーンはまじまじと実はさほど年の変わらない若者を見た後、隣に立っていた暗殺者に眼を向けた。

「なあルアーク。俺の心は汚れているな」

　ふう、とまたわざとらしくため息を吐き、彼は腕組みなどして見せる。

「てっきりこのぼっちゃん、人を屋敷から呼び出しておいてそこを不意打ちで叩たたく気なのだとばかり思っていたんだ。なのに正々堂々一騎打ちを挑んで来るとは」

「心配ないよ、俺もそう思ってたから。けどやっぱ、強く殴り過ぎたんじゃないの？」

「おいこら！　僕は正々堂々申し込んでいるんだぞ！　早く抜け！」

　わめくティルナードの顔を見て、カシュヴァーンはもう一度ため息を吐いた。そして彼は、言われた通りにすらりと腰のものを抜いた。

「まあ、暴力は嫌だ嫌だとわめいていたことを考えれば、健全な成長を喜ぶべきなんだろうよ」

「カシュヴァーン様！」

　そのまま進み出ようとするカシュヴァーンに、トレイスが慌てたような声を出す。

「本気で一騎打ちなどされる気なのですか。その方は、誰かに手を振り上げられただけですくみ上がってしまうような……」

「それでも名指しで挑まれたんだ。強公爵を名乗る者として、礼儀上受けないわけにもいかんだろう」

　片手に剣を持ったまま、彼はすたすたと歩いていく。ティルナードもあごを引き、手にした剣を正面に構えた。

　本人の弁通り、剣の指南を受けていることは間違いないようだ。細い体には重そうな剣に振り回されるような様子はない。

　ただし明らかに力が入り過ぎてしまっており、一見ぶらりと立っているだけのようなカシュヴァーンの自然体の構えとは比べるべくもない。

「言っておくぞ。俺はお前のような、自分だけが被害者面をした甘ったれが大嫌いなんだ。先に剣を抜いた以上、それ相応の覚悟は出来ているな」

「ふん、そっちこそユーランがここにいることに感謝しろ！　死ぬ寸前に気が変われば、翼を賜る儀式ぐらいはさせてやってもいいぞ！」

　口は相変わらず一人前のティルナードは、ことのなりゆきをぽかんとしながら見守っているアリシアにちらと視線を流した。

「アリシア様、ご安心下さい。あなたの屋敷に手などつけるつもりはありません。地方伯の屋敷は名家の象徴、まして家を焼かれた僕にはその価値はとてもよく分かる」

「え？」

「あんなものはこいつをここへ呼び出すためのただの方便です。さあ、始めるぞライセン！」

「え、でも……」

　何か言おうとしたアリシアから視線を戻し、ティルナードは剣を構えてカシュヴァーンに向かっていく。気迫にだけは見るものありと思ったのだろう、カシュヴァーンも無言で手にした剣を振りかぶった。

　数十歩分あった距離が見る間に埋まっていく。二人の剣が交錯した、その瞬間。







「ひええええっ」

　怯おびえた声を上げ、ユーランが顔を背ける。

　一方で動かないのはティルナードだ。カシュヴァーンの右脇腹に突き立てた己の剣を摑つかんだまま、彼はその場で硬直している。

「違う」

　震える瞳ひとみがカシュヴァーンの背後に向く。彼を挟んでちょうど反対側、カシュヴァーンの左脇に後ろから剣を突き立てたトレイスとその眼が合った。

「違う、違う！　……僕じゃない、僕の勝利じゃない！」

　わめくティルナードを無言で見てから、カシュヴァーンはゆっくりと振り返る。うつむいているトレイスの金の頭を見下ろして、彼は一言こう言った。

「どういうことだ、トレイス」

「……翼を下さると……おっしゃったのです」

　まだうつむいたまま小さくつぶやかれた声に、カシュヴァーンは眉まゆ根ねを寄せる。

「私の姉に、翼を！　至いと高たかき国へと行ける翼を与えて下さると！　そうおっしゃったのです!!　……そして、あなたにも……」

「……そうか。そういうことか」

　全すべてを悟ったようなカシュヴァーンの眼が、あるひとりの人物へと向いた。

「やっぱり貴様か、ユーラン……」

　名前を呼ばれたユーランは、恐る恐る、という感じで彼を見る。二本の剣をその身に受けて、地面に赤黒いものを滴らせているカシュヴァーンの姿に聖職者はぶるぶると身を震わせた。

「あー……あああ。ふ、服が黒いから分かりにくいですけど……うう、やっぱり痛そうですねえ……」

　いつものように言ってから、彼は硬直しているティルナードへと眼を向けた。

「早く楽にして差し上げなければ。さあ、ティルぼっちゃん。長引かせてはお気の毒です。もうちょっとですから、がんばって」

「どういうことだ、ユーラン！」

　絶叫するティルナードの肩にカシュヴァーンが触れる。びくっとした彼の体を支えにして、カシュヴァーンはかすれた声でこう言った。

「どうしたもこうしたもあるか……お前さっき、屋敷を云うん々ぬんは方便だと言っていたが、実際フェイトリンの屋敷はレイデンの名で買い取られている……」

「何だと!?」

　血相を変えたティルナードに彼は小さく鼻で笑う。

「お前の書状に書いてあることを、俺がそのまま鵜う吞のみにすると思ったのか？　調べた結果それが本当だったから、待ち伏せを承知で乗ってやったんだ……」

「な、な……」

　言葉が出ない様子のティルナードを見つめ、ユーランはいつものようにおっとりと笑った。

「ぼっちゃん、ほら早く。一騎打ちをしたいとおっしゃったのはあなたでしょう？」

「……違う！　これは僕の勝利じゃない……！」

「あなたの勝利ですよ。だって私はあなたのたったひとりの味方。私がトレイスさんにお願いした結果なのですから、あなたの力で勝ったのと同じことじゃないですか。全く相変わらず、ひとりでは何も出来ないくせに自尊心ばかり強いんですから……あわわわわ」

　失言としても度が過ぎる発言をしたユーランの背後で森がざわめいた。そこから出現した兵士たちを見て、ティルナードは驚いた顔をし、カシュヴァーンの配下たちも顔を強こわ張ばらせた。

　最初にいた人数と合計するとおよそ百騎ほどか。このまま乱戦になっても到底敵かなわぬ人数差である上に、何人かは矢をつがえカシュヴァーンたち一行にぴたりと狙ねらいを定めている。

　おまけに彼らの肌はわずかに浅黒く、身に着けている装備も盛り上がった筋肉の邪魔をしない程度のものしかない。〈翼の祈り〉の麗うるわしい鎧よろいに身を固めた兵士たちとは明らかに違う、戦いに特化した人間たちの集団。

「ラグラドールの傭兵団、か……なるほど、本気で用意がいいことだな……」

　国民の大半が傭兵である近隣の小国の名を口にし、カシュヴァーンは皮肉な笑みを作る。瘦やせた貧しい地に生まれ育った彼らは頑健さ、貪どん欲よくさ、そして圧倒的な強さで知られていた。














「カシュヴァーン様っ、あっ」

　やっと声を出せたアリシアだったが、一歩前に出ようとしたその鼻先に銀色の光が過よぎった。気づけば彼女のすぐ横に移動していたルアークが、以前もそうしたように手にした得物を少女の喉のど元もとに突きつけていた。

「ごめんねえアリシア。言っとくけど俺、本気であんたとカシュヴァーンおにいちゃんに従おうと思ってたんだよ。でもティルぼっちゃんとの契約は切っていいけど、元の雇い主様との契約を切ると俺死んだ後までえらいことになるらしいから」

　悪びれず笑う表情に罪悪感の陰りはあまりない。ユーランもそんな暗殺者の顔を見てにっこりした。

「ああ、とてもいい心がけですねルアーク。あなたといいトレイスさんといい、一時はどうなることかと思いましたが、私との約束を忘れていなかったようで嬉しいですよ」

　またも顔を強張らせているティルナードに気づき、ルアークは親切に解説をしてやった。

「ごめんねぼっちゃん。俺さ、元々司教様に頼まれてたんだよ。あんたの言うこと聞いてやってくれって言われててさ」

「つまりは最初から、お前を矢や面おもてに立たせて俺を消すつもりだったという訳さ……」

　低い声で吐いたカシュヴァーンは、今やティルナードを杖代わりにして何とか立っているような状態だった。しかしその眼からはいまだ鋭い光は消えていない。

「ふん、しかし大した調教手腕じゃないか……首輪を意識させずにこうまで飼い慣らすとはな……右に行けと言えば左に行く、よく仕込んだもんだ……」

「お褒めにあずかり光栄ですよ。首輪をつけて引きずり回すのがあなたの得意技だそうですが、首輪の存在に気づかせないのが真の支配というものです」

　微笑み返すユーランの表情は、一見それまでと何ら変わりはない。それだけにその口から出る言葉が信じがたいらしく、ティルナードはあ然とするばかりだ。

「おかしいとは、思っていたんだ……そもそもレイデン家の没落自体な……」

　なに、と眼を剝むくティルナードの手を摑つかみ、カシュヴァーンは脇腹に刺さったままの彼の剣を抜く。同時に背中側にいたトレイスを振り払い、ユーランに向かってよろよろと数歩歩んだ。

　けれど剣という栓を失った肉体から流れ出る血の量は、それ以上進むことを許さない。

　ユーランは血と暴力が苦手なのは本当らしく、ぼたぼたと地面に落ちる赤いものを見てひいと情けない声を出した。

「あああ、もう、見ていられませんよ。ぼっちゃん、お早く」

「……う、う、う、うるさい、出来るかっ……！　それよりライセン、今のはどういうことだ！」

　今度は自分の剣を杖代わりにしたカシュヴァーンは、ティルナードの声に応じて再び話し始めた。

「農民の反乱にしては、やけに手回しが良過ぎた……おまけにこんな世間知らずのおぼっちゃんを、お前のような位の高い聖職者がわざわざ後見してやるとはな……何か裏があると、そう見てはいたが……」

「はは、私の位を知ると皆さん、なぜか不思議そうな顔をなさるんですよねえ」

　首から下げた翼の紋章と、聖女アーシェルの横顔とを指先で大切そうに撫でてユーランはのんきに笑う。

「さすがの慧けい眼がんですよ。ですけど私がトレイスさんを屋敷に戻るよう説得したことによって、あなたの慧眼も曇ったようですね。アズベルグの暴君にも、案外可か愛わいいところがある……あわわわ」

　今となってはわざとらしい失言に慌てた声を聞いたあたりで、カシュヴァーンはいよいよ限界になったようだ。大柄な体ががくりと崩れ、彼は自分の血で出来た溜たまりの中に膝ひざを突いた。

「ライセン！　……くそっ！」

　カシュヴァーンに駆け寄ろうとしたティルナードの腕を、彼を警備していたはずの〈翼の祈り〉の兵士がすかさず摑む。

「離せ！　離せ、僕はレイデン伯爵だぞ！　お前たちの雇い主だっ、離せ！」

　叫んでも、兵士は露ほども表情を変えない。苦もなくティルナードの抵抗を封じたまま、彼は無感情な瞳をユーランに向けた。

「司教猊げい下か、いかが致しましょうか」

「仕方のない方ですね。よろしいでしょう、今後のためにも何発か教育して差し上げなさい」

　そう言ってユーランはぱっと眼を背ける。途端、別の兵士がつとティルナードに近づいた。

　硬い音が静まり返った場に響き渡る。拳でこそなかったが、手の平で思いきり頰ほおを張られたティルナードは眼を見開いて動きを止めた。

　だが彼は、すぐにまた叫び始めた。

「……ユーラン！　くそっ、離せ！」

　赤く腫はれた頰を歪ゆがめ、ティルナードは闇やみ雲くもに暴れ続ける。彼を押さえていた兵士は一瞬驚いた顔をしたが、彼を張り飛ばした兵士は黙って反対の腕を振り上げた。

　途端に青ざめたティルナードはぶるっと大きく身を震わせる。しかし以前のような発作状態に陥るところまではいかず、摑まれた腕を振りなおも果敢に抵抗を試みた。

　とはいえ、しょせん大した抵抗にはならない。別の兵士の助太刀もあり、あっさり拘束されてしまったが、恐る恐るティルナードに眼を戻したユーランは非常に意外そうな顔をしている。

「おやおや、まあまあ。公爵の教えの賜たま物ものと言うべきですか」

「うるさい！　よくも、よくも……！」

　心の痛みのためか、体の痛みのためか。眼の端に光るものをにじませ、ティルナードは怒りを吐き出した。けれど彼の怒りを受けるユーランの顔は至って涼しげだ。

「ですがいけませんね。ティルぼっちゃんのような体も頭もか弱い方には、半端な勇気など御身を害するものにしかなりませんのに」

「──お前たちが僕の家を焼いたのか！　父様と母様を殺したのか!?」

「ああ、そのことを思い出すと私も胸が痛むのです。教団としても非常に非常に苦肉の策として取った処置なのですよ。もっとも我々の名前を出すわけにはいかない時期だったので、かなりの遠回りをしてしまいましたが」

　より核心的な質問に、ユーランは少しだけ表情を動かしてしゃべり始める。

「あなたのお父様はとても優秀な領主でいらした。けれど優秀な領主であるからこそか、分不相応な野望を抱いてしまったのです。ご自分が国王になる、というね」

「何だと……!?」

　幼かったティルナードは父親の目論見など知らなかったのだろう。仰天している彼に、ユーランはさも困ったという顔をして見せた。

「農民たちの下克上をあれほど見事に統制しておきながら、ご自分が下克上を成そうとは全く理解に苦しみます。とにかくこれ以上レイデン伯爵が世の中を乱すようなことをなされば、教団はあの方を至高き国へお連れすることが出来なくなる。だからまだ間に合ううちに、手を打ったというわけです」

「……だ、だからって……！」

　ティルナードも敬けい虔けんな信者だ。流れるようなユーランの言葉を切って捨てることは出来ないようだが、その顔は幼い子供のようにくしゃくしゃに歪んでいた。

「だからって……、ユーラン！　僕に、僕に優しくしてくれたのも、助けてくれたのも、みんな、みんな……！」

「ああ、ぼっちゃん。どうかそのように傷ついた顔をなさらないで下さい。大丈夫ですよ、これからはもう少しだけおとなしくして頂くつもりですけれど、今まで通りお守まもりして差し上げますから……」

　それは優しい響きを帯びた声で言うと、ユーランはにっこり笑ってこう結んだ。

「だってあなたは名家の血を引く正統なレイデン家の当主なのですから。ちゃんと領主に戻して差し上げたでしょう？　我々としては将来的には、全ての地方伯に本来の領主の地位を取り戻して頂くつもりなのです。無論フェイトリンにも、そしてアズベルグにもね」

　そんなことを言いながら、ユーランはカシュヴァーンの具合をうかがう。最早肩で息をするのがやっと、という状態になったことを確かめてから、血に濡ぬれた剣を握り締め突っ立っているトレイスにこう命じた。

「さて、トレイスさん。あなたは友達を大切にする心をお持ちだ。神への敬虔なる心を忘れ、怪物になってしまった幼おさな馴な染じみをその手で救って差し上げなさい。今ならまだ、人として至高き国へお連れすることが出来るでしょう」

　穏やかに微笑みながらの台せり詞ふを受けて、トレイスは黙って手にした剣を振りかぶる。

「トレイス、だめよ！　あなたにとってもカシュヴァーン様は大事なお友達なんでしょう？　殺してはだめ！」

　アリシアの叫びを聞いて、彼は苦しそうな表情になった。

「……私だって、本当はこのような真ま似ねはしたくありません」

　苦しそうにしながらも、しかしトレイスは振りかぶった剣を降ろさない。

「しばらくの間お側に戻り、共に過ごすうちに心が揺れることもありました。手ひどい処罰を覚悟しておりましたのに、私が戻ったことをあのように喜んで下さるとは……ですがこの方は名家の血を引くというだけの理由であなたを買い、おまけにメイドを愛人にしている」

　震える声でつぶやく瞳には明らかに迷いがあった。トレイスの葛かつ藤とうはまだ続いているようだったが、彼はそんな自分に苛いら立だった様子でこう言い切ってしまう。

「あんなにお嫌いだったお父上と、カシュヴァーン様は同じ道を歩もうとしているとしか思えない……！　友として、臣下として、私にはこうする義務があるのです！」

「トレイス！」

　叫ぶアリシアの首が針先に触れそうになったことに気づき、ルアークは微妙に武器の位置調整をしながら彼女を制止した。

「だめだってアリシア。それにアリシアの大事な屋敷は、今はレイデン伯爵のものなんだよ。ぼっちゃんはアリシアのことお嫁さんにしてくれるってことだし、司教様はフェイトリンを領主に戻してくれるらしいしさ。いいことずくめじゃん」

　気楽な言葉に顔を歪めるカシュヴァーンから用心深く距離を取ったユーランは、曖あい昧まいな微笑みを口元に浮かべている。

「残念ですよ。あなただって、最初から我々の教えを信じなかったわけではないようでしたのに」

　わずかに顔を上げたカシュヴァーンを見て、彼はくすくす笑いながら続けた。

「存じていますよ。死んだ母親のために、幼いあなたが我々から翼を買おうとしたこと。もっとも農民出身の、おまけに財産目当てに領主の愛人になったメイドに必要なだけの翼を買うなど、それこそ国一つにも匹敵する……ねえ？　それで〈翼の祈り〉に対する信仰心を失ったのでしたら、はっきり言って逆恨みもいいところ……あわわわわ」

　その言葉を聞いてカシュヴァーンは奥歯を嚙かみ締める。しかし同時に、トレイスもはっとした顔になった。

「トレイスさん？」

　張り詰めた横顔から力が抜ける。幼馴染みを手にかけるために必要だった衝動が、トレイスの中から消え去ってしまったようだった。

「……ユーラン様……申し訳ありません、出来ません……」

「……おやおや」

　剣を降ろしてしまったトレイスを見て、ユーランは呆あきれたような声を出す。

「少しばかりお友達ごっこを長くやり過ぎたようですね。まあいいでしょう。アズベルグの暴君にとどめを刺すには、もっと相ふさ応わしい方がこの場にはいらっしゃる」

　そう言うと彼は、おもむろにアリシアの方を向いた。

「さて、出番ですよ死神姫様。そこのルアークが言った通り、あなたの大事な屋敷は私のぼっちゃんの持ち物です。言っている意味は分かりますね？」

　ヘイスダムに託したはずの、両親が守りたがっていた屋敷は今やレイデン伯爵のもの。しかしそれをどうするかは後見人であるユーラン、及び〈翼の祈り〉教団の胸先三寸。

「あなたは変わった方ではありますが、大層現実を知った御方ともお聞きしております。散々予定外のこともして下さいましたが、終わり良ければ全て良しとしましょう。トレイスさん、あなたの剣を貸して差し上げなさい」

　言われてトレイスは、わずかにためらった後、手にした剣をアリシアに渡そうとした。しかし少し考えてから、それを彼女はこう断った。

「いいえ、ユーラン様。私、剣なんか重くて持てません。それにバスツール様と同じようにしたいのであれば、使う武器はこちらですわ」

　細い指先が、己の喉元に突きつけられた針を指す。ルアークが楽しそうに笑い出した。

「あはは、なるほど。そりゃそうだね、はい。今のカシュヴァーン様なら多分いちころだよ」

　あっさり言って彼は手の中の武器をアリシアに手渡し、離れていった。彼女は初めて手にした武器をしっかり持ち、続けてユーランにこう言った。

「ユーラン様、カシュヴァーン様に翼を賜る儀式をして頂きたいの。こちらに来て下さらない？」

「いいですよ。ああ、それと言っておきますが、それで私を刺そうとしても無駄ですからね。トレイスさんも、それにぼっちゃんも、馬鹿な考えを起こさないように」

　これもあっさりうなずいたユーランが、ゆっくりとアリシアの背後に回る。同時にルアークもトレイスの側に近づくと、剣を握った腕を震わせている彼を制止する位置に立った。

「私、暴力は嫌いですので、人を殴ったりはしませんが避けるのは割と得意です。ライセン公爵にはこの間殴られましたけど、あなたの腕じゃ当たらないですからやめた方がいいですよ」

　それでも用心のためか、やや離れた位置で立ち止まったユーランからアリシアは夫へと眼を向けた。

　銀の針を握り締め、見下ろしてくる妻を見上げるその眼は奇妙に静かだ。諦あきらめを漂わせた表情をして、彼はぽつりとつぶやく。

「最後は妻の手にかかる、か……呪のろわれたハルバーストの血の終わりとしては、これも相応しいかもしれんな……」

　辞世の言葉を口にした夫に対する、アリシアの表情も口調もいつもと変わりない。

「ねえカシュヴァーン様。私が死んだら、違約金はおじさまから頂いて下さいね。屋敷を売ったお金が入ったはずですから」

　手た向むけの言葉を出すべき場面で、彼女が口にしたのは遺言の言葉だった。言い返す力がないらしいが、ものすごく何か言いたそうな眼をしたカシュヴァーンを見てアリシアは続けた。

「その代わりうまくあなたを助けられたら、私の家をレイデン伯爵様から買い戻して下さると嬉しいわ」

　そう言うと彼女は手にした針を振りかぶり、ためらいなく自分の左手の甲に突き立てた。

「なっ!?」

「アリシア!?」

　あっという間にその場にくずおれたアリシアの手の甲には、確かに針先が埋まっている。芝居などではなく、間違いなく傷口に血が染み出ていることを確認してから、青ざめたユーランが駆け寄って来た。

「馬鹿な、ここであなたが死んでどうする気なんです!?」

　ルアークの武器に猛毒が塗られていることは知っているのだろう。慌てた彼がアリシアを抱き起こした、その時のことだった。

「えいっ」

　間抜けなかけ声とともに、ぷすりと音を立てて突き刺さる。

　ユーランの手の甲に、猛毒の塗られた銀の針が。








　終章







　誰かに手を握られている。

　目覚めて一番最初にアリシアが意識したのはそのことだった。

　幼い頃に風邪など引いて寝込んだ際と同じ。全身を浸す気だるさも、その温ぬくもりに不思議に和らいでいくような心地良さが、触れ合った場所から伝わってくる。

「お母様……？……」

　夢うつつにつぶやいた瞬間、握られた手に力がこもった。

　けれど痛いほどにぎゅっと握り締めてくるこの手は、母のものとは違う。父のものよりもっと大きい、剣だこの目立つ乾いた大きな手の平の持ち主は。

「良かった……」

　寝台に寝かされたアリシアの枕まくら元もと、大きな体を丸めるようにして小さな妻の手を握り締めているカシュヴァーン。彼はようやく眼めを覚ました妻の、寝汗にしっとりとした頰ほおを確かめるようにそっと撫なでた。

　カシュヴァーン自身も大量に出血したせいだろう。まだ少し顔色が良くない上に、動きに多少ぎこちないところのある夫をアリシアはぼんやりと見返して言った。

「カシュヴァーン様……あら、私たち二人とも生きていますの……？　それともここは死後の国かしら……？」

「だとしたら至いと高たかき国ではないだろうな。残念ながら現世だ、アリシア」

　ハルバーストの薔ば薇ら屋敷特有の、黒と赤とで構成された室内を見回しカシュヴァーンは笑った。言われてアリシアも、ここが彼が与えてくれた自分の部屋の中だと気づいた。

「私、全然記憶がないんですけど……私がユーラン様を刺してから、どうなりましたの……？」

「ラグラドールの傭兵たちは、とことん利害でしか動かない。頭を潰つぶされて義理立てすることもないと思ったんだろう、何とか追い払うことが出来た。こっちの伏兵もいたし、寝返り返した死神もいたしな」

　元々カシュヴァーンはティルナードが不意打ちを食らわせてくるだろうと読んでいた。結果的にその読みが功を奏し、ユーランが用意していた兵を撃退する結果を生んだらしい。

「寝返り返したって……ルアーク、ですか？」

「まあな。だが、そんなことより教えてくれ。お前はまさか、本当に本物の死神姫なのか……？」

　カシュヴァーンは握ったままのアリシアの手をそっと撫でた。そこには毒針が刺さった名残である、縁が青黒く変色した丸い跡が残っている。

「肥料要らずを精製した毒だぞ。大の男でも即死する量が、お前の体を瞬時に巡ったはずだ。なのにユーランを刺す余力があり、なおかつ寝込みはしてもこうして意識を取り戻すとは、一体どうして……」

「俺も聞きたいな、それ」

　すっかり耳に馴な染じんだ声を聞き、アリシアは枕に預けた頭を緩慢に動かした。まだ眼め鏡がねをかけていないのでぼんやりとしか分からないが、銀色の頭髪は家具に紛れることなく光って見えた。

「ルアーク……あら、あなたユーラン様とのお約束はもういいの……？」

「ああ、うん。だってやっぱり、アリシアといた方が面白そうだし」

　あっけらかんと彼はそう言って笑った。

「暗殺者に死後の翼を約束してやって、それで言うこと聞くと思ってる下げ種すっぷりとか見てて結構面白かったんだけどね。けど考えてみたら俺、水みな底そこの国に行った方が知り合いが多そうなんだもん。それにあの人は死んじゃった毒を受けても、俺の死神姫様は死ななかったしさ」

　知らずに見れば背に翼を生やした姿が似合いそうな、屈託のない笑顔である。

「後さ、カシュヴァーンおにいちゃんが領主やってる以上、また〈翼の祈り〉の人たちとやり合うことになるだろ？　よその国にも影響力を持ってるでっかい教団と辺境の一領主がやり合うなんて、浪ロ漫マンあるじゃん。だから俺ここにいるよ」

　結局のところルアークの心を動かせるのは、方向性不明の好奇心だけのようだった。楽しげな笑みを浮かべた暗殺者を見てカシュヴァーンはわずかに瞳ひとみを鋭くした。

「正直に言えよ、死神。お前この間、わざと俺に負けただろう。ラグラドールの傭兵たち相手の動き、あれが本当のお前の力なんだな」

　ティルナードの天幕の中での一戦。わざと勝ちを譲ったのだろう、とかまをかけられ、ルアークは分かりやすくとぼける。

「えー何のことぉ？　そーだそーだ、きっと愛いとしい強公爵夫妻様のために！　って思ったら、こう都合のいい奇跡とか起こって俺急に強くなったんだよ。うん、そうそう。そう思ってなって」

「……まあいいけどな」

　いまだルアークの真意は不明。しかしカシュヴァーンは、それを問いただすつもりは今のところないらしい。

「全すべての地方伯を領主に戻す。〈翼の祈り〉の最終目的がそうなら、お前が言う通りどうせまたあっちから仕掛けてくるだろう。臆おく病びようで優柔不断な国王陛下のお心もころころ変わるしな。優秀で、しかも遠慮なく捨て駒ごまに出来る駒なら手元に置く価値は……ああ、入れ」

　扉を叩たたく音に気づいて、カシュヴァーンは言葉を切った。すぐに盆を片手に誰かが室内に入ってくる。

「……ア、アリシア、様……目覚めて……」

　姿はぼんやりしてよく分からないが、この声はトレイスだ。嬉うれしくなってアリシアはこう言った。

「あら、トレイス……良かったわカシュヴァーン様、トレイスを許してあげたのね」

「まあな」

　非常に気まずそうな顔をしているトレイスを振り返り、カシュヴァーンは意地の悪い笑みを浮かべる。

「結局のところこいつは、俺を想おもう気持ちを利用されたんだ。それにこいつの性格上、一回人の腹に穴を開けておいてもう一度裏切るなんて真ま似ねは出来んさ。なあ？」

「……申し訳ありませんでした！」

　いきなりその場に膝ひざを突き、トレイスは震える声を絞り出した。

「本来なら私は、どのような罰でもお受けせねばならない罪を犯したのです……！　なのにカシュヴァーン様は今後もお側そばにはべることを許して下さり、不安なら見張っていろ、本当に俺がただの怪物になってしまったらもう一度刺せ、と……！」

「おい、分かった、泣くな！　全く、泣くぐらいなら最初から裏切るな！」

　涙ぐむトレイスに、呆あきれたように言ったカシュヴァーンの言葉もどこか響きが優しい。

「何にしても、良かったですわ……うふふ、良かったわ私、今度こそ旦だん那な様を守れたのね……」

　夫の手をきゅっと握り返し、彼女は脳天気にふわりと笑う。寝過ぎていたためか多少は毒の影響もあるのか、少し舌っ足らずな調子でしゃべる姿はいつもよりも幼く見えた。

「あのですね……アズベルグにもたくさん生えておりますけど、肥料要らずってフェイトリンにも少しは生えておりますのよ……」

　トレイスに初めて出会った夜のことを思い出しながらアリシアは言った。

「あれってね、とっても甘いいい匂においがするでしょう……？　実はね、味も結構おいしいんです……」

　室内にしばしの沈黙が満ちる。

　ややあって、カシュヴァーンは乾いた声で問い返した。

「……まさかお前……あれを食べていたのか？」

　ええ、と彼女はまたふわりと笑った。

「だって人も獣も恐れて食べない物なんですもの……初めて食べた時は寝込みましたけど、慣れれば食べ放題ですのよ……強い草で、肥料も自分で調達してくれますから手間も要りませんしね……」

　カシュヴァーンとトレイスは互いに顔を見合わせ、黙り込んだ。その横でルアークは呼吸困難になりそうなぐらい笑い転げている。

「あっ、はっ、はははっ、そっか、そっか、普通に食べてたわけね……！　名家のお嬢様だし、毒殺を警戒して毒に体を慣らしてあったってオチかと思ってたけど、単に食べてたんだ……！」

「ええ、そういうお話も読んだことがあったから、うまくいくかなと思って……きゃっ」

　不意に視界が陰り、体が温もりに包まれる。カシュヴァーンが自分を抱き締めたのだと、耳元にささやかれた声で彼女は気がついた。

「……お前が貧乏で、食い意地が張っていて、向こう見ずで後先考えない性格で本当に良かった」














　ちっとも褒めていない言葉の羅列には暖かなものが込められている。耳元にかかる息がくすぐったくて、何だか恥ずかしくなってきたアリシアの耳に今度は別の声が聞こえてきた。

「カシュヴァーン様、レイデン……きゃあ！　何をしてらっしゃいますの！」

　ノーラの悲鳴に気づいて、カシュヴァーンもアリシアも部屋の扉の方を向いた。そこにはノーラ、そしてティルナードが顔を引きつらせて立っている。

「な、なんだ貴様、こんな時間から何をしているんだ！」

「相変わらず口のきき方を知らないな。後見人にはもうちょっと尊敬の意を示して欲しいものだ」

　別段動揺した風もなく、身を起こしたアリシアの肩に腕を回したままカシュヴァーンはそう言った。後見人？　と不思議そうに聞き返した妻に説明してやる。

「屋敷を取り戻して欲しい、と言ったのはお前だろう？　ちょうど後見人がいなくなったので、俺がこのぼっちゃんの後見人になってやったのさ。被後見人の物は俺の物、そして俺の物は俺の妻のものだからな」

「あら、レイデン伯爵の後見人にカシュヴァーン様がなれますの……？」

　また不思議そうに尋ねたアリシアに彼は説明をつけくわえた。

「本来なら親類でも上位の主君でもない俺は、そう簡単には後見人にはなれないんだがな。〈翼の祈り〉が自分たちが後見人になりやすいよう、あれこれ画策してくれていたおかげで他の候補者は国王しかいなかった。で、後はちょっと鼻薬を利かせてだな」

　それを聞き、ティルナードは悔しそうな顔をした。

「今に見ていろ！　お、お前の力なんか借りなくてもすぐにひとり立ちできるようになってやる！」

「そうしてくれ、俺だってお前の面倒をいつまでも見る気はないんだ。多分また〈翼の祈り〉が何だかんだ言ってくるだろうが、それにも自力で対処できるように早くなれよ」

　そう言うとカシュヴァーンは、ひょいと片手を差し出してみせた。

「それはそうと、俺の見舞いに来てくれたんだろう？　手ぶらということはないだろうな、おぼっちゃん。とっとと出す物を出せよ」

「うっうぬぼれるな！　誰がお前の見舞いなんか、僕はアリシア様が目覚めただろうと……！」

「噓うそつけ、アリシアが目覚めたのはつい今しがただぞ。お前がそんなに勘がいい訳があるか。素直にしっぽを振って見せろよ、今俺に手を放されて困るのは誰だ？」

「……もっと深く刺しておけば良かった……！」

　真剣な後悔をにじませた声でうなったティルナードと、カシュヴァーンは言い合いに突入した。途中からルアークとトレイスも参加し、あさっての方向へと騒ぎを白熱化させていく四人を見てアリシアはノーラにこう言った。

「良かったわ、カシュヴァーン様もレイデン伯爵もルアークもトレイスも、とっても楽しそうね」

「そうですわね。カシュヴァーン様も、何だか生き生きとしていらっしゃいますようで」

　自らを強公爵と名乗り、常に一種虚勢を張った状態だったカシュヴァーン。意図的に心許せる相手を作らずにいた彼にとって、こんな風に言い合いをするのは久しぶりなのだろう。

　実年齢より上に見られがちな鋭い顔立ちに若者らしい軽やかな笑みを浮かべ、こんなことを言っている。

「そんなに俺に後見されるのが嫌なら、いっそ愛人にでもなるか？　俺の奥方はその手のことには大層寛容でな。メイドの愛人程度ではびくともしないんで、少しぐらい嫉しつ妬としてもらおうと思っているんだが」

「本当だな本当だな本当に僕を愛人にしたいんだな？　じゃあ後でお前の部屋を訪ねるぞ後悔はしないな!?」

「えーずるーい、じゃあ俺も部屋に呼んでよおにーちゃん。俺ってばそっちも超一流だよー」

「カシュヴァーン様、いい加減になさって下さい。レイデン伯爵で遊ぶのはおやめなさい！　大体あなたは怪け我がもまだちゃんと治っていないんですから！　ルアークも悪乗りしない!!」

　実はカシュヴァーンより二歳ほど年上だというトレイスが、涙を振り払い説教を始めた。ぎゃあぎゃあうるさい男たちを眺めアリシアはのんきに笑っている。

「カシュヴァーン様、本当にとっても楽しそう」

　奥方の寛容過ぎる態度を見て、元祖愛人は諦あきらめたようにため息を吐ついた。

「……いっそ私、奥様の愛人になりましょうか。競争相手も少なそうですし、狙ねらい目かもしれないですわね」

　誰もが怯おびえるアズベルグの暴君を狙うという先見の明を持っていたノーラである。男友達と言い合いをする方が性しように合っているような主あるじを眺め、彼女ははあ、ともう一度息を吐いた。








終　　　










　あとがき




　皆様初めまして、小お野の上がみ明めい夜やと申します。このたびは『死神姫の再婚』を手に取って下さってありがとうございました！

　何もかも初めてのことだらけで受賞の連絡を頂いてからずっとあわあわしっぱなしだったのですが、こうして出版にまで何とかたどり着けてほっとしています。少女小説でヒロインが結婚しているはまだしも再婚ってどうだ、という感じではありますが、読んで下さった皆様が少しでも楽しんで下されば幸いです。







　実のところ、いわゆる少女向け小説はあまり書いたことがありませんでした。基本的に少年漫画を読んで育ち、ゲーマーとして過ごすうちに小説を書き始めた私がこういう形で本を出すことになるとは……世の中何が起こるか分からないものです。

　そもそもこの話を書いたのも自転車で移動中、ふっと「最初の夫が死んで出戻ったお嬢様がそのせいで安く買い叩たたかれる」という部分を思いついたのが始まりでした。まあこの話は平たく言えばそれだけの話なのですが、この時点ではハルバーストの薔ば薇ら屋敷のことなんて影も形もなかったです。

　多分書いているあいだに思いついたので話に組み込んだと思うのですが、行き当たりばったりにも程がありますね……







　話変わって、キャラについて。

　アリシアは私の人妻萌え・幼妻萌え・未亡人萌えを詰め込んだある意味理想の女の子です。……天然で許されるぎりぎりのラインではありますが。

　個人的にはもうちょっと胸がある方が好きなのですが、今まで貧乳キャラをあまり書いたことがなかったのであえてそういう風にしてみました。眼め鏡がねっ子も初めてですね。

　カシュヴァーンはいじっているうちにだんだん内面的なことが分かって愛着が出て来ました。当初は自分が一番書きやすいタイプの男性キャラというだけだったのですが、彼は対する相手によって色々出て来る面が違うのが書いていて面白かったです。

　書きやす過ぎてたまにおいたをしているところがありますが、意外に見た目よりも若いので勘弁してやって下さいませ。

　この二人はもちろん、ノーラやルアークやティルナード、ユーランやトレイスも、それぞれに読んで下さった方の心に多少なりとも残ってくれればと思っています。ちなみに男性キャラで書きやすいのはカシュヴァーンやルアークやユーランですが、一番いい人なのはトレイスな気がします。頭が悪くて可か愛わいいのはティルぼっちゃんですが！

　お気に入りのキャラなどおりましたらぜひ教えて下さいね。







　最初は年の差夫婦のほのぼのラブコメを書こうとしていたはずなのに、改稿を重ねるうちに案外殺伐とした話になってしまいました。大丈夫だろうかと思っておりましたが、幸か不幸かヒロインがああいう調子なのでそれほど暗くはなっていないはず……です。

　主役カップルが二人ともあまり恋愛に熱心ではないタイプなのでどきどき感が足りないとは思うのですが、親子愛だかご主人様とペットの愛だかなんだかよく分からないものはちょっとだけ育った気がします。この先もこんな調子でほのぼの暮らしていってくれるといいなあ。







　今回イラストを担当して下さった岸きし田だメル様、すばらしい挿絵をありがとうございました。ラフを見せて頂いた段階から一人でにやにやにやにやしておりました。

　担当編集の大おお喜き戸ど様、右も左も分からない状態でたくさんご迷惑をおかけしてしまって申し訳ありません。大喜戸さんから「私は特殊体質なので麻酔が利きにくいんですよ」という話を聞いていなければ、この話はきっと違ったものになっていたと思います。本当にありがとうございました。

　最後にこの本を読んで下さっている皆様にもう一度、感謝を込めて。

「空のお城」というブログも一応やっておりますので、ネット環境がある方はこちらも覗のぞいてみて下さればと思います。

　それでは、ご縁がありましたらまたどこかでお会いしましょう。
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12月14日生まれの射手座のＯ型。

福岡生まれの西日本あちこち育ちで、

現在は松山に落ち着いて早幾年。

三人姉妹の長女ですが、初対面の人には

大体次女が長女だと思われている模様です。

商業小説に関しては

「空のお城」http://onogami.blog103.fc2.com/

というブログをやっています。

興味のある方は覗いてみて下さいね。










イラスト

岸田メル

Mel Kishida




Ａ型乙女座。

最近動物園のそばに引っ越しました。

いつでも遠足気分！　かと思いきやあまり家から出ないのでどうでもよかったです。

家にひとりだと淋しいのでサボテンを買って来たのですが、毎日新鮮なお水をあげるね☆とか思って霧吹きまで買ったのにサボテンはあまり水いらないようなので無駄でした。

私自身は一日中水ばっかり飲んでるので頻尿です。

ｗｅｂページＵＲＬ　http://maigo.jp/
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